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　その日、ラムは友人のネフェティに頼まれ、女子寮の屋上に寝ね椅い子すを設置するのを手伝っていた。

「……ホントに屋上へ運ぶの？」

「屋上じゃなきゃ意味なくない？」

　寮の屋上に通じる階段は、人がひとりやっと通れるくらいの幅しかない。大型の寝椅子はそのままじゃ運べないので、いったんバラバラに分解して、パーツごとに運ぶしかなかった。

　ようやく全部のパーツを屋上に運び上げたふたりは、さっそく再組み立てに取りかかった。

　レンガ造りの寮は築一○○年近くになるらしいけど、しっかりした構造でどこにもガタは来ていない。その屋上はまるで城の物見台のように周囲を胸壁に囲まれていて、ちょっとした運動もできるくらいの広さがあった。

　その屋上の一角に、寝そべって使える大きな椅子を置きたいと、ネフェティがいきなりいい出したのである。

　ラムは長い金髪をリボンで結い上げ、ドレスの袖そでをまくって椅子を組み立てながら、きょうの陽射しを見上げているネフェティに尋ねた。

「……日光浴……？　何なの、それ？」

「お日サマの光を存分に浴びる健康法よ」

「それにこの寝椅子が必要なの？」

「そりゃまあ……日光を浴びるわけだし？　こう……寝転がって？　太陽に対しての表面積？　を、少しでも広くしたほうが効率がいいでしょ？」

　そういうと、ネフェティは着ていた服をちゃっちゃと脱ぎ去り、組み上がったばかりの寝椅子に横たわった。

「──きょうは雨も降りそうにないし？　地下にもぐる予定もないし？　絶好の日光浴日和びよりじゃな～い？」

「でもね、ネフちゃん。この前ナジャ博士がいってたけど」

　まくり上げていた袖をもとに戻し、ラムはネフェティのかたわらにしゃがみ込んだ。いつも薄着のネフェティは、スレンダーなラムと違ってプロポーションがいい。何とはなしにネフェティの美脚をつつきながら、ラムは続けた。

「──紫外線の浴びすぎはお肌によくないんだって」

「そんなこと知ってるわよっ！」

　ゆったり寝そべっていたネフェティは、いきなり甲かん高だかい声をあげて身を起こした。

「それでもアタシには紫外線が必要なの！　アナタに判わかる？　古代の呪いに冒されたアタシの苦しみが？」

　ネフェティは包帯に包まれた手でラムの肩を摑つかみ、がくがくと揺さぶった。

「はわわわわ……！　も、もしかしてネフちゃん、これってホントは日光浴なんかじゃなくて、その──む、虫干し──？」

「そうよっ！　でもそれじゃオシャレじゃないでしょ!?　だから日光浴って呼ぶことにしたの、アタシは！」

「た、たいへんね、ネフちゃん──」

　やんわりとネフェティの手を振りほどき、ラムはぎこちない笑みを浮かべた。

　確かに、古代の呪いでマミーになってしまったネフェティにとって、虫干しは生死に直結する重要な作業かもしれない。悪い虫が湧わかないように、彼女の全身をつつむ包帯はつねに清潔にたもたれていなければならないのだ。

「……めんどくせえなあ、ったく」

　屋上の反対側の隅のほうでさっきから黙々と身体からだを動かしていたシェーラが、ネフェティの魂たましいの叫びを聞いて冷ややかに笑った。

「ンなもん、定期的に消毒薬入りの風呂にでも浸かりゃいいだろうが」

　ちびっ子拳法家のシェーラはぼそりと吐き捨て、目の前の仮想敵に向かって何度も拳こぶしを繰り出している。友人の分析なんかあれこれしたくないけど、ラムの目から見ると、ネフェティはどちらかといえば享きよう楽らく的てきで、逆にシェーラは克こつ己き的てきというか、すごくストイックで、自分が強くなるということに対して貪どん欲よくだった。だからああして、ヒマを見つけては稽けい古こをしている。

　ふたたび寝椅子に横たわり、ネフェティは鼻を鳴らした。

「消毒薬入りのお風呂はねぇ、とっても痛いの！　アナタが考えつくことくらい、アタシはもうとっくにためしてるんだから！」

「エラそうにいうなよ。そもそもそんな呪いを食らったのも自分のせいだろ？　自業自得だろうが」

　自分に厳しいシェーラはもれなく他人にも厳しい。他人にときどき厳しく自分にはつねに甘いネフェティとはまるでタイプが違うけど、間にラムをはさんで、何だかんだで何となくうまくやれている。

「──お、クローの野郎だ。あいつが休日に外出なんて珍しいな」

　稽古を中断し、滝のように流れる汗をタオルでぬぐっていたシェーラが、中庭を見下ろして呟つぶやいた。

「えっ？　クロさん!?」

　それを聞いたラムは、がさがさと這はいずるようにして屋上の縁まで移動すると、中庭を見渡して手を振った。

「あっ！　クロさ～ん！　クロさ～ん！　ねえ、こっち見て～！」

　大きく身を乗り出してぶんぶん手を振るラムの背中を見つめ、シェーラはぼそりともらした。

「……なあ、ネフ公」

「何よ？」

「わたしがいうのも何だがよ、クローの野郎って、目つきも態度も口も悪わりィよなあ？」

「まあ、少なくとも？　アナタの倍は目つきも態度も口も悪いわねぇ」

「そんな野郎のどこがいいんだろうな、ラム公は？」

「んー……顔？」

「顔か？　腕っぷしじゃなくてか？」

「腕より顔でしょ、ふつう？　クローってば顔だけは文句のつけようないし」

「顔さえよけりゃ性格はどうでもいいのか？」

「だったら本人に聞いてみればいいんじゃない？　──ねえ、ラムちゃん」

「え？」

　ひとしきり手を振っていたラムは、ネフェティに呼ばれて振り返った。

「なぁに？」

「アナタさ、クローのどこが気に入ってるわけ？　やっぱ顔？」

「ひ、ヒドい！　ひどいよ、ネフちゃん……っ！」

　ラムはネフェティに駆け寄り、目に涙を浮かべて身体をくねくね揺らした。

「人を見た目で判断するとか、わたしそんな軽い女じゃないもんっ！」

「ご、ごめん……で、でもさぁ？　じゃ、あいつの何がいいわけ？」

「人柄に決まってるじゃない！」

「ひ、人柄……？」

　そこでネフェティやシェーラが不思議そうな顔をするのがラムには判らない。そこはたぶん、種族的なメンタリティの差というものなんだろう。けど、種族の壁を超えてラムがクローに惹ひかれているのはまぎれもない事実だし、そのきっかけになったのが彼の人柄だというのも本当だった。

　ほかの人にはなかなか理解してもらえないけど、ラムは確かに、クローのぶっきらぼうさの中に、彼の真実のやさしさみたいなものを感じているのだった。





















「おかしい……明らかにおかしい……」

　森の中で立ち止まり、ニコル・コルマクマは空を見上げた。

　空といっても、少年の頭上には幾いく重えにも枝葉がかさなり、緑に色づいた陽光が降りそそぐだけで、空はほとんど見えない。

　ニコルはコンパスで方角を確認すると、地図を取り出してあたりを見回した。でも、その地図には道も何も記されていない。というより、そもそもこの森の中に道らしい道なんかなかった。

「コンパスを見ながらまっすぐ歩いてきたはずなのに──！」

　でろんと舌をはみ出させたニコルは、荒い息をつきながら、きょろきょろとあたりを見回した。もとからの疲労に加え、精神的なショックのせいで、身体からだがいつもの何倍もの重さに感じられる。

　ともあれ、ニコルはおだやかな森の中で遭難している。それは間違いない。

「こんなことなら、やっぱり駅馬車に乗るべきだった……！」

　がくりと膝をつき、ニコルは頭をかかえた。

　この広大なキーンホルツ樹海を迂う回かいし、キーンホルツの街へと直行する駅馬車があるにはあった。でも、ニコルはその馬車に乗らなかった。厳密にいうと、路銀が心もとなくて乗るに乗れなかったのである。

「あああああ！　あのお店のご主人のせいだ！　あんなにおいしい匂いをさせて骨つき肉なんか売ってたら、誰だれだって食べたくなるに決まってるじゃないか！」

　肉食性のウルフリングのニコルはとにかく肉料理に目がない。むしろ肉しか食べられない。食欲に負けて路銀を無む駄だ遣づかいしてしまった少年は、ひとしきり地面を叩たたいて後悔したあと、ようやく絶望から立ち直った。

「ぐすん……ここでこうしていても餓うえて死ぬだけだし……がんばって歩こう」

　がっくりうなだれていた尻尾しつぽをもたげて立ち上がったニコルは、涙を拭ふいてふたたび歩み出そうとした。

　と、思ったその矢先。

「あ!?」

　ウルフリングのくせに、ニコルはあまり鼻が利きかない。ニコルの嗅きゆう覚かくが敏感に察知できるのは、おいしそうな肉料理の匂いだけといっていいだろう。

　そのニコルの鼻が、じゅわじゅわ焼けるお肉のいい匂いを嗅かぎつけた。

「こ、これは……ヘラジカの肩肉を燻くん製せいにしたものを直じか火びであぶった時の匂い！　……誰かが近くで食事の準備をしてるんだ！　やったぁ！」

　いつもはへたっている耳をピンと立たせ、ニコルは走り出した。うっかりすると本能丸出しにして四脚歩行してしまいそうなくらい、全速力で森の中を駆け抜けていく。ぎゅるぎゅると鳴る胃袋が、早く肉を食わせろと少年の心にささやき続けていた。

　やがて、いよいよ肉の焼ける匂いが強くなり、男たちの笑い声が聞こえてきた。

「──そっ、そこのみなさんっ！」

　枝葉をかき分け、低木のしげみを飛び越え、ニコルは森の中の少し開けた場所へと躍り出た。

「ぼくは哀あわれな遭難者なんです！　哀れだからお肉食べさせてください！　哀れな少年に食事をほどこすのはもはや義務なんです！　さあさあさあ、ほらほらほら！」

　現れるなりそんなことを声高に主張するニコルを、焚たき火びの周りにいた男たちが目を丸くして見ていた。

「さあさあ！　みなさんがおいしいシカ肉の燻製をあぶっているのはとっくにお見通しなんです！　あ、いやいや、パンとかはけっこう！　何しろぼくは動物性たんぱくしか消化できませんからね！　とにかくお肉をたくさんと、あとは水かワインでも少々いただければ──」

「……何だ、このガキ？」

　むしっとシカ肉をくわえて引きちぎり、もしゃもしゃ咀そ嚼しやくしていたヒゲの大男が、仲間を一いち瞥べつして呟つぶやいた。

「この森に踏み込んで遭難するバカは多いが……ガキのひとり旅ってのは珍しいな」

　そう呟いた背の高い男は、手にしていたサーベルに刺した肉片を火にかざしている。あまり行儀がいいとはいえない。そしてその隣にいた小男は、血にまみれた短剣をマントの端っこでぬぐっている。

「……あれ？」

　焚火であぶられている肉ばかり見ていてすぐには気づかなかったけど、その周囲にいる三人の男たちは、何だかやたらとすさんだ雰ふん囲い気きをただよわせていた。

「あれ？　あ、あれ？」

　男たちが持つ血に汚れた凶器と、そのギラギラした目つき、何よりその風ふう貌ぼう──空腹に麻ま痺ひしかけていたニコルの思考が、ようやく彼らの正体にたどり着いた。

「ひょっ……も、もしかして、山さん賊ぞく──!?」

　この森──キーンホルツ樹海は海のように深い。どんなに明るい陽射しが降りそそぐ日中であろうと、この森の中にはつねに濃い影が生じ、そこにひそんで旅人を狙ねらう賊たちの格好の棲すみ処かとなっている。

　──というような話を出立前に聞いていたのに、それをすべて忘れてしまっていたのは、ひとえに食欲に勝てないニコルの心の弱さゆえだった。むしろここまで歩いてきて一度も山賊に見つからなかったのが奇跡といえる。

「しっ、失礼しました！　ぼぼ、ぼくのことはお気になさらず、たっ、たの、楽しいお食事を続けてくださいっ！　ではっ！」

　ニコルは慌あわててきびすを返し、その場から逃げようとした。

　でもその瞬間、お尻に激痛が走る。

「ふぇあ!?」

　反射的に珍妙な悲鳴をあげて前のめりに倒れたニコルは、自分のお尻を触ってもう一度悲鳴をあげた。

「いたたたたたっ！　ちょっ、こ、これ──」

　尻尾の少し斜め下、お尻の肉が一番厚いところに、小ぶりのナイフが刺さっていた。さっきの小男が投げたものかもしれない。

「ガキとはいえ、この樹海を越えようってんなら長旅だ……」

「ああ。それなりに路銀くらいは持ってるだろうぜ」

　痛い痛いとニコルが泣いている間に、男たちは食事を中座し、少年を取り囲んだ。

「ま、待って……ぼ、ぼく、路銀なんて持ってないですよう！」

「はァ？」

「テキトーなこと抜かしてんじゃねえぞ、おい？」

「ほっ、本当です！　路銀があったら駅馬車に乗ってますよう！　路銀がないから森を突っ切ろうとしたんですよう！　だから食べるものもなくて、それでみなさんに何か分けてもらおうと──」

「ちっ……一文ナシかよ」

「見たところ、確かにこれといって食料も持ってねえようだしな」

「そっ、そうですそうです！　こ、このナイフはお返ししますから、みなさんどうぞ、食事を続けてください！」

　ニコルがどうにかお尻からナイフを引き抜き、傷口を押さえて痛みに耐えていると、小男がまた余計なことをいい出した。

「待てよ……こいつは売れるぜ」

「何？」

「ひあ!?　う、売るって……売れませんよう、ぼくなんて！」

「いや……大都市圏の一部の金持ちの中には、こういうケモノ臭くせェガキに興奮するヘンタイがいるって聞いたことがある」

「いわれてみれば確かにそうだ……ヘンタイの世界ってのは奥が深いというぜ」

「えあ!?　じょっ、冗談はよしましょうよ！　だだだ、第一、ぼっ、ぼくは男ですよ!?　ヒューマンのみなさんには見分けがつかないのかもしれませんけど、ぼくは男の──」

「バカヤロウ！　だからいいんじゃねえか！」

「えひゃいっ！」

　小男はニコルの懸命な主張を一蹴すると、何やら黒ずんだ縄束を取り出した。

「……とにかくよう、さっき襲ったキャラバンの連中には逃げられちまったし、何かしらで稼かせいでいかなきゃオレたちも食っていけねえ。きょうのところはこいつで妥だ協きようしとかねえか、兄弟きようだい？」

「そうだな……数少ないケモノ好きのヘンタイの中からさらに少数派のヘンタイを捜してこのガキを売りつけるのは骨が折れるかもしれねえが、まあ、売れりゃあ金にはなるわけだしな」

「ちょ……！　えああ!?」

　ちょっと待ってください、とにかく食事をしながらゆっくり話し合いましょう！　と最後の悪あがきを口にしようとした時、ニコルは気づいた。

　いつの間にか、男たちの焚火の前に座り込み、誰かがもそもそと肉を食べている。

「あっ、あっ、あれ！　あれぇ！　全部なくなる！　食べられちゃうう！」

「あン？　何いってんだ、小僧──あ!?」

　ニコルの叫びと視線の動きで背後を振り返り、男たちもようやくそれに気づいたようだった。

「てめえ、いつの間に!?」

「そいつはオレらのメシだろうが！　勝手に食ってんじゃねえ！」

「…………」

　山賊たちの恫どう喝かつに食事の手を止めて顔を上げたのは、ニコルとそう大差ない年頃の赤毛の少年だった。ごく標準的な体格で、耳も特にとがっていないから、たぶんヒューマンだろう。

　片目が隠れるような長い前髪の奥から、じっと男たちを見つめていた少年は、すぐにまた食事に戻った。

「てめえええ！　呑のん気きに食ってんじゃねえええ！」

　泰たい然ぜんとして動じる様子のない少年の態度に、のっぽが青スジを立ててサーベルを振りかざした。

「……食事くらいゆっくりさせろ。この人でなしどもが」

　瓶びん入りのワインとシカ肉を両手に持ったまま、少年はひと飛びでそばにあった木の枝の上へと飛び上がった。

「！　このガキ──！」

「…………」

　激げつ高こうする山賊たちを見下ろし、少年はにやにやしながらワインといっしょに肉をやっつけている。ワインは別にうらやましくないけど、ああしてシカ肉を食べているのを見ると、ニコルの腹は胃酸で穴が開きそうだった。

「こいつ！」

　小男がナイフを投げると、少年はすばやく別の木の枝へと飛び移り、やさぐれたようにワインをあおった。

「それにしても……せめてどこかの富豪の令嬢なら身体を張って助ける価値もあったんだが……男で、しかもウルフリングとなると、助ける意義が塵ちりほども見当たらないな」

「ひっ、ひどい！　ぼくがウルフリングの美少年だから見捨てるっていうんですか!?　いまどきそんな古臭い種族差別主義者がいるなんて！」

　お尻を押さえた姿勢のまま、ニコルは木の上の少年を非難した。

「あなたたちヒューマンはいつもそうだ！　ちょっとくらい数が多いと思って、ほ、ほかの人間たちを差別するんだ！　もし恥知らずの差別主義者じゃないっていうならぼくを助けてくださいよ！　さあさあさあ！」

「……それで命を懸かける奴やつがいるならアレだな、オレもお目にかかりたいもんだ」

「そっ、そんな！」

「……しかしまあ、行きがけの駄だ賃ちんという言葉もある」

　食べかけの燻製肉を口の中に押し込んだ赤毛の少年は、にまっと笑って親指をなめると、枝を大きくしならせて飛び降りた。

　──のっぽの男の頭の上へ。

「ぎゅふ！」

　のっぽのサーベルは空を切り、代わりにのっぽは顔面を踏みつけられ、そのまま仰あお向むけに倒れて動かなくなった。

「お……っ!?」

　唖あ然ぜんとしている小男へと、少年が一気に接近する。どうやらこの小男はナイフ投げが得意みたいだけど、次の一本を投げる間もなく、間合いを詰めた少年にワインの瓶で一撃されて昏こん倒とうしてしまった。

「小僧！」

　三人組のリーダーなのか、最後の大男は仲間があっという間に倒された現実にもあんまり動揺を見せず、いかにも使い込まれた感のある巨大な斧おのを振りかざして少年に襲いかかった。

「……賞金首でなければ見逃してやったんだが──な」

　そうひとりごちた少年は、振り返りざまの回し蹴りで大男の斧を脇へ逸そらした。金属パーツであちこち補強されたブーツを履いているとはいえ、一歩間違えば自分の足に斧の刃が食い込むっていうのに、冷静かつ精密な動きだった。

　しかも、回し蹴り一発だけじゃ少年の動きは止まらない。少年は軸足を切り替えてさらに身体を回転させ、後ろ回し蹴りを大男の首すじにめり込ませた。

「ぶ──」

　大男もまたその一撃だけで完全に気を失い、その場に崩れ落ちた。最初にのっぽを倒してからわずか一○秒にも満たない、まさに瞬殺劇──それをニコルは、途中からシカ肉をむさぼりながら傍観していた。

　山賊のランチをくすねて食べてる場合か!?　という心の声もしないわけじゃなかったけど、とにかくニコルはおなかが空いていたし、歩くとお尻が痛くて逃げるに逃げられなかったのである。

　軽く首をこきっと鳴らし、少年はニコルを振り返った。

「ふぁっ……!?　すっ、すいません、おなかが空いていたもので！　ああ、あ、あなたも食べますか？　運動のあとの肉はことさらおいしいですよね！」

　ニコルは慌てて残りの肉を少年に差し出したけど、少年は軽く嘆たん息そくしてかぶりを振ると、山賊たちを手際よく縛り上げてしまった。

「……アレだな、存外に図太い」

「はい？」

　ぱんぱんと軽く手をはたき、少年はニコルを見下ろした。

「見た目以上に図太いじゃないか。……いったい何者だ？」

「えっ？　ぼ、ぼく？　ぼくですか？」

　燻製肉をかかえ込んだまま、ニコルはべらべらと自分のことを少年に語った。

「──ぼくはきょうからキーンホルツ支局ではたらくことになった、調査鑑定士サーベイヤーのニコル・コルマクマといいます！　あ、サーベイヤーって判わかりますか？」

「あの街でサーベイヤーを見たことのない人間はいないだろうな」

「あ……そっ、そうですよね！　キーンホルツは遺跡だらけの街ですもんね！」

「で、そのニコルくんがどうしてここで下血している？　合理的な説明が聞きたい」

「げっ、下血じゃありませんよう！」

　出血で真まっ赤かに染まったズボンのお尻を押さえ、ニコルはわめいた。

「これはその──その山賊たちに、お尻を」

「すまない、今のはいささかデリカシーに欠ける質問だったようだ」

　少年ははっとしたように目を丸くし、手を挙げてニコルの言葉をさえぎった。

「……察しの悪いオレにも何となく判る。ヘンタイだヘンタイだと叫ぶ声が聞こえたからな。みなまでいう必要はない」

「わあああああ！　ごっ、誤解してませんか、ねえ、何か!?　重大な何かを!?」

「だからみなまでいわなくてもいい。オレはこれでも心やさしい男だからな」

　少年はにっと唇を吊つり上げ、親指を突き立ててニコルにウインクした。

「ワザと誤解してる、この人……絶対に判っててワザと誤解してる……」

　ズボンの中を覗のぞき込こみ、お尻の傷口にとりあえずガーゼを当てて止血したニコルは、残っていたシカ肉をちゃっかり自分の荷物の中に押し込むと、木陰で何やら始めた少年に声をかけた。

「それはそうと、あ、あのですね」

「何だ？　きみの臀でん部ぶに関する話題にはもう触れる気はないぞ、ニコルくん？」

「そうじゃなくて──さっきの話しぶりからすると、あの、あなたはキーンホルツのかたですよね？」

　少年は木陰に咲いていた花の周りをナイフで掘り返していた。ある程度土がついた状態の根っこを湿った苔こけで包み込み、その周りを布でさらにおおって紐ひもで縛る──その一連の動きは、山賊どもをブチのめした時と同じく、すばやくて無駄がない。

「あ、あの、もしかすると……あなたもサーベイヤー？」

「どうしてそう思う？」

「ぼ、ぼくも、遺跡内で発見した貴重な植物を持ち帰る時にはこうしろって、そう習いましたから」

「そうか。……で、オレがサーベイヤーだったらどうする？」

「で、ですからぼくは、ここで遭難してまして──」

「なるほど。今のきみの立場は理解できた。──ずいぶんと遠回しだが、要するにアレか、オレにキーンホルツまで連れていってくれといいたいわけだな、ニコルくん？」

「ぜ、ぜひ！　お、お礼なら──」

　そこまでいいかけて、自分が路銀を使い果たしていることを思い出したニコルは、咄とつ嗟さに縛られて転がっている山賊たちの腰を探って、ジャラジャラ金目の音がする袋をむしり取ってきた。

「こっ、これでどうですか！」

「……それはきみの金じゃないだろう？」

「どうせ善良な民衆から不当に巻き上げた金に決まってますよ！　だったら善良な民衆のひとりであるぼくのために役立ててもいいはずじゃないですか！」

「……そういうところが図太いといったんだ」

　ニコルが差し出した袋の中身を確認すると、少年は腰のアイテムパックから取り出した小さな玉のようなものを焚火の中に放り込んだ。するとたちまち妙に黒い煙が、ふすふすと細く立ち昇り始めた。

「……いいだろう。ついてこい」

「えっ？　この人たちは──」

「オレはこの花がしおれる前に街に戻りたいんだがな」

「いっ、行きます！　ぼくも行きますから！」

　山賊たちを振り返り振り返り、ニコルは少年のあとを追った。さいわい、これでもニコルはウルフリングだから、食べるものさえ食べていれば傷の治りは早い。すでにお尻の傷からの出血は止まりかけている。

「あの──ど、どうして狼煙のろしなんか……？」

　ニコルは少年を見上げ、恐る恐る尋ねた。

　少年がさっき焚火に放り込んだのは、サーベイヤーの基本装備のひとつである狼煙玉だった。ニコルもワジールの遺跡調査をしていた頃、何度か使ったことがある。

「狼煙があれば、あとで捕り手を連れて引き返す時の目印になる。最近この森に出没する三人組の山賊といえば、そこそこ賞金が懸かってたはずだからな」

　少年とニコルは、いくつも茂みを踏み越え、いつしか人の足で踏み固められた獣けもの道みちらしいところへ出ていた。たぶん、ここをこのまま行けばキーンホルツへ着くんだろう。安心したらまた少しおなかが減ってきた。ニコルはシカの燻製肉を取り出してしゃぶりながら、ふたたび少年に尋ねた。

「そ、そういえば、まだお名前を聞いてなかったですね」

「オレか？　オレはクローだ」

「はい？　クロー……さん？　あの、名字とかは……？」

「ただのクローだ。それで通っている。──名前なんてものは、しょせん自分と他人とを区別するための記号にすぎないわけだからな」

「は、ぁ……そういう考え方も……ありますけどね」

　この少年──クローと話していると、何となく違和感を覚える。それが何なのか、ニコルにもよく判らなかったけれど、ただ、彼がとても腕のいいサーベイヤーで、おまけにかなりの美形で、ただし性格にかなりの難点があるということだけはよく判った。

　とりあえず、キーンホルツ支局で顔を合わせても、なるべく怒らせない、それ以前になるべくかかわらないようにしよう──ニコルはそう心に誓った。





　　　　　






　ラムたちのチームはお休みでも、ほかのチームは休みとはかぎらない。基本、このキーンホルツでは、特別なことでもないかぎり、毎日かならずどこかの遺跡にいずれかのチームが探索のためにもぐっている。

　そして、そうしたチームがあらたな情報を支局に持ち帰れば、それはすぐに掲示板に貼り出される。たとえばどこそこの遺跡で秘密の通路を発見したとか、危険生物が出現したとか──そういう情報はとても重要だ。知っているのと知らないのとでは、探索の難易度が劇的に変わったりもする。

「──ガンツくん！」

　掲示板にめぼしい情報がないことを確認し、きびすを返そうとしたラムを、凜りんとした声が呼び止めた。視線をめぐらせると、大理石張りの長い廊下の向こうのほうで、白衣の美女が手招きしている。

　ラムはちょっぴり頰ほおをふくらませ、美女のもとへとのしのし大おお股またで歩いていった。

「ナジャ先生！　確かにラムはガンツって名字ですけど、ガンツって呼ばないでくださいって何度もお願いしてますよね？」

「おや、そうだったかな？」

　小首をかしげた美女は、レプタリアン特有の細長い舌をちろりと覗かせて笑った。ラムが自分の名字の武骨な響きを嫌っているということを、頭脳明めい晰せきなこのドクターが、そんなに簡単に忘れるはずがない。

「だけどねえ、ゴー──」

「ラムです！　ラムのことはラムちゃんて呼んでください！」

　美女のセリフをさえぎり、ラムはいった。

　キーンホルツ支局の技術研究部ではたらくナジャ・ジャランジーラは、背の高いラムよりさらに背が高い。蛇皮のワンピースに無理矢理押し込んだようなそのメリハリのあるボディは、支局に出入りする男性はもちろん、時には女性たちからも垂すい涎ぜんの目で見られることがある。そのせいで、陰で〝公序良俗の破壊者〟なんてあだ名で呼ばれているけれど、これでもれっきとした研究者、学者だった。

　ただし、性格的にはかなりのサディストに違いない。だから、ラムを見かけるたびにガンツくんと呼びかけるのも、まず間違いなくわざとだ。

　ラムが向けている非難がましいまなざしを華麗に受け流し、ナジャは肩をすくめた。

「しかしきみね、それをいうならわたしだって先生ではないよ？　確かにドクターの肩書はあるけど、わたしのは博士としてのドクターであって、医者としてのドクターじゃないし、誰かを指導しているわけでもない。先生と呼ばれるいわれはないんだよ」

「わざわざそんなお話をするために呼んだんですか、博士？」

「……本当に可か愛わいいなあ、ラムくんは」

「ひぁっ!?」

　突然何かにお尻を触られ、ラムは首をすくめて振り返った。

「せっ……じゃない、博士！　そういうこともやめてくださいっていいましたよね!?」

「ついつい人のぬくもりが欲しくなるんだよ、わたしたちはね」

　くすくす笑うナジャの、太ふと腿もものつけ根ギリギリの丈しかないワンピースの裾すそから、でろんと垂れた細長い尻尾が、いつの間にかラムの背後に回り込み、こちょこちょとお尻をくすぐっていた。この人が厄やつ介かいなのは、こういうセクハラまがいのイタズラを、職員やサーベイヤー相手に、それも女の子ばかりを狙ってやらかすことなのである。

「──まあ、罪のないたわむれはここまでにして」

「罪がなくはないです！」

「まあまあ、そんなことより、わたしも困っているのさ」

　わざとらしく溜ため息いきをつき、ナジャは後ろを振り返った。

「──きみ、こっちへ来たまえよ」

「は、はい」












　ナジャにうながされてやってきたのは、この支局ではついぞ見かけたことのない少年だった。もふもふとした毛並みとつやつやと濡ぬれた鼻から察するに、どうやらオオカミ系の獣人──ウルフリングらしい。でも、何だかすごく可愛いので、もしかするとオオカミ系じゃないかもしれないし、そもそも少年じゃなく少女なのかもしれない。獣人の性差や年齢というものは、ラムたちにはどうにも判別しづらかった。

「彼、きょうからここではたらくことになったんだけどね」

「へえ……技研の人ですか？」

「いや、ラムくんと同じサーベイヤーなんだ」

「あっ、あの！　ぼく、ニコル・コルマクマといいます！」

　ぼくというからには、やっぱり少年なのかもしれない。気恥ずかしそうに、ニコル少年は少し声を裏返えさせてあいさつした。きっとラムより年下に違いない。言葉を交わしたら、さらに可愛らしく見えてきた。

「このニコルくん、この街へ来る途中で山賊に襲われてね。それで、なぜかわたしが手当を任されてしまったんだよ。午前中に半死半生で帰還した連中の治療で、医務課の人間が手いっぱいだったからなんだが」

「そうだったんですか」

「まあ、さいわい怪け我がもたいしたことはなかったし、治療もすんだから、ラムくん、お手数だけど彼をブラティカのところへ連れていってくれるかな？　わたしは大事な研究の最中なんでね」

「判りました」

　そういうことならニコルはラムの同業者ということになる。探索人事課に案内するぐらいお安い御用だった。

「それじゃ博士、ありがとうございました」

「ああ。きみもがんばりたまえよ、ニコルくん」

　ぺこりと頭を下げた少年に魅惑の微笑ほほえみを振りまき、ナジャは研究棟のほうへと去っていった。

「──それじゃコルくん、行きましょう」

「こ、コルくん？」

「お名前がニコルだから、略してコルくん。……ダメ？」

「駄目じゃないですけど……略さなきゃいけないほど長いですか、ぼくの名前？」

「長い短いじゃなく、可愛いかどうかがすべてよ」

　どうやらまだ世の中のことがよく判っていないらしい少年に、世界の真理のひとつを教えたラムは、ざわつくロビーにいったん戻り、あらためて探索人事課に向かった。

「ところでガンツさん」

「────」

　間違っても聞きたくないそのひと言に、ラムの頰がひきつった。

「……ガンツさん？」

　ニコルはラムの顔を見上げてもう一度繰り返した。どうやらこの少年は世の中のことがよく判っていないだけじゃなく、空気も読めないらしい。

　ラムはどうにかにこやかな笑顔を作り、ニコルにいった。

「……コルくん？　さっきの博士との会話、聞いてた？　ラムのことはラムちゃん、もしくはラムさんって呼んでもらえる？」

「つまり……ラム・ガンツさんとおっしゃるん──」

「ガンツとかいらないから！」

　少年の言葉にかぶせるようにラムは声を荒げた。その瞬間、ロビーや廊下にいた職員たちの視線がいっせいにこっちへ向いたのが判ったけど、彼らはみんなラムのことを知っているからまあいい。今はこの新入りに、この世界の真理よりも大切なことを教えてやらなければならなかった。

「──いい、コルくん？　ラムのことはラムちゃんでいいの！　ラムさんでもラムくんでも、百歩ゆずってラムって呼び捨てにしてもいいの！　だけど、ガンツはいらないから！　ここではラムで通ってるの、わたし！」

「そ、そうなんですか……？」

「そう！　名前なんてしょせんは記号みたいなものだし、ほかの人と区別がつけばいいんだから！　あなたコルくん、わたしラムちゃん、ほら、問題ないでしょ!?」

「そ、そうですね……」

　怯おびえた仔こ犬いぬのような目でラムを見上げ、ニコルは首をすくめている。これでこの少年も、この支局ではたらく上で知っておかなければならないタブーのひとつを、胸に刻み込むことができただろう。ささやかな満足感に、ラムはようやく自然な笑顔を浮かべることができた。

「……もしかしてこの支局では、名字を名乗らない決まりとかあるんですか？」

「ん？　どうして？」

「いや、ぼくを森の中で山賊から救ってくれた人も、名前なんか記号だって──オレはクローで通ってるからって」

「あら、クロさんに助けてもらったの、コルくん？」

「は？　……あ、ええ、クローさんです。赤毛の、しゅっとした美少年で」

「クロさんなら確かに山賊の一○○人や二○○人、わけもないけど」

「お知り合いなんですか？」

「ええ。ウチのチームはクロさんがリーダーなの」

　ラムたちサーベイヤーの基本的な仕事は古代遺跡の探索である。大なり小なり危険をともなう作業になるので、単独で遺跡に入ることは許されていない。だから、通常サーベイヤーたちはチームを組んで、たがいにサポートしながら遺跡を調査する。

「──次長さん」

　探索人事課へとやってきたラムは、顔見知りの職員たちにあいさつしながら、次長のプレートがついた席へと向かった。

「あら、ラムちゃん」

　椅い子すにふんぞり返ってヤスリで爪を磨いていた毛皮の美女が、やってきたラムを一瞥して、そしてまたすぐに爪の手入れに戻った。

「──あなたがクロー以外の男の面倒見るなんて珍しいわね。何なの、その子？　腹違いの弟？」

「違います！　──ほら、コルくん、書類出して」

「えっ？　ああ、は、はいっ！」

　ラムの隣でぽけーっと美女の顔に見とれていたニコルは、ラムにつつかれて正気に戻ったのか、慌ててバックパックの中から数枚の書類とパスを取り出した。

「──わっ、ワジール支局からきょうづけで転てん籍せきしてきたニコル・コルマクマといいます！　手続きお願いします！」

「はぁん……ずいぶんとまあ遠くから来たものねえ」

　さっと書類に目を通した美女は、探索人事課の次長を務めるキツネ系の獣人──フォックスリングのブラティカ・ブラボーである。胃腸が弱くてすぐにトイレに駆け込む課長に代わって実質的にここをまとめているやり手だけど、ナジャ博士と同じような意味で、ラムはこの美女が苦手だった。

　ブラティカは課長のものより豪華な革張りの椅子から立ち上がると、細長いキセルに火を入れ、ニコル少年を上から下までナメるように観察し始めた。

「どちらかといえばサポート役が得意って書類にはあるけど……どう見てもサポートされる側じゃないわね。サポート役以外無理ってカンジ」

「そっ、そんなことありませんよ！　これでもぼく、ワジールの星っていわれてたんですから！　ワジール遺跡ではいつもチームの先頭にいたんですよ！」

　ニコルはブラティカの言葉を否定し、自分の胸をぽんと叩いた。でも、申し訳ないけど、たぶんニコルは大事なことをふたつばかり見落としている。

　まず、ワジールなんて田舎いなかの小さな町での経歴を持ち出されても、ここではそんなものいっさい考慮されない。このベルーガ王国の遺跡を大おお雑ざつ把ぱに分けるとすれば、それはキーンホルツとキーンホルツ以外──つまりこのあたりの遺跡の危険さは、よその土地のそれとはくらべものにならないのである。よそでどんなに腕が立つサーベイヤーだったとしても、ここでそのまま通用すると考えるのは早計だった。

　それともうひとつ──この少年は、どんなにきりっとした表情を作ろうとしても、たいていいつも舌をしまうのを忘れている。まるで間の抜けた犬だった。この調子で「ぼくってけっこうやるんですよ！」なんて主張されても信じられない。

「……なるほど」

　しばらくニコルを見つめていたブラティカは、いったい何にどう納得したのか、何度もうなずきながら、ニコルのパスにキーンホルツの遺跡への立ち入りを許可するスタンプを捺おした。国家公認のサーベイヤーといっても、その遺跡を管かん轄かつする支局の許可を得なければ、勝手に遺跡に立ち入ることはできないのである。

「はい、持ってきなさい。あとの手続きはこっちですませとくから」

「やったー！　ありがとうございます！」

　自分のパスを受け取り、ニコルは子供のように笑った。

「それとラムちゃん」

「はい、何でしょう？」

「この子、たぶんここの遺跡のこと、まだ何も判ってないだろうから、当面はあなたたちのチームで面倒見てくれる？」

「ええっ!?」

　ブラティカの提案に、ラムは思わず驚きの声をあげてしまった。それでも周りの机の職員たちがちらりともこっちを見ないのは、ブラティカの薫くん陶とうの賜たま物ものだろう。

　ラムは小さく咳せき払ばらいして、声を低く落としてブラティカにいった。

「ど、どうしてそうなるんですか、次長さん？」

「ここはよそとは違うでしょ？　まずは腕利き揃ぞろいのあなたたちのところで慣らしてあげるのがいいかなって」

「そんな必要ないです！　ぼくはこれでもワジールの──」

「ワジールなんて田舎、誰も知らないから！　とりあえずコルくんは黙ってて！」

「ひぇあ!?」

　反論しようとするニコルをぎろりと睨にらんで黙らせ、ラムはブラティカの机をこつこつと小刻みに叩いた。

「──先月ここへ来た新人の時も、確かそういってわたしたちに押しつけましたよね、次長さん？　あの人、三日で辞めてきましたよ？　その前の人は五日でチームを変えてくれって泣きついたし！」

「そぉ？　よく覚えてないけど」

「都合よく忘れないでください！　次長さんもご存じでしょう？　ウチのチームはクロさんの方針で、たいていどこよりも厳しいところにもぐるんですから、生半可なサーベイヤーじゃついてこられないんです！」

「だ、だからそれだったらだいじょ──」

「山賊ごときにやられるようなちんちくりんには務まらないんです！」

「ち、ちんちくりん──」

　ニコルは目を見開き、がっくりと肩を落とした。

　でも、至極まっとうなラムの主張にも、ブラティカは言げんを曲げなかった。

「あくまでチームを束ねてるのはクローよね？　結局、いつもクローが引き受けてくれてたわけだし、今回だって引き受けてくれるわよ。……何だったらわたしが直接頼んであげてもいいわ。彼、わたしの頼みなら絶対に断らないから」

　そういって、ブラティカはラムにタバコの煙を吹きかけた。

「ぷ──」

「ザッキさん、クローに呼び出しをかけてくれる？　わたしが会いたいって──」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　部下に勝手にクローの呼び出しを指示しようとするブラティカをさえぎり、ラムは腹立たしげに床を踏み鳴らした。

「判りました！　コルくんはウチで面倒見ます！」

「あらそう？　ラムちゃんがそういってくれると助かるわぁ」

　艶えん然ぜんと──という表現がぴったりの笑みを見せ、ブラティカは椅子に腰を降ろした。

「でも！　それでコルくんが殉じゆん職しよくとか辞職とかするような事態になっても、ラムたちは責任持ちませんからね!?」

「お好きにどうぞ」

「えええ!?　殉職とかやめてくださいよ！　そ、そこにぼくの意志は介在できないんですか!?　何だかだんだん不安になってきたんですけど!?」

「ま、詳しいことはこのやさしいおねえさんに聞きなさい」

　ブラティカはひらひらと手を振り、ふたたび爪の手入れに戻った。もう用はないからさっさと帰れということだろう。ラムはもうひとつ憤然と床を踏み鳴らし、ニコルの手を摑つかんで探索人事課をあとにした。

「行くわよ、コルくん！」

「あわあ！」

　ラムがブラティカの何がイヤかって、ことあるごとにクローにちょっかいを出そうとするところがイヤなのである。





　　　　　






　このラムという人は背が高い。

　すらっとして手足が長く、髪も長く、とても美人だ。ウルフリングの美的感覚から見ても、間違いなく美少女だと判る。

　そのラムさんは、すごい大股で、のしのしと中央棟の廊下を歩いていく。正直ニコルの足の長さでは、小走りじゃないと追いついていけない。

「あ、あの──ラムさん？」

　中庭に面したテラスに出たところで、ニコルは思い切って声をかけた。

「あの……な、何だかよく判りませんけど、すいません……」

　本当に何だかよく判らないけど、どうも自分のあつかいをめぐってラムとブラティカが衝突したということだけは把は握あくできた。それがどうにも申し訳なくて、ニコルは身を縮こまらせてあやまった。

「……コルくんがあやまることじゃないわ」

　あざやかな夕映えを見つめてしばらく深呼吸していたラムは、ニコルを振り向いてやさしく微笑んだ。

「コルくんは何も悪くないもん」

「ラムさん──」

「けど、最初にひとつだけ大事なこと確認させてもらえる？」

「……はい？」

　夕陽を背負ったラムが一歩近づき、ニコルの肩に手を置いた。

「あなた、男の子よね？」

「はあ……一応は」

「男と女、どっちが好き？」

「え!?」

「どっち？」

　天使のようなラムの笑顔がずずいと近づいてくる。だが、おだやかな少女の微笑みの裏に隠れた何かが、ニコルの胸の中で警けい鐘しようを鳴らしていた。

「そ、それは、その──」

「女よね？　女好きなのよね？」

「お、女好きといってしまうと語ご弊へいがありますけど──で、でも、どっちかを二択で選べといわれれば、まあ……鼻の頭がいつもしっかり濡れてる、長毛種の、垂れ耳の──お、女の子のほうが、好きです、けど……？」

「そうよね。うん、だったらいいの」

　ラムはニコルの肩を解放し、何度もうなずいた。

「──でも覚えておいてね、コルくん」

「な、何をです？」

「もしコルくんが急にヘテロセクシャルを捨てて、種族の壁を越えてクロさんに横恋慕するようなことになったりしたら、ラム、コルくんのことひねり潰つぶすから」

「……ひ、ひね……？」

「はい、この話はもうおしまい！　チームのみんなに紹介するからこっち来て！」

　さっきのラムの言葉はとても冗談とは思えない響きを含んでいたけど、いまさらそれを確認するのも恐ろしくて、ニコルは黙って少女のあとをついていった。

　あちこちに立っている案内板を見ると、確かにこのキーンホルツ支局は、この前までニコルが所属していたワジール支局とはまるで規模が違う。街のサイズが段違いということもあるけど、たぶんキーンホルツにはそれだけ遺跡が多く、それに比例してサーベイヤーもたくさん必要とされているんだろう。

　この中庭にしてもかなりの広さがある。ラムはその中庭の東西に建っている三階建ての建物を指ししめした。

「あっちの東にあるのが男性用で、西側にあるのが女性用の独身寮ね。──コルくんは入寮の申請はしてあるの？」

「あ、ぼくはこっちに家がありますから。父とふたり暮らしですけど」

「おとうさまと？」

「はい。父は考古学者で、遺跡から出土したものを調べる仕事をしているんです。それで、今度はキーンホルツで数年がかりの仕事になるかもしれないといわれて、だったらぼくもこっちの支局に移ろうかって」

　すでに父パウルはこの街で新生活を始めているはずだった。たまたまニコルは、途中まで進めていた地図作りがひと段落するまでワジールを離れられず、父より遅れてこっちへ来ることになったんだけど、もし父といっしょの引っ越しだったなら、山賊に襲われて貞てい操そうの危機にさらされることもなかっただろう。

「そういうことなら寮の案内はいいわね」

　ラムは中庭の真ん中にそびえる巨木へと足を向けた。

「え？　どこに行くんです？」

「この時間ならクロさんも戻ってると思うし、みんなも集まってると思うから」

「は？」

　葉っぱの形からすると、それはサトウカエデの木のようだった。いったいどのくらいの樹齢なのか、軽く一○メートル以上の高さがある。太い枝がしっかりと四方に伸びていて、紅葉の季節にはさぞやあざやかに色づくに違いない。

「──あ！」

　カエデの下までやってきたニコルは、これが本格的なツリーハウスだということに気づいた。階段でつながれた大小ふたつの部屋と、ちょっとした広さのウッドデッキを完備していて、これはもう仮住まいとかいうシロモノじゃない。完全な住居だった。

　ウッドデッキまで続く階段に足をかけ、ラムがいった。

「ここ、クロさんの家なの。手作り」

「えっ？　ここに住んでるんですか？　すぐそこに独身寮があるのに？」

「ええ」

「っていうか、そもそも許可とか取ってるんですか？」

　支局の中庭に立っている以上、このカエデの木も支局の所有物だろうに、そこに勝手にツリーハウスを作って寄生するなんて許されるのだろうか。

「なぜ許されるかといえば……答えは単純、オレが特別だからだ」

「あ」

　ラムといっしょにウッドデッキに上がったニコルを、ハンモックに揺られる赤毛の少年が迎えた。

「──オレほど腕の立つサーベイヤーはどこにもいない。いろいろな意味で特別なんだよ、オレはな」

「────」

　自分を見つめる少年と目が合った瞬間、ニコルは、ふさふさの尻尾がぶわっと毛羽立つのを感じた。根拠はないけど、でも、ニコルの本能が、確かにこの少年はふつうじゃないんだってことを教えてくれていた。

　ハンモックを降りたクローは、小屋のドアに手をかけた。

「シェーラたちもついさっき来たところだ」

　ドアが開くと、中からあたたかそうな湯気といっしょにいい匂いがただよってきた。スパイスを利かせたシチューっぽい匂いだけど、特徴的なコショウの香りに混じって、わずかながらブタの脂あぶらの匂いがする。

「ブタ！　これはブタですね!?」

「よく判ったな」

「はっはっは！　肉料理の匂いを嗅ぎ分けることにかけては、ぼくはちょっとしたもんなんですよ？」

「アレだな、ずいぶんと発揮される場面が限定された特技だな、ニコルくん」

　鼻で笑ったクローに続いて、ニコルは少年の自宅へと足を踏み入れた。

　そこは、外観から想像していたよりもずっと広い空間だった。部屋の中央には簡素なテーブルと椅子、それにソファがあり、東の壁際には、小さいながらも暖を取れるオーブンが置かれている。奥のほうにもうひとつ引き戸があるけど、たぶんあの向こうには外階段があって、小さいほうの小屋に上がれるようになっているに違いない。

「へえ……すごいです！　何だかわくわくする部屋ですね！」

「いかにも子供っぽい意見だが、最高のほめ言葉として受け取っておこう」

　ニコルの感嘆の言葉ににまっと笑い、クローは空あいている椅子に腰を降ろした。

「……おい、クロ公。何なんだ、そいつ？」

　オーブンの上の鉄てつ鍋なべをかき混ぜていた額の広い少女が、クローの後ろから現れたニコルを見て眉まゆをひそめた。やけにはすっぱな言葉遣いだけど、ニコルよりも背が低い。見たところヒューマンの少女──一○歳を少しすぎたくらいだろうか。この子もチームの一員だとすれば驚きだった。

「こちら、きょうからわたしたちのチームに加わったコルくん」

　ラムがそう紹介すると、ニコルはすかさず片手を挙げ、

「あ、ちなみにぼくの本名はニコル・コルマクマといいます！　コルくんというのはラムさんがつけた愛称で──」

　そこまで説明して、ニコルは硬直した。テーブルをはさんで真正面、ソファの上に、ついぞ見慣れない物体があることに気づいたのである。

「…………」

　それは、ニコルの見間違いでなければ包帯のカタマリだった。というか、包帯のカタマリのように見える何かだった。その何かはおおむね人間の女性のような形状をしていて、鼻歌を歌いながら本を読んでおり──。

「わああああああ！　みっ、ミイラ男！　じゃない、ミイラ女!?　マミーだマミー！」

　大声で叫びながら、ニコルはバックパックに下げていた火ほ口くち箱ばこを手に取った。いわゆる動く死体系のモンスターは火で焼くのが一番手っ取り早い。

「はぁ？　ミイラ女？」

　全身を包帯に包まれた女は、読みかけの本を閉じ、ぎろりとニコルを睨んだ。包帯の隙すき間まから覗くその双そう眸ぼうはアイラインばっちり、まつ毛もびっしりで、とにかく目力がとてつもない。

「──何この子？　初対面でいきなり失礼じゃない？」

「え？　でも、だって──マミーじゃないんですか？　それじゃあ、大怪我したけどやけに元気な人……ですか？」

「ぷっ」

　テーブルの上にワインのジョッキを並べていたラムが、ニコルの言葉に噴き出した。

「……あのね、コルくん、ネフちゃんはね、古代の呪いでミイラ女になりかけている女の子なの。まだミイラ女じゃないから」

「ちょっとちょっと、やめてくれる？　それじゃまるで、アタシがじきに完全なミイラになるみたいな？　そんなふうに聞こえるでしょ！」

「ね、ネフ……さん？」

　このミイラ女が実はミイラ女じゃないと知り、ニコルはようやく火口箱から手を放したけど、だからといって安心はできない。何しろラムの前例がある。この彼女も本名を尋ねたらいきなり激高するタイプかもしれない。

「あの……もし失礼でなければ、お名前を伺うかがってもよろしいですか？」

「そいつはネフェティ・カーナボン。で、あっちの目つきの悪いデコがシェーラ・バーコフだ。いっしょにチームを組んでる」

　ミイラ女が包帯越しにくぐもった声で名乗る前に、クローが少女たちの名前を教えてくれた。その後の反応を見るかぎり、彼女たちは名字の話題に触れても怒り出したりしないらしい。ただそれだけのことで、ニコルには彼女たちがとてもいい人たちのように思えた。

　クローはラムが差し出したジョッキを受け取り、ニコルを指差した。

「さっき話したが、こちらのニコルくんは、オレが昼間森で助けた──」

「ああ、山賊に手て籠ごめにされたっていう可か哀わい相そうな子？」

　ネフェティが目を輝かせて唐突にそんなことをいい出した。

「ちょっ……なっ、何なんですか、それ!?　いったいどこからそんな流りゆう言げん飛ひ語ごが!?」

「それをいってやるな、ネフェティ。彼にとってはつらい過去だ」

　くくく……と低い声で笑いながら、クローは少女たちにウインクした。やはりクローは真相を把握した上で、わざとウソの話を面白おかしく広めている。何とたちの悪い差別主義者なのか。

「クローさん！　そういうこと広めるのやめてくださいよ！　そもそも何なんですか、ぼくが山賊に、てっ、手籠めにされたって──でたらめもいいところです！」

「……と、彼はそういっているが」

　顔を赤くして否定するニコルを横目に、クローは隣に座ったラムにささやいた。

「ヘンタイヘンタイと叫ぶ声を聞きつけたオレが駆けつけた時、すでにニコルくんは尻から大量の血を流していた」

「え!?　それじゃナジャ博士に手当してもらったのって、も、もしかして──」

「何それ？　アナタいったいどんなプレイされたわけ!?　よっぽどハードな──」

「どっ、どうしてそんなに興味津々なんですか！　さっきぼくが来た時にはあからさまに興味なさそうに鼻歌歌ってたでしょう、あなた!?」

　このミイラ女、やっぱりいい人だと思ったのは間違いだった。

「……まあ落ち着けや、小僧、まずは荷物を降ろして飲め。な？」

　拳こぶしを震わせるニコルの肩をやさしく叩き、シェーラがジョッキをそっと差し出した。

「あ……ありがとうございます……」

　目つきは悪いし態度もぶっきらぼうだけど、このシェーラという少女だけはわりとまともそうだった。小僧呼ばわりされるのは気になるけど、野次馬根性のカタマリのようなミイラ女よりははるかにマシといえる。

「それはそうと」

　いかにも安っぽいワインを軽くあおり、クローはいった。

「察するにアレか、とりあえずここへ行けとでもいわれたのか、ブラティカに？」

「ま、まあそんなところです」

「えっ？　アナタもサーベイヤーなの？」

　包帯の隙間からストローでちゅるちゅるワインをすすっていたネフェティは、ニコルとクローのやり取りを聞いて頓とん狂きような声をあげた。またもや失礼な反応である。

「てっきり支局に遊びにきた職員の子供かと思ってた──」

「……そんなヤツをここに連れ込むワケねえだろ」

「まあ、考えてみればそうよね。──けどさ、頭数？　これで揃ったんじゃない？」

「あ、頭数……って、何です？」

「ダメよ、ネフちゃん」

　何やら悪賢そうな含み笑いをもらす包帯女を、ラムが眉をひそめてたしなめた。

「──コルくんはね、ワジールなんていう名前もろくに聞いたことのないようなド田舎から来たのよ？　地方の生ぬるい支局でしかはたらいたことのない井の中の蛙かわずなんだから、いきなりわたしたちのレベルについてこられるわけないでしょ？　いくらブラティカさんに押しつけられたからって、そんなのダメよ。コルくん死んじゃう」

　何やらナチュラルに世間知らずの田舎者と罵ば倒とうされた気もするけど、たぶんラムにはニコルに対する悪意はカケラもあるまい。一応はニコルの身を案じてくれての発言なんだと思う。まだかろうじて、ラムはいい人の部類に入れていいだろう。

　ただ、さっきから頭数頭数いっているのが、ニコルにはよく判らない。

「あ、あの……」

　ニコルがワインに濡れた口もとをぬぐって切り出そうとした矢先、クローがいった。

「いや、抜け道ならいくらでもある。未熟者のニコルくんでもひとりと数える──今のオレたちにはその事実こそが重要だからな。融ゆう通ずうの利かないお役所仕事に感謝だ」

「は、はい？」

「……説明してやるよ、小僧」

　デコの広いシェーラがぼそりと呟いた。

「……このへんのリスクレベルが高い遺跡は、最低でも五人でチームを組まなきゃ中に入れてすらもらえねえ。だからわたしらも、ここしばらくは、四人でもＯＫのぬるい遺跡にしかもぐれなかったわけだ。まあ、うっかり実力の足りねえヤツをメンバーに加えて、ヘタに死なれたら困るっていう探索人事課の思惑も判るがな」

「そ、そうですね……」

「そこでまあ、裏ワザがあるんだがよ……とりあえず頭数は五人揃ったわけだし、レベルの高い遺跡でも入れるようになった。で、五人でもぐったら、おまえだけ入り口近くの危なくねえところで荷物番でもしてればいい」

「そういうこと。奥に進んで探索するのはアタシたち四人で充分だからさ」

「ええ!?　そっ、それはいくら何でもひどいです！」

　クローたちの意図を知り、ニコルは思わず声を荒げた。

「そんなの明らかに不正行為ですよ！　ぼっ、ぼくにはこの不正を探索人事課に告発する用意がありますよ！」

「……こいつ、いっぱしのこというじゃねーか」

　眉み間けんのしわを深くし、シェーラがニコルを睨みつける。

「こいつとか小僧とか、さっきっから、しっ、失礼だす、失礼だな、き、きみは！」

　椅子から立ち上がり、ニコルはシェーラを見下ろした。

「これでもぼくは一六歳なんだ！　き、きみも少しは、とっ、年上に対する──」

「じゃあタメだな」

「──え？」

「わたしも一六だ。おたがい気を遣うのはやめようぜ、なあ、ニコ坊？」

「…………」

　かろうじて年齢だけでなら上から目線で話せそうだった相手が消失し、ニコルの意気も消沈した。そして同時に、純粋にいい人というのはこの場には皆無だということに気づき、彼らのチームに五人目が定着しない理由も何となく察せられてしまった。

「みんな……それじゃあまりにもコルくんが可哀相よ」

「ら、ラムさん……！」

　背の高い美少女の言葉に、ニコルはぱあぁ……と輝くような笑顔を見せた。でも、それも本当に一瞬でしぼんだ。

「せめて、ぼくみたいなちんちくりんがここへ来るには一○○年早かったって、そう思い知る機会くらいは用意してあげないと……」

「…………」

　浮かせかけた腰をふたたび椅子に落ち着け、ニコルは胸の中で毒づいた。どうもこの少女は、悪意なく素で暴言を吐くぶんには罪に問われないとか勘違いしているようだ。実際には、悪意のある悪口より悪意のない雑言のほうがたちが悪い。本人に人を傷つけているという自覚がない以上、改善の余地もないからである。

「じゃ、じゃあ、その機会とやらをぼくにくださいよ！」

　全身の体毛を奮ふるい立たせ、ニコルは意を決してみんなにいった。

「──ぼくが本当に荷物番くらいしかできない、田舎者の、クズの、思い上がりもはなはだしい、どうしようもない足手まといの四脚歩行野郎かどうか、実際にもぐってみれば判るじゃないですか！」

「……アナタ、何か暗い過去？　とか背負ってるわけ？　何だか卑下がすごいけど」

「ぼくのいじられ遍歴はどうでもいいんです！　それよりどうなんですか!?」

　ワジールを離れる時、上司や同僚たちから、遺跡探索の本場キーンホルツでもがんばってくれとはげまされて送り出されてきた。探索のスキルにはそれなりの自信があったし、実際、ワジールではニコルはトップクラスのサーベイヤーだった。かつての仲間たちのためにも、ワジールのサーベイヤーもなかなかやるって思わせたい。

「……自分からいい出すとはアレだな、非常に頼もしい。非常に」

　唇を吊り上げて笑ったクローは、膝を叩いて立ち上がった。

「なら、今から行くとしよう。ニコルくんの歓迎会だ」

「ええ!?　もう夕食の時間ですよ、クローさん？　だったらまずは──そう、あそこのブタ肉でもふるまうべきですよ！　食べるものも食べさせないだなんて虐ぎやく待たいだ！　さてはこのチームは、いじめられっ子をひとり作って、性格の悪い者同士が結束を固めるという差別主義に支配された──」

「……アナタ、気が弱そうなわりに、いいたいことズバズバいうわね。アタシ、けっこうそういうの好きだわ～」

　そこだけは包帯におおわれていない、くりくりとくせのある長い髪をかき上げて、ネフェティも立ち上がった。

「……最初からそこまでキツいところにはもぐらねえよ。だいたい、ブラティカに釘くぎ刺されてんだろ？」

　広いおデコにゴーグルを装着したシェーラは、細い腕を肩からぐるぐる回し、何やらストレッチめいたことをしている。

　両手に革の手袋をはめ、クローは鼻を鳴らした。

「ニコルくんの実力を見るだけならそうはかからん。──今からもぐるぞ」





















　両手を組み合わせ、くりくりと手首の関節をほぐしながら、クローは支局から歩いて五分ほどのところにある、鬱うつ蒼そうとしたナラの林へと向かった。

「？　遺跡にもぐるんじゃなかったんですか？」

　これもウルフリングらしいというのか、さっきからふんふんと小刻みに鼻息を荒くしていたニコルが、ひと足早く夜が訪れたような林の中を見回し、クローに尋ねた。

「だから遺跡に向かっている」

「え？　で、でも……」

「支局から一番近い遺跡がここにあるのよ、コルくん」

「まっ、街の中にあるんですか？　遺跡が？　さすがに遺跡の街ですねえ……」

　ニコルは感心したように溜ため息いきをついている。

　この林は、街の有力者同士が所有権を主張してたがいにゆずらず、長い間放置されていた土地だった。それが昨年、ようやくけりがついたのだが、詳しく調べたところ、その地下に未知の遺跡が広がっていることが判明したのである。

　林の中の小道をしばらく行くと、ぽつんと一軒だけ建っている石造りの二階家にぶつかった。

「着いたぞ」

「え!?　まさかあの真新しい家みたいなのが遺跡なんですか!?」

「この八九号遺跡は、井戸を掘るためのためし掘りの時に見つかったの。あの詰所の中に遺跡へ通じる縦穴があるのよ」

　ここの遺跡に通じる縦穴は非常に深い。何も知らない一般人や獣けものがあやまって落ちたりしないように、そして雨水の流入を防ぐために、審査官の詰所を兼ねた建物を穴の上からすっぽりかぶせたのである。当然、この〝箱〟の中に入れるのは遺跡を探索する調査鑑定士サーベイヤーだけだった。

「──よう」

　詰所の前で小さな火を焚たき、カード遊びに興じていた男たちが、一行に気づいて腰を上げた。

「ひさしぶりだな、〝人間嫌いミザントロープ〟」

　審査官という響きとは裏腹に、男たちはいずれも日に焼けた屈強な体たい軀くの持ち主だった。別に怒鳴りつけられたわけでもないのに、ニコルは首をすくめてシェーラの後ろに身を隠している。しかし、彼らがここの門番も兼ねていると考えれば、大男揃ぞろいなのもうなずけるというものだった。

「審査をお願いします」

　ラムが五人ぶんのパスを取りまとめて男たちに手渡す。それをチェックしながら、審査官の男は上うわ目め遣づかいにクローたちを見やった。

「……ちびっ子連れでご苦労なことだな」

「実はそうでもない。人は見た目によらないからな。──それより、何か目立った発見はあったか？」

「いや、そもそもここ数日は、ここにもぐろうってチーム自体がほとんどいなかったんだ。みんなここはハズレだってうすうす感づいてるのかもしれん」

「それは好都合だ。きょうは新入りの慣らしだからそのくらいでちょうどいい」

「そうか。──ま、気をつけてもぐってくれ」

　みんなのパスをクローに返し、男たちは背後の詰所の扉を開けた。

　詰所の一階は自然の地面が剝むき出だしのままになっていて、その中央あたりにぽっかりと大きな穴が口を開けている。窓と呼べるものはいっさいなく、壁にかけられた燭しよく台だいの炎だけが、この閉鎖空間を淡く照らし出していた。

　そろりそろりと穴に近づき、中を覗のぞき込こんだニコルは、穴の内壁に取りつけられている鉄の梯子はしごをこんこん叩たたいた。

「すごく深そうですね……」

「さほどでもない」

　クローたちがここにもぐるのは初めてではない。ただ、クローなりの勘でいうなら、確かにここははずれのような気がする。

　クローを振り返ったニコルは、そこでしげしげと女たちの恰かつ好こうに見入った。

「……ところで、ラムさんはガチガチの戦闘職って感じですよねえ？」

「ええ♪」

　にっこり笑ってうなずいたラムは、いつものドレス姿の上から胸当をつけ、手足にガントレットとグリーブを装備している。いずれも銀の地に金の装飾がほどこされた優美な印象の防具だった。この装備で巨大な斧おのを手にしていれば、よほど鈍い人間でもないかぎり、ラムがサポート役だと勘違いするはずもない。

「──でも、シェーラさんのそれはいったい何なんですか？」

「……見て判わかんねえのか？」

「ガントレットとグリーブをつけてますけど……ぶ、武器は？　それに、背中にかついでるのは予備のガントレットですか？」

　シェーラの背中には、両腕につけているものと同じ形状のガントレットがふた組、まるで大きな×印を描くかのように取りつけられている。ニコルが気になっているのは、シェーラが丸腰だということではなく、その余計な四つのパーツのことだろう。

　しかしシェーラは詳しく説明しようとはしなかった。

「……そのうちおめえにも判るだろ。百聞は一見にしかずっていうしな」

　そういうと、シェーラは真っ先に、梯子も使わず縦穴に飛び込んだ。

「あ!?　だっ、大丈夫ですか、シェーラさん!?」

「……問題ねえ」

　数秒置いて、かすかに反響するシェーラの声が返ってきた。

「小僧、次はおまえが降りてこい」

「は、はいっ！」

　口から舌をはみ出させたまま、目もとだけはきりりと表情を引き締め、ニコルは梯子を降り始めた。

「……おめえ、タメなんだから気楽にやろうっていっただろうが。どうしていつまでも敬語なんだ？」

「逆に聞きたいんですけど、シェーラさんはクローさんたちより年下なのに、ぜんぜん敬語とか使わないじゃないですか！　それってどうなんです？　ていうか、実はシェーラさん、誰だれに対しても気楽にやってる口なんじゃないんですか!?」

「……ネフ公のいいようじゃねえが、おめえのその、気弱そうなふりをしながらズケズケものをいう性格、わたしも嫌いじゃねえぜ」

「きっ、気が弱いのはふりじゃないです！　ホントに気が弱いというか……あ、でもですね、気が弱いというのは万事に対して慎重になれるということで、サーベイヤーとしては──」

　弁解じみたニコルの声が次第に遠ざかっていく。ネフェティは肩をすくめて、

「精神的に？　って意味ではけっこうタフなんじゃないの、あの子？　案外と打たれ強そうだけど」

「だといいが」

　それは必要条件ではあっても充分条件ではない。問題は、実際に荷物番以上のはたらきができるかどうかということだった。

「クロさん、しんがりはラムに任せて」

「ああ」

　ショートソードの鞘さやの留め金をはずしたクローは、ネフェティに続いて穴の中に飛び込んだ。





　　　　　






　調査のために遺跡に立ち入ることをもぐると称することからも判るように、古代文明の遺跡のほとんどは、地下に埋まっていることが多い。人里離れた密林の奥にひっそりとたたずむ塔や神殿状の建造物といった、下から上へ向かって探索していく遺跡もないわけじゃないけど、割合としては少数派だという。

　ニコルの腕試しの名目で降りてきたこの八九号遺跡もまた、上から下に向かって探索していくタイプの地下遺跡だった。

　梯子から降りてきたところで、クローはランプに明かりをともし、あたりを照らし出した。

「…………」

　そこは、幅、高さともに三メートルほどの通路だった。床から壁、丸みを帯びた天井までが、コンクリートブロックによって固められている。どちらに向かって明かりをかざしても、深い闇やみのせいで数十メートルほどまでしか見えない。

「すごい……このコンクリート、火山灰を使ってる。古代人はこんなに質のいいコンクリートを作る技術をすでに持ってたんですね」

「へえ……判るの、そういうの？」

「はい。遺跡関係の研究書とか、ふつうに身の回りにある環境で育ちましたから」

　深い樹海に囲まれたこのキーンホルツに人々が定住するようになったのは、ベルーガ王国が三○○年前の大戦に敗北してからのことだというから、おそらくこの通路はそれ以前に造られたのだろう。コンパスを取り出して確認すると、ほぼ正確に東西に延びているようだった。

「──先頭はオレとシェーラ。後ろはラムとネフェティ、ニコルくんは真ん中だ」

　クローがみんなに端的に指示を出した。この手の調査の場合、先頭が一番危険で次に危険なのが最後尾と決まっている。要するに、真ん中に置かれたニコルは危険からもっとも遠ざけてもらっているということになる。

「アナタさあ」

　ランプをかかげるクローを先頭に、一行が息苦しさを感じる暗い通路を歩き始めると、ネフェティがニコルに尋ねた。

「その、ワジール？　ってところの遺跡には、どういうのが出たわけ？」

　ネフェティの問いの意味はすぐに理解できた。調査の障害となる〝敵〟の種類を聞かれているのだ。

「そうですね……ワジールは乾燥した土地だからか、それを避けるために、ヘビとかトカゲとかが入り込んで巨大化してましたけど」

「大型のは？」

「はい？　ニシキヘビとか一○メートル超えたのもたまに──」

「……ここで大型っつったらトロールとかゴーレムのことだぞ、小僧？」

「え？　そういうのはちょっと──」

　古代文明の遺産の中には、日光を嫌う狂暴なトロールが棲すみついたり、番人代わりとしてゴーレムがあちこちに配置されていたりするケースがままあると聞くけど、幸か不幸か、ワジールではそういうものに出くわしたことはない。そういう経験の浅さを指摘されると、ニコルも口ごもってしまう。

「でもまあ？　ここの通路のサイズだと、そこまでの大物はいないでしょ？」

「もし出てきたとしても、ろくに身動きできずにラムの斧の錆さびになるだけよね♪」

　ポールアックスの刃をきゅっきゅっと磨きながら、ラムは楽しそうに笑っている。怖いような頼もしいような、何とも表現しづらい複雑な気持ちをかかえて、ニコルはぎこちない笑みを浮かべてラムにいった。

「──で、でも、珍しいですよね、ラムさん」

「ん？　何のこと？」

「いや、ワジールにもエルフのサーベイヤーは何人かいましたけど、みんな軽装の鎧よろいにナイフや弓みたいなものを装備した、いかにもなサポート係だったんですよ」

「……はい？」

「ですから、ラムさんみたいにあえてそういう重量級の武器をあつかうエルフって、ぼく、初めて見たっていうか──」

「……最初に説明しとくべきだったんじゃねえか、クロ公？」

「あいにくとオレには何の関係もない話だ。……あえていうなら、これも迂う闊かつな人間は長生きできないと身をもって知るいい機会だろう」

　ニコルの目の前で、クローとシェーラが何やらやり取りしている。その意味が理解できずにニコルは首をかしげていたけど、シェーラの何かいいたげな肩越しの視線に、いぶかしみながらもラムを振り返った。

「──えあ!?」

　振り返ると、斧を振り上げたラムを、ネフェティが必死に羽は交がい絞じめにしている光景が目に飛び込んできた。

「ちょっ……ラムちゃん？　落ち着こう？　ね？」

「止めないで、ネフちゃん！」

「アナタが斧で一撃したら死んじゃうから、この子！」

「死なないように手加減するもん！　こっちの刃じゃないほうで撲ぼく殺さつするもん！」

「撲殺するって宣言してるでしょ、ラムちゃん！」

「わあああ！」

　ネフェティを振りほどいたラムが、泣きながら斧を振り回す。ニコルは慌あわてて最初の一撃をかわすと、がさがさと四よつん這ばいになってクローの後ろに身を隠した。

「なっ、い、いいっ、いきなり何なんですか!?　ぼっ、ぼく別に、ラムさんのこと名字で呼んだりしてないですよ!?」

「……ラム公の場合、もっと大きな怒りのツボがあるんだよ」

　泣きわめくラムを見て、シェーラが呆あきれたように肩をすくめた。

「わああああん！　そこどいて、クロさん！」

　ぶんぶんポールアックスを振り回しながら、ラムがニコルを狙ねらって突っ込んでくる。ニコルはクローの腰にしがみつき、とりあえずあやまった。

「なっ、何が何だか判らないけどすいませんすいません！　ごめんなさぁい！」

「絶対に許さないもん！」

「……いい加減にしろ、このどぶドワーフ」

　クローは左手でちょいと撫なでるようにしてラムの斧の軌道を逸そらし、通路の壁面にがつんと刃を食い込ませると、その隙すきに右手を伸ばし、少女の鼻をぴしっとはじいた。

「あうっ！」

　斧を放り出し、ラムは顔を押さえてしゃがみ込んだ。

「え!?　どっ──ええ!?」

　ニコルはいかにもエルフ然とした美少女とクローとを見くらべ、驚きの声をあげた。

「ら、ラムさん、エルフじゃなくてドワーフなんですか!?」

「どっ、どうせわたしにはヒゲがないわよ！　樽たるみたいに太くないしひょろひょろ細長いし、夜目も利きかないし、まるでエルフみたいだって子供の頃から里でバカにされ続けてきたこの気持ち、ちんちくりんのコルくんに判る!?」

　がすがすと床を殴なぐりつけ、ラムはつらい心境を吐と露ろしている。ウルフリングらしからぬという意味では、ニコルにもその気持ちが判らないではなかったけど、そんなことをいったとたん、「判ったような口利かないで！」なんてふたたび激げつ高こうしそうな気がしたので、あえて何もいわないことにした。

「……あの見た目でドワーフ以外の種族だったら人生勝ち組だったんだろうけどよ」

　シェーラが低い声でニコルに耳打ちした。

「ドワーフとして認められたくて、ずっとがんばってんだよ、ラム公も……ホントは非力なのに魔法まで使ってあんなデカい斧振り回したり、時には飲めもしねえキツい酒を一気にあおってブッ倒れたりよ……滑こつ稽けいなまでに一途なヤツなんだ。あいつにエルフみたいってのは禁句なんだよ」

「そ、そうだったんですか……」

「どうでもいいが、アレだ、時間が惜おしい。悲劇のヒロインごっこは自分の部屋に戻ってからにしてくれ」

　軽く涙ぐんでいるニコルを無造作に押しのけると、クローは落ちていたポールアックスを手に取り、ラムに投げ渡した。

「……行くぞ、パイパンドワーフ」

「……うん♪」

「えええええ!?」

　冷淡極まりないクローの暴言と、それを聞いたラムが涙をぬぐってにっこり微笑ほほえむのを目の当たりにしたニコルは、うんざりした表情のネフェティに尋ねた。

「ひ、ヒドくないですか、クローさん？　い、いかにその、ど、どわ──いや、女性に対して、ぱっ、ぱぱ、ぱぱっ」

「パイパン？」

「ヒドいセクハラ発言ですよ！　ぼくはこの事実を探索人事課に──」

「告発はいいから、ほら」

　ネフェティにうながされ、ニコルはクローのあとを追って歩き出した。しんがりにつくラムはといえば、さっきのヒステリーもどこへやら、またウキウキした笑顔で斧を磨いている。

「本人が気にしてないんだし？　別にアナタが気にすることじゃないでしょ」

「だって──」

「あの子が生えてないのは本当なんだから」

　そういって、ネフェティは自分の口の周りを指でなぞった。

「ぱっ、パイパンてヒゲのこと？　いや、だとしてもですねえ、暴言は暴言だし、ラムさんだって、どうしてあんなニコニコして──」

「罵ば倒とうだろうと何だろうと、クローは最初からラムちゃんをドワーフあつかいしてきたし？　それがラムには嬉うれしかったんじゃない？」

「ど、どぶドワーフって罵倒されるのが嬉しいんですか……？」

「要するにラムちゃんはクローのことが好きってことでしょ」

「それはまあ……何となく判りますけど」

　もしもニコルがクローに惚ほれようものならひねり潰つぶす！　と最初に警告されているから、そこは素直に納得がいく。何にしても、愛情表現の激しそうな少女だった。

「──さて、ニコルくん」

「え？　あ、はい！」

　ニコルがあれこれぼんやりと考えていると、クローが立ち止まり、通路の行く手を指差した。

「さっきのきみの話によると……つまりはアレか、ああいうモノならワジールで見慣れているわけだな？」

「は？」

　クローの言葉に、ニコルは目を凝らした。

　ランプの光がぎりぎり届くか届かないかの薄闇の中に何かがいた。わずかな光を跳ね返して、小さな目がふたつ、きらきらと輝いている。ただ、その双そう眸ぼうの位置がやけに低い。耳を澄ませば、何かがしゃらしゃらと鳴る音も聞こえる。

「もっ、もしかして──」

　その音にはニコルも聞き覚えがあった。

「これ──にっ、ニシキヘビの威い嚇かく音おんじゃないですか？」

「……ニシキヘビなんて可か愛わいげのあるモンじゃねえぞ」

　恐れた気色もなく、シェーラが呟つぶやく。するとネフェティが包帯の巻かれた両手をかかげ、小さな声で呪文を唱えた。

「うわ!?」

　ネフェティの両手に蛍ほたるを思わせる青白い光がともり、あたりの闇を遠くに押しのけたとたん、ニコルたちの行く手をふさぐそれの全容があらわになった。

「──このへんじゃブラックダイヤって呼んでる」

　それは確かにガラガラヘビのようだった。でも、サイズ的にはニコルが知っているものとはまるで違う。ニコルの知っているガラガラヘビは、大きくてもおとなの腕くらいの太さで、体長はせいぜい二メートルちょい。

　しかし、今ニコルたちの前にいるのは、鎌首をもたげれば通路の天井に余裕で届くほどの巨大なヘビだった。太さはニコルの胴体ほどもあって、長さはもはやどれだけあるのかも判らない。ニコルが出会ったことのあるどんな大蛇よりも巨大だった。その体表に無数の黒い菱ひし形がたのまだら模様が並んでいるからブラックダイヤ──というのはとても判りやすい。

　口の先から揺らめく炎のような舌を覗かせて威嚇する巨大な毒蛇を前に、ニコルの足が細かく震え始める。

「こっ、こ、こういうの、慣れ、なっ──慣れます？　ふつう!?　ふつうは慣れないと思うなぁ、ぼっ、ぼかぁ！」

「何といったかな……ああ、アレだ、習うより慣れろ、か」

「だっ、だから慣れませんて！　む、無茶ですよ！　ぼくはそもそも事務手続きとか、測量とか、肉を焼くとか、そっ、そういう地味な裏方でこそ輝くワジールの星──」

「オレたちのチームの場合、ヘビ退治はかなり地味な仕事だぞ？」

　クローがそううそぶいた瞬間、三メートルの高さから大蛇の牙きばが襲いかかってきた。

「ひい!?」

　咄とつ嗟さに頭をかかえてしゃがみ込んだニコルの頭上を、何かが高速で飛んでいった。

「──え!?」

　ガゴンと重い音がして、大蛇が大きくのけぞった。澱よどんだ地下通路の空気をかき混ぜて飛んだガントレットが、ブラックダイヤの顎あごをアッパー気味に突き上げたのである。

「シェーラ……さん？」

　恐る恐る振り返ったニコルは、そこに奇妙なポーズで立つデコの広い少女を見た。右脚一本で立ち、右手を前、左腕を頭上にかかげ、じっと大蛇を見つめるシェーラの周囲には、驚いたことに、彼女が背負っていたはずの予備のガントレットが三つ、ふわふわと浮かんでいる。

「小僧……こんなんでビビってるようじゃ、ふだんわたしらがもぐってるような遺跡だと、冗談抜きに荷物番しかやることがねえぜ？」

　ぼそりともらしたシェーラのもとに、もうひとつ、さっき大蛇の顎をブン殴ったガントレットが舞い戻ってくる。

「そっ、それは──？」

「シェーラ・バーコフ流魔ま導どう拳法……六ろつ臂ぴ岩がん砕さいの型かた」

　シェーラがゆっくりと両手を動かすと、それと連動するかのように、宙に浮いた四つのガントレットも静かにポジションを変えていく。魔導拳法なんて初めて聞いたけど、察するにこの目つきの悪いデコっぱちのシェーラは、何か魔導的な力で四つのガントレットを自在にあやつり、それで敵を攻撃する格闘術の使い手なんだろう。

　いきなり顎を痛打されたヘビは、それで警戒心を強めたのか、すぐさままた襲ってくるようなことはせず、距離を取って威嚇音を鳴らし続けている。ただ、素直に引き下がるつもりはないらしい。

　クローは両腰に下げたショートソードの柄に手をかけ、シェーラにいった。

「ほかのチームの障害になりえる危険生物は、可能なかぎり退治するというのが鉄則だが……アレだ、研究課のほうでこの手のヘビの毒に対する解毒剤を研究していたはずだったな、確か？」

「……じゃあどうする？　生け捕りにするのか？」

「そうよねえ……ここでクローやラムちゃんがアレを始末するとさぁ、後片づけ？　とか、たいへんなことになるじゃん？　血とか肉片とか飛び散って、そのままにしとくと腐ふ敗はいが進んで有毒ガスが発生しかねないとか、また防ぼう疫えき課から文句いわれるから、生け捕りのほうがいいんじゃない？」

「そうよね。たぶん報奨金も出るし♪」

　ニコルがしゃがみ込んで震えている時に、クローたちはまるであしたのランチのメニューでも決めるかのような気安さで、そんなことを話し合っている。彼らにとっては、この巨大な大蛇さえも些さ細さいな障害、路ろ傍ぼうの石ころみたいな存在にしかすぎないのかもしれない。

「……じゃあわたしが動きを止めとくから、ネフ公、頼んだぜ」

　シェーラが一歩踏み出しつつ両腕を前に突き出すと、四つのガントレットが放たれた矢のような速さで空を飛び、ブラックダイヤの顎を摑つかんだ。

「わわっ……!?」

　ブラックダイヤは太い蛇体をくねらせて激しく抵抗したけど、シェーラのガントレットには、ブラックダイヤが巻きつくべき本体がない。ただ宙に浮いた四つの手が、ブラックダイヤの上顎と下顎を押さえて強引に口をこじ開けているのだった。

「ふぅ……っ」

　その隙にまた小さな声で呪文を唱えていたネフェティが、左のてのひらに浮かべていた淡い燐りん光こうの玉に息を吹きかけた。するとその光が消え、代わりにそこから、ごくごく小さな、黒光りする虫のようなものが現れた。












「……え？」

　ニコルは立ち上がって目を凝らした。

　それは指先ほどの大きさしかない、コガネムシに似た虫だった。ネフェティが光の中から出現させたのだとすれば、もしかすると一種の精霊なのかもしれない。とにかくそのコガネムシは、かすかな羽音を立てて飛んでいくと、ぱっくり開いたままのブラックダイヤの口の中に消えていった。

「んふふ……あと三秒」

　小さくほくそ笑んだミイラもどき女の言葉通り、それからきっかり三秒後、ブラックダイヤがいきなりその動きを止め、ずしんと床の上に崩れ落ちた。

「どっ、どうしたんですか!?」

「麻ま痺ひ毒だ」

　軽く首を回し、クローは無造作にブラックダイヤに近づいた。

「……どのくらいもつ？」

「半日？　くらいは動けないと思うけど」

「ならしばらくは平気だな」

　丸太のような蛇体をまたいで平然と奥へ進むクロー。ふたたび四本の腕を背負ったシェーラは、ぼんやりしているニコルをせっつき、クローを追った。

「……行くぜ、小僧」

「あっ、は、はい！」

「……それにしてもおめえ、本当に大丈夫か？」

「へ？」

「確かにわたしらからすりゃあ、荷物番とはいえ五人揃うってのはいろいろと都合がいいんだが、おめえが納得してねえのをムリヤリってぇのはさすがに気が進まねえ。といって、おめえを荷物番じゃない役回りで探索に加えるのもなあ……さっきもいったが、ふだんわたしらがもぐってんのは、こんなお散歩レベルの遺跡じゃねえんだぜ？」

「お、お散歩……？」

　ニコルの父の趣味も散歩だけど、その途中で大蛇に遭遇したことはないだろう。アレと出くわしてお散歩レベルと称するクローたちのチームに、果たしてニコルが──荷物番以上の存在として──加われるかどうかは非常に怪しい。

　ニコルの前を行くクローは、背丈こそ高いけど、全体的にほっそりしていて、筋骨たくましいタイプじゃない。でも、おそらくその戦闘能力は、昼間あの森で山さん賊ぞく相手に披露したのもほんの一端にすぎなくて、本気を出せばもっと強いんだろう。不思議な格闘術を使うシェーラや奇妙な召喚魔法の使い手らしいネフェティ、それに見た目エルフのドワーフファイターなラムが、クローにチームのリーダーを任せているということは、つまりはそういうことに違いない。

　ここできちんとしたメンバーとして認めてもらうには、彼らにはない何か──何かしらの特技で存在価値をアピールするしかなかった。

「──ニコルくん」

　クローがふと足を止めた。

「さっきのはさすがにアレだ、よそから来たきみには、いきなり難易度が高すぎたらしいな。オレたちを基準にするのがそもそも間違いだった」

「そっ、そうですそうです！　判ってもらえましたか、クローさん！」

「もっと小さくて、比較的危険度の低いヤツできみの実力を見るべきだった」

「そっ、そうですそうです！　別にぼくだって地味な裏方しかできないわけじゃないんですよ？　だってほら、ぼかぁこれでもウルフリングですからね！　平和主義者とはいえ、ときおりぼくにも野生の闘争本能が覚かく醒せいすることはありますし、そういう時ならふつうのニシキヘビの一匹や二匹──」

「それを聞いて安心した」

　胸を叩いてとくとくと語る少年を肩越しに振り返り、クローはにんまりと笑った。

「──ならばさっそくあいつをどうにかしてくれ。牙も毒もないし、さっきのブラックダイヤよりはるかに小さくて細い」

「……はぇ？」

　ふたたびネフェティが光の玉を作り出し、通路の先を照らし出してくれる。だけど、さっきのような恐ろしいモンスターの影はどこにもない。ニコルは首をかしげ、あたりを見回した。

「コルくん、もっと下、床のところよ」

「え？」

　ラムに指摘されて視線を下げると、そこに何かヘビのようでヘビでないモノがいた。燐光を反射してぬるぬると輝くボディには鱗うろこがなく、触りたくもないけれど、何となく触るとぶよぶよしていそうにも見える。目や鼻や口とおぼしい器官は見当たらず、要するにいってみれば、それは体長二メートルほどの巨大なミミズだった。

「わああ!?　きっ、キモチ悪い!?」

「同感だ。生理的な嫌悪感をかき立てられる艶つやだな、これは」

「なっ、何ですか、これ!?　ミミズみたいですけど──」

「誰も捕獲しようとしないからろくに研究も進んでいないが、サーベイヤーたちからはシッピングワームと呼ばれている。ま、ミミズの一種には違いない」

「……リスクレベルの低い遺跡ではよく見かけるぜ。さほど危険じゃねえ」

「こっ、こんなのぼく、あ、相手にしたくありませんよ！」

「気が合うな。オレもだ。──だが、あいにくここできみにどうにかできそうなヤツはこいつくらいしかいない。きょうのところはこいつできみの力量を測らせてもらうしかないな」

「そっ、そんな……！」

「牙も毒もないというのは本当だ。積極的に人を襲うようなこともしない。……ただ、まっぷたつにされたくらいじゃ死なん。そのまま逃げられたりすると、そこから再生して二匹に増える」

「じゃあどうしたらいいんですか!?」

「細切れにすれば再生できずに死ぬはずだ。三○分割もしてやればいい。さもなければ火で焼くという手もある。ただ、どちらにしても、完全に死ぬまでにさんざん相手に絡みついて抵抗するだろうが」

「ええええ!?　きっ、きもっ」

「さっきのブラックダイヤの相手をするよりもさらに地味な仕事だ。……ただ、ひたすらに気色の悪い作業になる」

　クローは長い赤毛をかき上げ、ニコルを見下ろして笑った。

「コイツの始末をつけられないようなメンタルでは、ウチだけにかぎらず、どこのチームでも必要とはされない。荷物番をしている時にこいつが湧わいて出ないともかぎらないんだからな」

「……！」

　ニコルはクローや背後のメンバーたちを見渡すと、ごくりとのどを鳴らし、バックパックの中から油の入った小こ瓶びんを取り出した。





　　　　　






「──次長」

　ブラティカが真まっ赤かなマニキュアを塗っていると、きょうの仕事を終えて帰り支度をしていたザッキが、何かいいたげに目配せをした。

「…………」

　有能な女性職員の視線の行く先を追いかけたブラティカは、カウンターのところにハンカチを握り締めた二枚目がいるのを見て、小さな刷は毛けを置いて嘆息した。

「お先に失礼します、次長」

「ええ」

　丸まる眼鏡めがねのザッキ女史は、事務処理能力が非常に優秀な半面、絶対に残業をしない。だからこの時も、わざわざオルフセン次長がやってきたのを見ても、お茶の一杯すら用意しようともせず、さっさと退勤していった。

　とはいえ、ブラティカにしてもオルフセンを歓待してやるつもりはなかった。ブラティカ自身、マニキュアを塗り終えたら帰ろうと思っていたからである。こうなったらさっさと追い返してやろうと、ブラティカは不機嫌さを隠しもせず、カウンターのところで身を縮こまらせている色男のもとへ向かった。

「──探索人事課に何か用でも？　オルフセン次長？」

「いや、はあ……まあ」

　ボグート・オルフセンは、指導部の新人指導課で次長を務めている男で、半年ほど前に本局から異動してきた。よその土地よりも危険の多いここの遺跡にスムーズに順応できるよう、経験の浅いサーベイヤーたちを指導する指導部には、時には彼らといっしょに遺跡にもぐる必要性もあるため、警備部と並んでもっとも現役サーベイヤーに近い職員たちが揃っているが、中でもオルフセンは剣と魔導の双方をたくみにあやつることで知られている。

　ただ、その実力とは裏腹に、見ての通りの引っ込み思案というか、人づき合いがあまりうまいほうではないらしく、いまだに職場に馴な染じんでいるようには思えない。そのくせルックスだけは抜群にいいため、年若い女性職員や女性サーベイヤーたちにからかわれることが多く、それでまたうつむいてごにょごにょといいたいこともいえなくなるあたりが、他ひ人とごとながらブラティカが苛いらつく原因となっている。

「その……ですねえ」

　陰でハンカチ次長と呼ばれているオルフセンは、額の汗をハンカチでぬぐい、寝ね癖ぐせのついた髪をととのえながら、上目遣いにブラティカを見やった。

「──さ、最近、ワジールからこちらへ赴ふ任にんしてきたサーベイヤーがいるでしょう？」

「ええ。……彼が何か？」

「ワジールから来たということであれば、お、おそらくここではかなり苦労するでしょう。ですから、もしよろしければ、その少年の面倒を、私のほうで見ようかと……いえ、無理にとはいいませんが、その……」

「その少年なら」

　おどおどしたオルフセンの言葉にかぶせるように、ブラティカはいった。

「もうすでに所属先は決まっていますから、そのお気遣いは無用です」

「というと……も、もしかして、あの〝人間嫌いミザントロープ〟に放り込まれたという噂うわさは、ほっ、本当だったわけですか？　いやはや──」

「何か問題でも？」

「総合的に見れば、確かに彼らはこの支局でもトップクラスのチームですが、た、他人に要求するものも高すぎませんか？　よそから来たばかりの年若いサーベイヤーには、いきなり彼らのチームでは、に、荷が重いのではないかと……」

「年齢的なことをいうのであれば、あのチームのシェーラ・バーコフは、くだんの少年と同い年です。というより、あそこは全員、はたちにもならない子供たちなんですが」

「いや、キーンホルツでの経験が浅いという意味ですが……わ、私自身、ここへ来て間がないので、あまり大きなことはいえませんが──」

「……オルフセン次長は」

　ブラティカは目を細め、残念な二枚目をじっと見み据すえた。

「個人的に、あの少年に何かおありなのですか？」

　ここに経験の浅いサーベイヤーがやってくることは珍しくないし、ここでサーベイヤーとしてのキャリアをスタートさせる者も多い。そうした若者のスタートをサポートするのが新人指導課の仕事だが、次長職にあるオルフセンが、特定の新人をここまで気を懸けるというのはふつうではない。

「かっ、彼の父親のパウル・コルマクマ教授は、古代文明が専門の考古学者ですが」

　オルフセンは鼻の頭の汗をぬぐってハンカチをしまい、低い声でいった。

「──私がゴルトハウゼンの大学で学んでいた頃、教授の講義を受けていた時期があるんですよ。もっとも、と、当時の私は不ふ真ま面じ目めな学生で、実をいえば教授の講義の単位を落としてしまいまして」

「まさか、それで教授に合わせる顔がないとでも？」

「はあ……実はその通りです。教授がこの街におられるのは知っているのですが……」

　またもやうなだれて下を向くオルフセンを見て、ブラティカは苛つくのを通り越して呆れてしまった。

「……陰ながら息子むすこのフォローをするより、本人に直接会ってあいさつしたほうがよろしいのでは？」

「いやはや……や、やっぱりそうすべきでしょうか？」

「社会人の礼儀としてはそうじゃないんですか？」

　ブラティカはファイルを取ってくると、昼間提出されたばかりのニコルの書類をカウンターに置いた。

「──博士もこちらの住所にお住まいのはずですけど」

「そうですか……で、では、今度非番の日にでもお邪魔してみます。そ、それとこのことを、ニコルくんには」

「黙っておきます」

「あ、ありがとうございます」

　コルマクマ親子の自宅の住所をメモすると、オルフセンはブラティカに頭を下げて去っていった。

　細かいところに気が回るというのはいいことだが、あそこまで気が小さいのもどうかとは思う。繊細さ、慎重さの中にも大胆さがなければ、サーベイヤーとしては結果を残せない。生きて帰ることを第一に考えながらも、勝負どころでは命を懸けるくらいの勇気が必要なのに、はたしてあの調子で、それを新人に教えることができるのかどうか、怪しいものである。

「……ムラになっちゃう」

　妙な邪魔が入ったと嘆息し、ブラティカは自分の席に戻って爪の手入れを続けた。





　　　　　






「あー……初日からヒドい目に遭った……」

　その日の夜遅く、ニコルは心身ともに疲れ果てて帰宅した。

「──あれ？」

　メモを頼りに新居にたどり着いたニコルは、しかし、見上げた窓に明かりがともっていないことに気づき、首をかしげた。

　先にこの街に越してきていたニコルの父が借りた家は、支局と同じく街の中央区にある。このへんはわりと高所得者が集まるあたりらしく、日が暮れればお上品な静けさに包まれるのは判るんだけど、でも、あたりを見回してみると、まだどこのお宅でも明かりは消えていない。

　にもかかわらず、ニコルの家だけはまるで住人が不在みたいに火が消え、しんと静まり返っている。

「父さん、どこかに出かけてるのかな……？」

　ニコルの父パウルは学者で、古代文明の研究をしている。といっても研究室に籠もって文献と睨にらめっこするというタイプではなく、どちらかといえば、自分で行けるのであれば実際に遺跡に行ってみるという、アクティブなタイプの学者だった。ニコルが幼い頃から何度も引っ越しを経験してきたのも、父が研究のためにあちこちを転々としてきたからである。

　だからもしかすると、父もさっそくどこかの遺跡に学術調査のためにもぐっているのかもしれない。自宅が無人なのをそう結論づけ、ニコルは扉の鍵を開けて家に入った。

「──あれ？」

　家の中は真っ暗で火の気がなかったけど、誰かの気配がする。というより、誰かが唸うなっているような声がかすかに聞こえる。

「とうさん、いるの？」

　ニコルはキッチンのテーブルに置かれていた燭台に火をともし、初めて足を踏み入れた自宅の中を声のするほうへと歩いていった。

「……とうさん？」

「ううう……に、ニコルか──」

「とうさん!?」

　燭台をかかげて奥の寝室を覗き込んだニコルは、ベッドの中で父が呻うめいているのを発見した。

「どっ、どうしたの？　何があったの？」

「うむ、食しよく中あたりだ──」

　でろんと舌をはみ出させ、父パウルは弱々しく答えた。

　まるで仔こ犬いぬのような面影のあるニコルと違い、父のパウルは、しゅっと背が高くて鼻面もしっかりしており、牙や爪は鋭く尻尾しつぽはもっさもさという、いかにも精せい悍かんなウルフリングそのものの外見の持ち主だった。けれども、実際には非力で近眼で内向的と、まさにこの父にしてこの子ありという、ニコルをそのまま大きくしたような異端のウルフリングなのである。

　その父が、食中毒でベッドに横になって唸っている。いったいいつからこの状態だったんだろうか。

　部屋の明かりに火を移し、ニコルは父の枕元にしゃがみ込んだ。

「食中りって……いったい何を食べたの？」

「とうさんが赴任してきた日に、大学の人たちが歓迎会をしてくれたんだが……そ、その食事会の席で出た料理に、カモがあって──」

「カモ!?　カモ食べたの、とうさん!?　ぼく、カモなんて久しく食べてないのに！」

　カモ肉はニコルの一番の好物だったけど、市場に並ぶ肉といえばほとんどがヒツジだったワジールでは、とんとカモ肉にはありつけなかった。そのカモを、父が食中りをするほど食べたと聞いて、ニコルの全身の血がくわっと一気に沸き立った。

「ち、違う……食中りを起こしたのはカモのせいではなく──と、遠い東方の国では、カモとネギは相性がいいという伝承があって、それをみんなで体験してみようと……」

「は!?」

「それでとうさん、カモのローストやらコンフィやらフライやら……そうだ、スモークしたカモ肉もおいしかったぞ。あと、忘れてはいけないのは、な、何といってもカモのレバーのオイル煮なんだが──と、とにかく、勧められるままにガツガツと肉を食って、それに見合う量のネギもたらふく食ってしまったわけなんだが……どうやらその、ネギに中ったらしい──」

「当たり前だよっ！　だってとうさん野菜なんか消化できないだろっ！」

　寝ている父親の頭のすぐ横をぼすっぼすっと拳こぶしで殴りつけ、ニコルはわめいた。

「あ、あのな、ニコル……」

　かっさかさに乾ききった鼻の頭を震わせ、パウルは息子にうったえかけようとしたけど、ニコルはそれを無視して続けた。

「──そんなにカモをごちそうになって食中りって、罰当たりだよ、とうさんは！　ウルフリングの風上にも置けないよ！」

　ひとり息子が大蛇やらミミズやらに食われそうになっている時に、父はこっそりカモを食って食中り──ニコルは世の不条理さに涙した。

「お、おまえの不満はあとで聞くから、と、とにかく今は、み、水をくれ……歓迎会から帰ってきて、す、すぐに盛大に吐き戻して、それ以降、食事はおろか水の一滴も口にしていないんだ……」

「ああああああ！　あまつさえ吐いたの!?　もったいない！　おじいちゃんがいってたよ！　ウルフリングたるもの、ひとたび獲物に食らいついたら絶対に放すなって！　それを何なのさ、くわえたものを放すどころかいったん胃の中に納めたものを吐き出した上に食中りなんて、自慢じゃないけど、ぼくだったら腐ったカモ肉食べてもおなかなんか壊さないからね！」

　ニコルは父の枕を無理矢理奪うと、そこにまた何発も拳をめり込ませた。

「──だいたい、どんなにつらくてもいつも笑顔で子供を迎えるのが親ってものじゃないの!?　それをこんな今にも死にそうな顔で、ぼくが口にできないカモ肉の話なんかで迎えるなんて！」

「に、ニコル──」

「ああもう！　ぼくの人生はとうさんのせいでメチャクチャだ！　もう寝る！」

　ニコルは憤然と立ち上がると、枕を放り投げて父の寝室をあとにした。

　結局ニコルは、あの大ミミズをうまく退治しそこね、それどころか死にかけた。剣で細切れにしようとすると、何だかもう臭くて汚い汁がそこら中に飛び散ってヒドいことになりそうだったので、燃料用に持ち歩いていた油をかけて焼き殺すことを考えたのだけど、炎に包まれてもがいているミミズに絡みつかれ、あやうくもろともに焼け死ぬところだったのである。

　世界でもっともレベルの高いキーンホルツの遺跡には、地方出身のサーベイヤーには想像もつかないお宝が眠っている──なんていうのは完全に幻想だった。もちろん本当のお宝もあるのは間違いないだろうけど、実際には、お宝を手に入れるにはまずここで生き延びなければならず、ニコルの場合、それにふさわしい実力が備わっているとはいいがたかった。

　あの時も、クローたちがいたから助かったけど、もしそうでなければ、ニコルはミミズと抱き合った恰好の焼死体で発見されていただろう。あの醜しゆう態たいを見たクローたちが、ニコルを荷物番でない五人目と認めてくれるとは思えない。

　そのことを考えるとあしたが憂ゆう鬱うつだった。ほかの四人で話し合って決めるといっていたけど、クローたちが四人揃って記憶喪失になるような奇跡でも起こらないかぎり、ニコルは荷物番に決まりだろう。

「はぁ……」

　真新しい毛布にくるまってベッドに横たわったニコルは、憂鬱さに身み悶もだえしながら何度も寝返りを打っていたけど、肉体的精神的疲れのせいか、じきにすとんと眠りに落ちてしまった。





　　　　　






　クローは独身寮前の中庭のサトウカエデの木を勝手に占有し、ツリーハウスに仕立ててそこで寝起きをしている。ラム、シェーラ、それにネフェティの三人も独身寮に住んでいるから、結果、チームミーティングは支局内の食堂かツリーハウスに集まって食事がてらにというのが一番面倒が少ない。

　ただ、営業時間の関係で、食堂は日没から早朝までは使えない。その時間帯にはもっぱら支局近くの盛り場の、サーベイヤー御ご用よう達たしの酒場に集まることにしている。

　くだんの〝東の明星亭〟は、サーベイヤー上がりのドワーフの大男が始めた店で、今は亡くなった店主の妻が女将おかみを務めている。明け方近くまで多くの酒場が営業を続ける第三区にあり、まるで狙ったかのように、支局の食堂が営業を終える夕刻に開店し、逆に食堂が開く朝になってから閉店するため、支局の職員やサーベイヤーたちから重宝されていた。

　ニコルの腕前を確認するため、軽く遺跡にもぐったクローたちは、地上に戻ってくると、帰宅するニコルと別れて四人で店へやってきた。

「…………」

　いくぶんガタついているドアを開けて店内に入ると、すでにでき上がっている客たちの視線がいっせいにクローたちに集中し、そしてすぐに散った。

「……蜂蜜酒とスグリのシロップ、あと炭酸水。食うもんはテキトーで」

　先頭のシェーラがカウンターによじ登るようにしてオーダーすると、無口なドワーフの老夫人は、無言でうなずき、巨体を揺すって動き始めた。クローたちがここへ来る時は、たいていいつも同じものを注文するため、女将もそのへんは心得ているのだろう。クローたちが一番奥の隅のテーブルに陣取ってすぐ、空のジョッキが四つと三本のボトルが運ばれてきた。

「……で、どうよ？」

　シロップをスプーンで三杯、あとはジョッキの半分まで蜂蜜酒、残りを炭酸水で満たしたシェーラが、酒を割る自分の手もとを見つめたまま、仲間の意見を求めた。

「戦力？　としてはナシよねえ。ウルフリングなのに鼻も利かないし」

　ネフェティは蜂蜜酒とシロップが一割ずつに、炭酸水が八割と決めている。詳しく知りたくもないが、どうも呪わしい彼女の体質のせいで、あまり甘ったるいものは飲めないらしい。

「確かに厳しい現実に直面するという意味では目的は果たせたけど……だからってあしたから荷物番というのは可か哀わい相そうかも──」

　ジョッキに突っ込んだスプーンをくるくる回し、ラムは溜息混じりに呟いた。酒に弱いラムは、三割シロップで七割炭酸水、蜂蜜酒はスプーン一杯しか入れない。飲むのは蜂蜜酒とスグリシロップの炭酸水割りと決まっているのに、クロー以外の女たちは全員その比率にうるさく、結局のところ、こうしてテーブルで自分の好きなように割るのが日常になっている。

「…………」

　何のこだわりも持たないクローは、残った酒とシロップと炭酸水を全部混ぜ、ずるずるとすすっている。

「……クロ公の意見は？」

　女将を手伝ってみずから大皿の料理を受け取ってきたシェーラが、さっそく肉に手を伸ばしながら尋ねる。じっくり煮込んだヒツジのシチューに、小ぶりなジャガイモとタマネギを揚げたものがごろっと無造作に添えられていた。

「すべての遺跡にいつでももぐれるという状況こそが望ましい。そういう意味で五人目は必要だろう」

「それは判ってる。問題は、五人目があいつでいいのかってことと、もしあいつを五人目にするにしても、マジで荷物番にするのかってことだ」

「でもさあ、それって、支局の規定？　とかには引っかからないの？」

　人数制限のある遺跡にもぐる際、ニコルを連れて審査官のチェックをパスし、実際の探索はニコルをはずした四人でおこなうというのは、ニコルは声高に反発したものの、支局が定めた現行のルールには抵触はしない。ただ、もし発覚すれば、すぐにでもそれができなくなるような新しいルールが作られ、クローたちも何かしらの注意を受けることになるだろう。

　クローたちが額をつき合わせてあれこれ話し合っていると、近くのテーブルで飲んでいた男たちが、低い声で笑いながら、こちらへ身を乗り出してきた。

「──おい、ずいぶんと場違いなお嬢ちゃんたちだな」

「…………」

「まさかとは思うが、ひょっとしておめえらが、ここの支局でトップとかいう──ナントカってチームじゃねえよな？」

　酒臭い息でシェーラの目つきをさらに悪くさせているのは、額と頰ほおに大きな古傷のある大男だった。家系図のどこかでオーガの血でも混じっているのか、身体からだのどこを取ってもサイズがおかしい。身長二メートル以上というのはさほど珍しくもないが、上腕の太さが異様だった。丸太どころか樽のように太く、それこそトロールとでも殴り合いができそうな男である。

「……あれは誰だ？」

　クローがそっと尋ねると、支局内の噂に通じているネフェティが、

「たぶんだけど、先月登録をすませた新人じゃない？」

「……ずいぶん薹とうの立った新人だな」

　クローの唇が一拍置いてにやりと吊つり上がる。

「最初から五人？　六人だったっけ？　とにかくチーム単位で申請してきて、実力的には問題ないから免許は交付されたんだけど、胡う散さん臭くさい噂がね」

「噂って何なの、ネフちゃん？」

「……新人のわりにやけに手慣れてるってことで、もしかすると、盗掘者上がりなんじゃないかって。リーダーはガース？　とかいう名前だったと思うけど」

「それは面白い」

「クロさん、不謹慎！」

　テーブルの下でラムがクローの膝を軽くはたいたが、クローはにやついた笑みを消そうとはしなかった。

　ほかの土地の遺跡はさほどでもないが、キーンホルツの遺跡はリスクレベルが高いこともあり、その出入り口はつねに警備部から派遣された審査官が監視している。サーベイヤーが立ち入るにもチェックがあるのだから、盗掘者が勝手に侵入するのはほぼ不可能に近い。だから、もし盗掘目的でキーンホルツの遺跡に入ろうとするなら、サーベイヤーとして入るのがもっとも簡単なはずだった。

　そういう不心得者が、遺跡内で発見した貴重品や遺物をこっそり裏のマーケットに流すということも、実はありえない話ではない。もちろんことが露見すれば罪に問われ、サーベイヤーの資格も剝はく奪だつされるが、それでもなおそういう人間が出るというのは、危険な橋を渡るだけの見返りがあるからだろう。

　クローがネフェティからあれこれ聞いている間も、シェーラは無言で大男──ガースを睨みつけている。しかし、ガースのほうはシェーラなど眼中になく、もっぱらラムのほうばかり見ていた。彼女の素性も知らず、単に見目のいいエルフとでも思い込んでいるに違いない。

「キーンホルツでトップに立つようなチームがガキばかりだと聞いて、たちの悪い冗談だろうと思ってたんだが──全員ガキで、しかも女ばかりとはな」

「喜べ、シェーラ」

　自分のナイフでヒツジの肉を切り分け、クローは笑った。

「このおじさんはいろいろと残念なところが多そうだが、ただひとつ評価すべき点がある。……おまえが女だとひと目で理解した点だ。なかなかの慧けい眼がんといえる」

「……わたしが女ってことは誰でもひと目見ればすぐに判ることじゃねえか。別にそこは評価ポイントじゃねぇぜ」

　クローに続いてシェーラもそううそぶいたが、実際、シェーラを男の悪ガキあつかいして顎を砕くだかれた人間を何人も知っているクローとしては、その一点において、やはりガースおじさんを評価すべきだといわざるをえない。

「……そこの赤毛」

　傷のゆがみ具合からすると、おそらくガースは頰を細かく痙けい攣れんさせたのだろう。理論的に考えれば、シェーラの言葉に笑ったのではなく、その前のクローの言葉に気分を害したと見るべきだった。

　器用にナイフでヒツジ肉を口もとへ運びながら、クローはあたりを見回した。だが、幸か不幸か近くに赤毛の人間はいない。クロー以外に明らかな赤毛といえるのは、ラムにとっての理想のドワーフ女性、ここの女将くらいのものだった。

「……ひょっとしてオレのことを呼んだのか？　確かにオレは赤毛の美少年だが」

「てめえがクローとかいう小僧か？」

「申し訳ない、ガースおじさん」

　適当な比率でカクテルされた蜂蜜酒をあおり、クローはいった。

「あんたはどうもオレのことを前から知っていたらしいが、オレはあんたをきょう初めて知った。……しかしまあ、これから仲よくやっていこうと思ってわざわざオレにあいさつしてくれたのなら、そんな気遣いはまったくの無用だ」

「何だと……？」

「たぶんあんたは、あしたには廃業することになるからな」

「てめえ──」

　ガースのぎょろついた目がぐっと細められる。その眼光は、まるで研といだばかりの剃刀かみそりのようだった。さっきまでにぎやかな喧けん騒そうに支配されていた店内が、いつの間にか居心地の悪い静けさに包まれている。こういった場所でのケンカなど日常茶飯事のはずだったが、ほかの客たちも、いつものケンカとは毛色が違うと察したのか、野次を飛ばす者もなく、遠巻きにして成り行きを見守っていた。

「──ああ、ひとつ訂正しよう」

　周囲の空気が変わっているのを承知しながら、クローは相変わらずの調子で続けた。

「たぶんじゃない、確実にだ。確実に廃業することになる」

「てめえがかよ!?」

　ガースがちょっとした岩のような拳を握り締め、クローたちのテーブルに振り降ろしてきた。

「……もったいねえことすんじゃねえよ」

　一瞬早く、シェーラは料理の皿を摑んで脇に飛びのいた。ラムとネフェティも、みんなのぶんのジョッキを手にして大男の拳をかわしている。ただひとりクローだけが、椅い子すに座ったまま一歩も動かず、ナイフに突き刺した肉をもぐもぐかじり続けていた。

「…………」

　一撃でまっぷたつになったテーブルとガースの顔とを見くらべ、クローはナイフの刃をぬぐって鞘に納めた。遺跡内で身を守るために武器をあつかうのが当たり前のサーベイヤーでも、酒場のケンカで武器を使えば大問題になる。ガースもそれを知っているから──あるいは自分の腕力を誇示するためかもしれないが、あえて生身の拳を使ったのかもしれない。

　口の端についたソースをぺろりとなめ、クローは立ち上がった。

「おそらくガースおじさんは、どんなところでも自分がトップじゃないと我慢できないような……アレだ、何といったかな？　ああ、そう、お山の大将気質なんだろう。だから、ここのトップがオレたちだと聞いて腹が立った。自分がこんなガキに負けていると認めたくない──つまりはそういうことだな。非常に判りやすい性格をしている」

「さかしらなガキは長生きできねえぜ？」

「年ばかり食っているくせに頭が悪いな、ガースおじさん。それをいうならバカな大男は長生きできない──だろう？」

「…………」

　いつしかガースの連れの男たちも、剣けん呑のんな雰ふん囲い気きをただよわせていた。店の隅に席を取ったのがよかったのか悪かったのか、クローたちは完全に退路を断たれている。

「──しかしまあアレだ」

　その重苦しい雰囲気をかき混ぜるかのように、クローは軽く両手を挙げ、

「オレは別に、ここで大立ち回りをするつもりはない。ことを穏おん便びんに収めるためにも、いつでもおじさんたちの謝罪を受け入れる用意がある。何しろオレは平和主義者で、器が大きくて、良識のある人間を自認しているからな」

「てめええええ！」

　クローの言葉にガースが動いた。この巨体なら、単にのしかかるだけでも細身のクローにはかなりのダメージになるだろうが、しかし、さっき自分でいった通り、ここで大立ち回りをするつもりはない。

「一応オレは、謝罪すれば水に流してやるといったつもりなんだが……婉えん曲きよくないい回しでは理解できなかったらしいな、残念なおじさん」

　猛牛を思わせるいきおいで突っ込んできたガースをかわしざま、クローはそのみぞおちに膝蹴りをめり込ませた。

「ぶぐ──」

　ガースが身を折り、その頭がいい位置に降りてくる。すかさずクローは大男の後頭部に手を押し当て、思い切り壁に叩きつけた。ずしんと店全体が揺らいだかのような衝撃が走り、ワンテンポ遅れて、ガースの巨体が前のめりに崩れ落ちる。

「……あんたはどうだか知らないが、オレたちはここを出禁になると困るんだよ」

　冷たい笑いをもらし、クローはガースの首すじに無造作に蹴りを叩き込んだ。

「────」

　一度びくんと身体を震わせたきり、ガースは動かなくなった。

「はい、クロさん」

　ラムが差し出したジョッキを受け取り、何ごともなかったかのようにのどを潤したクローは、ガースが引き連れていた男たちを一いち瞥べつした。

「そっちのおじさんたちは、何人集まればこのガースおじさんに勝てる？」

「な……に？」

「おじさんたちはまだ五人いる。さあ、単純な計算だろう？　五人トータルでもガースおじさんにおよばないのなら、それよりはるかに強いオレに挑戦するのはあまりにも無謀だ。長寿と健康のためにもハイリスクなチャレンジはおすすめはしない」

　クローのその提言に、男たちはしばらく顔を見合わせて考え込んだあと、単なる巨大な荷物と化したガースを引きずって店から退散した。

　料理の大皿を頭に載せたシェーラは、眉み間けんにしわを寄せ、

「……あの野郎ども、見逃してよかったのか？」

「もしあいつらが埋まい文ぶん局きよくの規定を破っていたとしても、それをどうこうするのは法務部か警備部の仕事だ。オレたちには関係ない。……おまえもいつもいつもそうやってとがっていると、アレだ、ハゲ上がる速度が加速するぞ？」

「……わたしは生まれつきデコが広いだけだ。ハゲてねえ」

「気にするな。気の利いたジョークをいおうとして失敗しただけだ。どうもオレにはユーモアのセンスがないらしい」

「……気にするなってセリフはクロさんが口にするものじゃないと思うの」

「オレに意見するな、どぶドワーフ」

「や～ん♪」

　ふるふると身体を揺らして照れるドワーフの美少女から視線を逸らし、クローは蜂蜜の香りのする溜息をもらした。

「……オレは強いし、知識も豊富だ……つねに冷静で取り乱したりもしない」

「は？」

　ガースたちのテーブルを引っ張ってきて、そこにあらためて料理の皿を置いたシェーラが、クローの呟きに眉をひそめた。

「……また何いい出してんだ、おめえ？　まあ、そういう思い上がりもおめえらしいといえばらしいけどよ」

「オレが思い上がっているかどうかはどうでもいい。……重要なのは、あいつにはオレたちにない視点があるということだ」

「視点？　あいつって、コルくんに？」

「オレたちが見落としかねないものを、あいつなら見つけられるかもしれないし、見つけられないかもしれない」

「どっちなのよ、それ？」

「いずれにしろ、五人目は必要だ。……そして、あいつを逃がしたあと、すぐにまた五人目が現れるとはかぎらない」

「……何かおめえよ、実際にもぐる前からもう決めてたんじゃねえか？」












　両手に持ったフォークでヒツジ肉とジャガイモを交互に食べながら、シェーラは不敵に笑った。同じようなことを思っていたのか、ラムもネフェティも、クローの言葉に特に驚いている様子はない。

　要するに、このチームは少しできすぎていて、それゆえに〝鈍感〟になっている。それが本当の思い上がりとなって、いつかクローたちの足元をすくうかもしれない。

　それを防ぐためにも、クローたちとは強さもメンタリティもまるで違う、まったく別の視点を備えたメンバーが必要だった。





















　翌日、ニコルは朝一番に支局に向かい、支局内の食堂でたらふく肉を食べた。よくよく考えてみれば、きのうは山さん賊ぞくからくすねた燻くん製せい肉にくを口にしただけで、昼食も夕食も食べていなかったのである。

　家を出る時、父親はいまだにかぼそい声で呻うめいていたけど、ベッドサイドに水を満たしたボウルを置いてきたから、顔を洗うにしても水を飲むにしても問題ないだろう。何のしこりもなく、「とうさん、大丈夫？」と声をかけられるようになるには、まだもう少し時間が必要だった。

「ふー──」

　広い食堂には、大木を縦に割って作ったような長テーブルがいくつも置かれている。でも、さすがにこの時間、調査鑑定士サーベイヤーの姿はほとんどない。ちらほらと見えるのは、朝食をすませてこれから就業時間を迎える支局の職員たちだろう。

「……それにしてもどうしたもんかなあ」

　空腹がある程度満たされたところで、ニコルは考えた。もちろん、クローたちのことである。

　クローたちには、きのうヒドい醜しゆう態たいを見せてしまった。ひと晩考えるといってクローたちとは別れたけど、どう好意的に考えても、きのうの自分に「これは！」と思えるようなポイントがひとつでもあったようには思えない。自分がクローの立場でも、ニコルを五人目にはしないだろう。

　となると、ニコルに残された選択肢は本格的に荷物番しかないのか。

「いやいや、それじゃワジールからこっちの支局に移ってきた意味がないじゃないか」

　弱気になる自分を叱しつ咤たし、ニコルは席を立った。食堂のおばちゃんに食器を返し、特に意味もなく、掲示板のあるロビーへ向かう。特に用事がなくても掲示板で最新情報をチェックしたほうがいいと、きのうラムにいわれていたのを思い出したのだった。

「────」

　掲示板には特に目新しい情報はない。無人のロビーにぼんやり突っ立っていたニコルは、玄関から見て真正面の、天井近くの壁に飾られた巨大なレリーフを眺めた。

　レリーフには、向かい合う二頭の獅し子しのような獣けものが刻み込まれていた。獣たちの足の下には、まるでそれらによって蹂じゆう躙りんされているかのような小さな人々の姿があり、そして人々の上に立つ二頭の獣は、それぞれの前脚を伸ばし、頭上にかかる巨大な日輪を我が物にせんとしている。

　ここに描かれた光景が何を意味するものなのか、学者たちの解釈はいまだに定まっておらず、これといった定説はない。おそらくニコルの父は、こういうものも含めて、遺跡から出てきたものを調べるためにキーンホルツへ来たんだろう。

「……大丈夫かな、とうさん」

　朝食を食べにここまで来たけど、きょうは何となくクローたちには会いたくない。会ったところで、どうせ「おまえやっぱ荷物番な」といい渡されるのは目に見えている。自分は父が心配なのだと自分自身にいい聞かせ、ニコルは家に帰ることにした。

「ぼくは親孝行者だからな、うん、そうそう」

　きびすを返し、こそこそと人目を気にして家に帰ろうとしたニコルは、でも、玄関を出たところで初老の女性とぶつかりそうになってしまった。

「えあっ──とぉ！」

　咄とつ嗟さに飛びのいた拍子に玄関前の植え込みに片足を取られ、ニコルは仰あお向むけに倒れて後頭部を痛打した。

「げぁ！」

「あら、ちょっと、大丈夫、あなた？」

「だ、大丈夫、です──」

　後頭部をさすって身を起こしたニコルは、その女性を見上げて首をかしげた。

　サーベイヤーたちの出入りの多いこの支局では珍しい、ほっそりとした上品そうな女性だった。エルフのように見えるドワーフ──なんてことはなく、おそらくヒューマンだろう。年齢でいえば、ニコルの父よりもさらにひと周り年上かもしれない。

　こんな年齢の女性がサーベイヤーのはずはないし、かといって支局ではたらく職員のようにも見えない。いったい誰だろうといぶかしんでいたニコルは、彼女が胸にかかえている鉢植えに気づいて目を丸くした。

「あの、それ──」

「えっ？　ああ、この花？」

　若い頃は美しかったであろう、そして年を取った今でも美しいその女性は、小さな赤い花を見て目を細めた。

「──このあたりの森に咲く珍しい花なのだけど、ようやく本物が手に入って……時間をかけて研究するつもりなのよ」

「はあ……」

　研究というからには学者──もしかすると技術研究部の職員かもしれない。

「あなた、サーベイヤー？」

「あっ、はい」

「危険も多いと思うけど、王国の復興のためにも重要なお仕事だから、がんばってね」

「は、はい……」

　歩み去っていく女性を見送り、ニコルは尻尾しつぽについた細かな葉っぱをはたき落とした。

「──よう、ニコ坊」

「え？」

　不意に肩を叩たたかれて振り返ると、小さな樽たるをかついだシェーラ・バーコフがニコルを見上げていた。この少女はたいてい誰だれに対しても下から見上げることになるので、そのせいで相手を睨にらんでいるように見えてしまうのは判わかるんだけど、やっぱりその眼光にはたじろいでしまう。

　クローたちに会わずに家に帰ってしまおうと考えていたニコルは、動揺を鎮しずめ、何ごともなかったかのようにあいさつした。

「お、おはよう、シェーラさん。きのうは、おっ、お、お疲れさま！」

「わたしはちっとも疲れてねえよ。お疲れなのはおめえだろ」

「い、いや──」

「まあいい、ちょうどいいとこで会ったぜ。みんなもう起きてクロ公のところに集まってるからおめえも来い」

「え!?　何でみんなそんな早起きなんですか？　みんなもっとグータラで、昼すぎまで起きてこないダメ人間だと思ってたのに──」

「……おめえ、そういう目で見てたのか、わたしらのことを？」

　ぎろりとシェーラにひと睨みされたニコルは、慌あわてて話題を変えようとして、さっき出会った女性のことを思い出した。

「あ、そういえばついさっき、こう……上品そうな女の人に会ったんですけど」

「上品な女？　ここに出入りするサーベイヤーにそんなヤツいたか？　少なくとも見た目だけなら、ウチのラム公がそこそこ上品そうに見えるけどよ」

「あ、サーベイヤーじゃなくて、技術研究部の人じゃないですかね？　珍しい花を大事そうに運んでたし。で、その花っていうのが、きのうクローさんが森で採取してた花だったんですよ。もしかしてクローさん、花の採取のバイトでもしてたのかな？」

「……ああ」

　何か得心がいくことでもあったのか、シェーラは何度もうなずき、まだほとんど人ひと気けのない玄関前を見回すと、ニコルをロビーに引っ張り込んだ。

「……そりゃあたぶん、支局長だぜ」

「え？」

「五○歳くらいのヒューマンの女だろ？　もう髪が真っ白っていうか、ほとんど銀色になってて、落ち着いた感じの」

「た、たぶんその人です。……あの女性がここのトップなんですか？」

「ああ。マルタ・リンデンブロッホっていって、先代支局長のひとり娘だ」

　正面玄関を入って広いロビーをまっすぐ突き抜けると、独身寮のある中庭に出る。花か崗こう岩がん製のタイルが敷き詰められたポーチを歩きながら、シェーラは低い声でいった。

「……きのうのラムへの爆弾発言のこともあるし、おめえがまたヤバいことを口走らねえよう、あらかじめ教えとくぞ。いずれ嫌でも耳に入る噂うわさだろうからな」

「噂？」

「ああ。……クローは腕は立つけどあの性格だろ？　本人にそのつもりがなくても、結果的に相手を罵ば倒とうすることになるっていうか、なあ？」

　シェーラのいわんとするところは何となく判った。確かにクローは腕が立ち、頭の回転も速く、さらにいうなら美少年だけど、だからこそといっていいのか、とにかくナチュラルに人を見下した発言がぽんぽん出てくる。

「……きのう会ったばっかのおめえでもそう思うんだから、あいつの言動に腹立てる奴やつってのは少なくねえ。しかもなまじ優秀なだけに、ほかのサーベイヤーたちからは余計にうとまれてる。だから、クローが原因のトラブルも多いんだよ。そのせいで、あいつについたアダ名が〝人間嫌いミザントロープ〟。ひいてはそれがわたしらのチーム名にまでなっちまった」

「そういえば……そんなふうに呼ばれてましたね、審査官の人に」

「ふつう、これだけのトラブルメーカーなら、何度も呼び出し食らって訓戒を受けるとかあるはずなんだが、なぜかクローがそこまでされたことはねえ。あいつは絶対に自分からは手を出さねえで、相手が仕掛けてきたら反撃するってやり口なんだが、だとしてもあまりに不自然だ」

「そうですねえ……それならクローさんにも、相手を挑発するなとか、何かしら釘くぎを刺すのがふつうだと思うんですけど」

「それでだよ。くだらねえ噂ってのは」

　中庭に出たシェーラは、中央棟を振り返り、ニコルにいった。

「……あの支局長のツバメなんじゃねえかって」

「え？　つ、ツバメ……？」

「だから、年とし嵩かさの女が囲う若い愛人のことだよ」

「クローさんが!?　し、支局長のあ──」

「声がでけえ」

「ぇぐ、う──」

　頭の上に樽を載せたまま、シェーラはニコルの腹に軽くパンチを入れた。とはいえ、彼女の軽いパンチはニコルにとって充分に重い。ニコルはおなかを押さえて身を折り、涙目でシェーラにあやまった。

「ず、ずいまぜぇん……」

「……まあ、おめえもこれからそういう噂を聞くこともあるだろうが、いちいち反応すんなよ？　中にはクローが先に手ェ出さねえのを承知の上で、わざわざこっちに聞かせようとして振ってくるヤツらもいるしな」

「はあ……」

　おなかをさすって呼吸をととのえ、ニコルはツリーハウスを眺めた。

「その……実際のところはどうなんです？」

「は？　知るかよ。別に支局長の愛人なら生還率が上がるってもんでもねえしな」

　樽を小脇にかかえ直し、シェーラは鼻を鳴らした。

「──でもまあ、もし噂が本当なら、五人目が揃そろわねえなんてことで苦労するはずねえだろ？　それこそ支局長が探索人事課に指示して、すぐにメンツが埋まってたはずだ」

「そうじゃないから、噂はでたらめだって……ことですか？」

「ホントのところは判んねえよ。──ただ、重要なのはあいつが支局長の愛人かどうかってことじゃなく、チームを生還させる能力を持ったリーダーかどうかってことで、その意味じゃ文句はねえ。実際、あいつはこれまでの冒険で、メンバーから犠牲を出したことは一度もねえからな」

　ツリーハウスの階段に足をかけ、シェーラはいった。

「ま、そういうことだから、おめえも腹ァくくれ」

「はい？」

「クロ公は五人目はおめえのままで行くと決めたみてえだぜ？」

「えっ!?　ほ、本当ですか!?　ぼくはてっきり──」

「……たぶんクロ公には、おめえが五人目でもどうにかやってける目算があるんだろ。だったらわたしらもそれにしたがうまでだ」

　シェーラはノックもせずにツリーハウスのドアを開けた。

「……おい、エール買ってきたぞ。ついでに小僧がいたから連れてきた」

「あ、おはよう、コルくん」

　窓辺に置かれた椅い子すに腰を降ろして斧おのを磨いていたラムが、相変わらずエルフにしか見えない華やかな笑みを投げかけてきた。

「おはよう、ニコルくん……食事はすんでいるのかな？」

　シェーラが運んできた樽からジョッキにエールをそそぎ、軽くひとあおりしてから、赤毛の少年はニコルにいった。

「あ、もうすませました」

「それなら話が早い。さっそくミーティングに移ろう」

　クローはテーブルの上に二枚の地図を広げた。ひとつはこのキーンホルツとその周辺を記したもので、遺跡に通じる出入り口の場所が無数に書き加えられている。もう一方の地図は遺跡の構造図なのか、明らかに手書きで、しかもところどころが欠けていた。こうした地図の空白部分をすべて埋めるのもサーベイヤーたちの仕事であり、それを信頼性の高い地図として清書するのが埋蔵文化財保護局の業務のひとつなのである。

「──きょうもぐるのは八二号遺跡だ。リスクレベルは三に設定されている」

　文字通りその遺跡の危険さを表す指針となるリスクレベルは、一がもっとも安全、八が現在のところもっとも危険とされている。レベル三だと、新人というほどではないけど、だからといってベテランなわけでもないサーベイヤーが、繰り返しもぐって実力を磨くのに手頃な難易度だと思えば間違いない。ちなみにきのうもぐった遺跡はレベル四で、ワジールにはレベル五を超える遺跡はなかった。

　遺跡の構造図にしげしげと見入り、ニコルは呟つぶやいた。

「もしかして……わざわざぼくに合わせてくれたんですか？」

「きみはアレだ、何か考え違いをしているな、ニコルくん。その誤解が悲劇を生むことがないよう、きちんと説明しておくべきだろう」

「え？」

「いまさらきみのレベルに合わせた遺跡にもぐって、オレたちに何か得るものがあると思うか？　あいにくとオレたちはそこまで悠長でもお人好しでもない」

「そ、それじゃ何なんですか？」

「ブラティカの手前、きみのレベルに見合った八二号にもぐるにはもぐる。……が、オレたちの本当の目的は八二号ではない」

「え……？」

「文字通りの抜け道ってヤツだ。……まあ、行けば判る」

　シェーラはデコを隠すようなゴーグルを装着し、さっそく出発の準備に取りかかっている。よく見ればラムもすでに防具を身に着けていたし、それになんの効果があるのか判らないけど、ネフェティも申し訳程度の面積の少ない鎧よろいを身に着け、ふしゅふしゅと香水を噴いている。

「ほかのチームの連中に見られても面倒だ。さっさと出発するぞ」

「え？　あ？　あ？」

「……おめえもいつまでも地図見てんじゃねえよ。どうせそんなモン役に立たねえし」

　シェーラの浮遊する四本腕がニコルを荷物ごと持ち上げ、ついさっき来たばかりのツリーハウスから運び出す。

「……？」

　シェーラに吊つられたニコルは、ツリーハウスのデッキから降りる時、クローがほんの短い間、中央棟の三階のほうを眺めていたのに気づいた。

　これといった根拠はなかったけど、なぜかニコルは、そのまなざしの先に、さっきの女性──マルタがいるような気がしてならなかった。





　　　　　






　その日のランチタイム、研究棟へと足を運んだブラティカ・ブラボーは、廊下に山のように積まれた数々の装飾品や壺つぼ、古びた武器などを見て首をかしげた。

「ナジャ！　ナージャ！　ナ～ジャ！」

　開けっ放しになっていた技術研究課のドアを形ばかりノックしたブラティカは、白衣の職員たちが分類に奔ほん走そうしているお宝の山を指差した。

「どうしたの、あれ？　午前中だけであんなに持ち帰ってくるなんて、どこかのチームが新しい遺跡でも発見したの？　こっちにはぜんぜん報告がないけど？」

「きみか」

　一番奥まった席で巨大な水晶玉をためつすがめつしていたナジャ・ジャランジーラは、溜ため息いき混じりに立ち上がり、職員たちにあれこれ指示したあと、廊下へと出てきた。

「これは警備部が朝一番に回収してきたものだよ」

「警備部が？」

「昨夜遅く、匿とく名めいの投げ文が警備部にあってね。とあるサーベイヤーが、チームぐるみで不正をしているというんだよ」

「ひょっとして……遺物の隠いん匿とく？」

「ああ」

　遺跡から発見されるすべての所有権はベルーガ王国にある。厳密にいえば、遺跡の中の石ころひとつであっても、サーベイヤーたちは勝手に自分のものにしてはならない。だが、金目のものをひそかに隠匿し、売買しようとする不心得者はつねに一定数いるというのが現実だった。

「今回は名指しの投書だったから、その情報をもとに、警備部がくだんのサーベイヤーの自宅を訪ねたところ、明らかにこちらで把は握あくしていない遺物が大量に発見されてね。いったい何があったのか、本人はベッドの上で呻いていて、本格的な聞き取りはこれからだが──」

「裏のマーケットに流される前でよかったわね」

「よくはない。おかげでこっちは朝から大忙しだよ」

　遺跡で発見されたものは、いったんこの技術研究部に提出され、研究対象、あるいは美術品としての価値などを考慮した上で分類され、専門の研究所や博物館、大学などに送られる。また、たとえば一部の魔ま導どう具ぐなどは、遺跡の探索に有効だと判断されれば、それなりの実力を持つサーベイヤーに限定して販売されることもある。

　いずれにしろ、一度に大量の遺物が持ち込まれれば、技研の職員は否いや応おうなしに忙しくなるのである。

「──そういうわけだから、きょうはきみとランチを楽しむわけにはいかない。わたしに奢おごらせようと思っていたならあいにくだが」

「違うわよ。……まあ、あわよくばとは思っていたけど、要件は別にあって」

「何かな？」

　眼鏡めがねをはずして胸もとに下げ、ナジャは首をかしげた。

「きのうここへ来たウルフリングの子、知ってる？」

「ああ……確かニコルくんといったかな」

「珍しい名字だからもしやと思ったんだけど、彼のおとうさま、やっぱりあのコルマクマ博士らしいわよ？」

「それはそれは……」

　ヘビを思わせるナジャの瞳がくっと細められた。

「……いったい何が目的かな？」

「コルマクマ博士はキーンホルツ大学の研究室にお勤めらしいから、いずれここへも顔を出すんじゃない？　技研の協力がないと研究も進まないだろうし」

「そこで見極めてみてもいいかもしれないね」

「それともうひとつ」

「まだあるのかい？」

「新人指導課のオルフセン次長」

「オルフセン？」

　ブラティカがそういうと、ナジャの表情がまたがらっと変わった。眉み間けんに深いしわを刻み、嫌悪感を隠そうともしない。

「……あの残念な二枚目ヒューマンのハンカチ次長？」

「そう。──彼、コルマクマ教授の教え子らしいわよ？」

「そのこと、支局長はご存じなのかな？」

「さあ？　何だったら、これからわたしがお茶でも飲みにいって、世間話として伝えておくけど？」

「できればそうしてくれるかな？　わたしも可能なかぎり早くこれを片づけて、報告がてら、支局長に会ってみるから」

「ああ……あと最後にもうひとつ」

「まだ何かあるのかい？　早く仕事に戻りたいんだけどね、わたしは？」

「そう思ってるのなら」

　ブラティカは肩をすくめ、着ている毛皮のバックスリットから忍び込もうとしていたナジャの尻尾をむんずと摑つかんだ。

「……同性間でもセクハラって成り立つんですのよ、ジャランジーラ課長？」

「きみとわたしの仲だろう？　単なるスキンシップなのに固く考えすぎなんじゃないかな、ブラボー次長？」

「これ、斬っても再生するのかしら？」

「それでは失礼。仕事があるのでね」

　ブラティカがナジャの尻尾に爪を立てようとすると、ナジャはすばやくそれを奪い返し、きびすを返して自分の研究室に戻っていった。

「…………」

　溜息をひとつ、そしてまた大きなあくびをして、ブラティカは中央棟へと引き返していった。寝不足は美容の敵だと判っていても、しばらくはおちおち眠れない日が続きそうだった。





　　　　　






　八二号遺跡は、比較的最近見つかった、リスクレベルの低い遺跡である。キーンホルツの街を出て東に約三キロ、その入り口は鬱うつ蒼そうとした森の中にあった。

　おそらくもとは小さな宮殿か神殿として建てられたものだろうというのが技研の結論だったが、地上の構造物はほとんど瓦が解かいしている。その廃はい墟きよの中に地下へとつながる階段が残っており、実質的には、この宮殿ないし神殿の、地下構造部分のことを八二号遺跡と呼称している。

　審査官のチェックをパスしたクローたちは、ところどころ補強された階段を降り、ランタンに火をつけた。

「……審査官の連中、怪しまねえかな？」

　両肩をぐるぐる回し、シェーラが薄うす闇やみの中で呟く。

「そこは心配ない。おそらくあいつらは、オレたちがニコルくんの慣らしのためにあえて簡単な遺跡に来たと思い込んでいるだろうからな。さっきの表情で判った」

　職務には忠実だが、それ以上のことには口も出さないし、首も突っ込まない。ある意味、クローからすれば御しやすい連中といえる。

「あの……ところでさっきから、すごく無造作に歩いてません？」

　きょろきょろとあたりを見回し、ニコルが不安げに呟く。クローたちからすれば、もはやこの遺跡に──少なくともこのフロアに──脅きよう威いと呼べるものなど何もなく、警戒する必要などないのだが、この少年にとってはそうではないらしい。

　危険に対してひどく鈍感になってしまったクローたちにとって、ニコルのこの臆病さは、あるいは今となっては必須のものなのかもしれない。

「そう身構えずとも特に問題はない。ここで何か危険生物に遭遇したという報告はこれまで一度も出ていないからな。もし外から何かが入り込むにしても、せいぜいブラックダイヤか、さもなければ森に棲すんでいるきみの親戚くらいだ」

「ああっ!?　い、今ぼくの種族をバカにしませんでしたか!?　ウルフリングはオオカミとは明確に別種の──」

「正式な告発状が届いたら読んでやるから、今は黙っていろ」

　クローはネフェティを一いち瞥べつし、くいっと顎あごをしゃくった。

「道案内は頼む」

「は～い」

　ネフェティが左手を高くかざすと、そのてのひらに青白い光がともり、そこから一匹の小さな虫が出てきた。

「あ……またカナブン──」

「カナブンじゃなくてスカラベよ！」

　ネフェティがニコルの勘違いを訂正している間に、尻にホタルを思わせる燐りん光こうをともしたスカラベが通路に沿って移動を始めた。

　ここの遺跡は、きのう降りた八九号と違い、明らかに地上の建築物に付随するものとして作られていた。その証拠に、地上に残っている瓦が礫れきも、それにここの壁や床に敷き詰められた建材も、ほぼ同時期に造られたコンクリートだと判明している。

　いってみれば、ここは古代人が建てた宮殿の地下一階に当たる。廃墟と化した宮殿のサイズから、この地下構造のおよその広さも推測されており、そういう意味では、すでに地図も完成目前、これ以上目新しい発見は見込めない遺跡だった。リスクレベルが低めに設定されているのはそのせいであり、結果、よほどの新米チームでもなければ、ここで経験を積もうとは考えない。

「もうすぐだ」

「はい？」

　スカラベの光を先導にして、クローたちは西南の隅に位置する部屋へ入った。

「ラム、誰もついてきていないな？」

「……うん、大丈夫みたい」

　この地階には小部屋が無数にあるが、扉はすべて木製だったらしく、長い年月の間にすべて朽くちてしまっている。戸口から顔を出し、自分たちが歩いてきた通路をしばらく見張っていたラムは、クローを振り返ってうなずいた。

「この部屋に……何かあるんですか？」

「ああ」

　おそらくこの部屋は、かつては倉庫にでも使われていたのだろう。壁には作りつけの棚の痕こん跡せきがあり、錆さびついた木樽の箍たがだけがいくつも転がっている。残っているものといえばそのくらいで、ほかには何もない。

　──何もないように見える。

「ちょっと待ってろ」

　シェーラは壁際にしゃがみ込むと、コンクリートブロック同士のつなぎ目に指をねじ込んだ。

「な、何です？」

「見てろ」

　シェーラが力を込めると、ブロックがみしりとずれた。箱状のブロックを引っ張り出すのに合わせて、壁の向こうから、鎖がじゃらじゃら鳴るような音が聞こえてくる。

「えっ？」

　壁からそっくり引き抜かれたブロックには、頑丈そうな鎖が取りつけられていた。シェーラがそれを引っ張ると、今度は部屋の外で、さっきよりも大きな音がした。

「開いたわよ、クロさん」

　通路を見張っていたラムがいった。

「行くぞ」

「は……？」

　通路に出てみると、突き当たりの床のところに、さっきまではなかったはずの穴が開いていて、せまい地下への階段が覗のぞいていた。

「かっ、隠し階段ですか、もしかして!?」

「その通りだ。驚きの大発見だな、ニコルくん」

「……先に行くぜ。ネフ公、明かり頼む」

　一番小柄なシェーラが、恐れた様子もなく、あらたに現れた階段を降りていく。それに続こうとするクローをニコルが呼び止めた。

「こっ、こんな通路、さっき見た地図にはありませんでしたよ!?」

「そうだな。今回、オレたちの探索中に偶然発見されたわけだ」

「今回だとか偶然だとか……あ、明らかに最初から知ってましたよね？」

「発見したのは本当に偶然だぞ？　ただ、報告するのを忘れていただけで」

「忘れたんじゃなくて、わざと報告しなかったんじゃないんですか？」

「当たり前だ。遺跡探索部に報告して、ヘタに高いリスクレベルを設定されたらまずいだろう？　何しろここを見つけた時、オレたちには五人目がいなかったんだぞ？」

「わたしたちが最初に見つけたのに、わたしたちに探索の許可が出ないっていうのも何だかイヤでしょ？」

「こっ、このチームの最後の良心ラムさんまでが！」

「嫌ならきみはここで待っていてもいっこうにかまわないぞ？　もともとここは、いつまでも五人目が決まらなかった場合に、こっそりもぐろうと考えてキープしておいたところだからな」

「い、行きますよ！　──こんなところにひとりで残ったって意味ないし、ぼ、ぼくだって経験は積みたいんです！」

「やる気があるのはいい傾向だ。願わくば、それに見合う実力を一日も早く身に着けてもらいたいものだが」

　ラムをしんがりに置いて、クローは階段を下った。

　先に降りていたシェーラとネフェティが、明かりをかざして隠されていた通路を見回していた。

「……ちょいとちぐはぐじゃねえか、こいつは？」

「ずいぶんと……質素？　じゃない？　上とくらべると？」

　確かにネフェティのいう通り、地下一階までの建材が手をかけて作ったコンクリートだったのに対して、この通路は大きさの揃っていない自然の石を積み上げて作られている。要するに、こちらは実用本位であまり金がかかっていない。

　クローとシェーラを先頭に、一行はさらに西に向かって歩き始めた。

「それにしても何なんでしょうね、この通路は？」

「上の廃墟が本当に古代の王侯貴族が住む宮殿だったとするなら、アレだ、ここはいざという時の抜け道だろう」

「抜け道……ですか？」

「為政者が政変や暗殺に備えておくのはもはや義務ともいえる。寝入りばなに不意討ちされて、夜着のまま慌てて逃げなければならないこともありえるわけだからな」

　ここがいざという時の抜け道だとすれば、作りに飾り気がないのもうなずける。ふだん使わない、それどころか使わないですむなら永遠に使わずにすませたい、おおやけにできない秘密の通路に、凝った装飾や化粧石など必要ない。

「……だが、そう仮定すると、この通路の行き先が気になるな」

「はい？」

「王侯貴族が命の危険を感じて身ひとつで脱出するなら、どこへ逃げる？」

「そりゃあ……味方のところとか？」

「叛はん乱らんが起きた場合はどうする？　誰が敵で誰が味方か判らない場合は？」

「えーと……絶対に裏切らない味方──とか？」

「そんなものがいるとすれば、それが正解だろうがな」

「おい」

　シェーラが足を止め、前方を指差した。

　質実剛健な通路が、一行の行く手五メートルほどのところで南に折れている。ただ、それだけのことでシェーラがクローに声をかけるはずがない。

「あの奥に明かりがあるみてえだぜ。……わたしらが近づいたら、角の向こうがかすかに明るくなった」

「ネフェティ、いったん明かりを消せ」

「はいは～い」

　ネフェティがてのひらに載せた燐光をそっと握り潰つぶすと、あたりに音もなく闇が落ちてきた。だが、完全な暗闇にはならない。確かにすぐそこの曲がり角のところから、ほのかな明かりがもれているのが判る。

「…………」

　クローは無言でシェーラにショートソードを差し出した。

「任せろ」

　シェーラが印を組むと、背中にかついでいたガントレットがひとつ分離し、クローの得物を持って曲がり角のほうへ飛んでいった。もし角の向こうで何者かが待ち伏せしているなら、武器を持った敵がやってきたと思って攻撃してくるかもしれない。

「……何の反応もねえな？」

「オレが行こう」

　クローは足音を消して角まで歩いていくと、小さな手鏡を使って角の向こうの様子を窺うかがった。

「どう、クロさん？」

「誰もいない……が、妙だ」

「み、妙って？」

「アレだな……いかにもといった雰ふん囲い気きの場所に出たぞ」

　浮遊するガントレットからショートソードを回収したクローは、曲がり角を曲がって仲間たちを手招いた。

　角を曲がった先は、これまでよりも広い通路になっていた。ラムがポールアックスを振り回せるほどに幅広く、天井も高い。そこに数メートルおきに大きな石像が佇ちよ立りつしており、天井に等間隔で並んだ水晶玉が白い光を放っている。

「誰かが来ると、それを感知して自然と光り出す……アレだ、技研のトカゲ女が喜びそうなカラクリだな」

　クローはひょいと飛び上がると、天井に埋め込まれていた水晶玉をひとつ、強引にもぎ取った。天井からはずしたとたんに光が消えたところを見ると、この水晶玉そのものには、光を放つカラクリはないらしい。

　ふと見ると、ニコルが石像の前で首をかしげながら、シカの燻製肉をかじっている。

「どうかしたか？」

「いえ、ちょっと……」

　ニコルの視線を追いかけ、クローもいっしょになって石像を見上げた。

「……作りが荒いですよね、この石像」

「ああ」

「インテリアの一種としてなら、もっとちゃんとしたカッコいいものを置くような気がするんですけど」

「アレか、きみはこれがインテリアだと思うのか？」

「……この通路が抜け道だっていうなら、そもそもインテリアを置く必要がないんじゃないかなって」

「それが気になっているわけか？」

「まあ……」

「着眼点としては正しい。きみがそこにまったく気づかなかったら、オレも激しく落胆していただろう。腕は未熟だとしても、限度というものがあるからな」

　クローはニコルのバックパックに手を突っ込み、燻製肉を一枚拝借して口の中に放り込んだ。

「──オレもこいつはインテリアじゃないと考えている」

「じゃあいったい何なんですか？」

「もっと実用的なモノだ」

「まさか……ゴーレム──」

　そのセリフが終わらないうちに、目の前の石像が動き出した。

「えああ!?」

　悲鳴を上げるニコルを横へ突き飛ばし、両腰のショートソードを引き抜いて一いつ閃せんさせる。石像の両腕が切断されてごとりと転がったが、しかし、それでもその動きは止まらなかった。

「クロさん！」

　ラムがポールアックスを振りかざして飛び込んでくる。自分の非力さを魔導の力でおぎなったラムの一撃は、石像をまっぷたつに断ち割り、さらに斧の刃が床へめり込むほどだった。

「──はっ！」

　さらにラムは斧を振り上げ、まっぷたつになってもまだ動いている石像を何度も殴なぐりつけ、拳こぶしよりも小さな石のかけらに変えた。

「くっ、クローさん！」

　ニコルの声に振り返ると、前方の通路に居並ぶ石像がすべて動き出していた。いずれも身長は三メートル超──ゆうべクローがあっさりねじ伏せたガースよりひと回り大きく、そしておそらく、痛みも恐怖も感じない。その動きを止めるには、今ラムがやってみせたように、こなごなに粉ふん砕さいするしかないだろう。

　クローはマフラーを鼻のところまで引き上げ、ニコルに下がるよう指示した。

「ガーディアンタイプのゴーレムか。角を曲がった時点でこうなるような気はしていたが、あまりに定番すぎて拍子抜けするほどだな」

「よっ、よく笑ってられますね!?」

「笑うと健康にいいそうだぞ？」

「──シェーラ・バーコフ流魔導拳法、風ふう魔ま連れん拳けんの型かたァ！」

　シェーラの背中から離脱した四つのガントレットが宙を舞い、ゴーレムたちに向かってすさまじい速さで連続パンチを叩き込む。だが、死を恐れないゴーレムは、仲間たちがいくらシェーラに砕くだかれようとも足を止めることはない。

　現代の魔導学ではまだ再現が難しいが、侵入者排除のために自律的に行動するゴーレム──ガーディアンというのは、さして珍しくはない。そこに何か守らなければならない重要なものがある場合、必須といってもいい防衛システムである。いい換えれば、この手のガーディアンが配されていれば、その遺跡には何かしらあると見ていい。

「この先に何か守らなければならないものがあるのか、さもなければ──守るべきはここを通っていったかもしれない主人か？」

「クロ公！」

　四本の浮遊する腕をフルに駆使し、ゴーレムの群れを食い止めていたシェーラが、クローを振り返って叫んだ。

「──こいつはきりがねえぞ！　今見えてるだけでも一○や二○じゃきかねえ！　腰を据すえてとことんやるか!?」

「にっ、逃げましょうよ、クローさん！」

「いかにもきみらしい意見だ。……だが、いかにそれが小心さから出た言葉とはいえ、あながち間違ってはいない。確かに腕のいいサーベイヤーは無理はしないものだ」

　それをつい忘れてしまうのが自分たちの欠点なのかもしれないと、クローは皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「──戻るぞ、シェーラ」

　クローはひょいとシェーラのベルトを摑んで持ち上げ、ラムのほうへ放り投げた。

「オレが途中で天井を崩して追撃を断ち切る。先に行け」

「はっ、はい！」

　ラムたちを先に逃がし、自分が最後尾に立ったクローは、間近に迫るゴーレムに飛びかかると、その頭部にショートソードの切っ先で印を刻んですぐに離れた。

　直後、そのゴーレムが爆散した。対象物にじかに魔導印を刻み、絶対に避けられないゼロ距離で炸さく裂れつさせる魔導剣を使えるのは、キーンホルツ広しといえどもクローだけしかいない。

　しかし、クローの手で粉砕されたゴーレムを乗り越えて、さらに一○体以上のゴーレムが追いかけてくる。曲がり角まで戻ったクローは、ラムたちがあの隠し階段を上がりきったのを確認すると、床を蹴って高くジャンプし、石造りの天井に魔導印を手早く刻み込んだ。

「──もっと離れろ」

　クローは隠し階段を駆け上がり、ラムたちを急せき立てた。

　数秒後、床から天井までが軽く震えるような揺れが走った。

「…………」

　距離を置いてしばらく様子を窺っていたクローは、ゆっくりと隠し階段のほうへ引き返していった。

「……どんな様子だ、クロ公？」

「とりあえずふさがったな」

　階段を降りて三メートルも行かずに通路はふさがっていた。天井の一部が崩落したせいで、その向こうがどうなっているのかは見えない。ただ、耳を澄ましてみても、あのゴーレムたちが動き回るような、石と石とがこすれ合う耳障りな音は聞こえなかった。侵入者を撃退したことに満足して、もとの寝床に戻っていったのかもしれない。

「……どう、クロさん？」

「大丈夫だろう。もう動きは止まったようだ」

　おそらくあのゴーレムたちは、抜け道を通って逃げる主人を守るため、主人以外の人間を撃退するように命じられているのだろう。それが何百年前、あるいは何千年前の命令なのかは判らないが、とうに死んでいるであろう主人に今も義理立てとは、律儀な石人形だった。

　クローはショートソードを鞘さやに納め、ラムたちにいった。

「──いずれにしても、この先に行こうとするとあいつらが反応して立ちふさがってくる。無理矢理押し通ってもいいが……」

「っていってもよ、別の抜け道があるとも思えねえぜ？　ここをあらかた調べて、最後の最後にようやくそこの階段が見つかったわけだろ？」

「抜け道……か」

「あのゴーレムの群れ？　をどうにかしなきゃ、あの先には行けないんじゃない？」

「ど、どうします、クローさん？」

「戻って遺跡探索部に報告だ。……新しい通路を発見したと」

　クローが天井を崩した時の揺れは、地上にいる審査官たちにも判っただろう。調べられればここの隠し通路のことはすぐに知れる。ならば報告せずにあとでとがめられるよりも、今回の探索であらたに発見したということにして報告したほうがいい。こうした新しい通路や遺跡の発見に対しても、埋まい文ぶん局きよくはサーベイヤーに報奨金を出してくれるのである。

「……朝イチでもぐったのにもう店じまいかよ」

　シェーラが右肩をぐるぐる回してぼやいている。

「いや、ものは考えようだ」

　地上へのルートをのんびり歩きながら、クローはいった。

「──あの地下通路の存在を隠し通せなくなった以上、ゴーレムを倒せる実力のあるチームがここに来るはずだ。……ならばいっそのこと、あのゴーレムの掃除は、そいつらにやってもらえばいい」

「……そうか。わたしらが無理して全部片づけちまったら、むしろあとから来る連中に楽させちまうよな」

「そういうことだ」

「頃合いを見て？　っていうか、ゴーレムがあらかた駆く逐ちくされた頃を見計らって、あらためてもぐるってことね？」

「──いずれにしろ、今回はニコルくんの活躍のおかげで、我々はこの地下に続くあらたな通路を発見することができた。これを報告すれば、探索人事課もニコルくんの実績を見直さざるをえないだろう」

　クローが声高にそういうと、ニコルは怪け訝げんそうにクローの顔を見上げた。

「は、はい？　べ、別にぼくが発見したわけじゃ……あの隠し階段は、以前からクローさんたちが把握してた──」

「謙けん遜そんはよせよ、小僧」

　ニコルの呟きをさえぎり、シェーラが暗い目をしてひひひと笑った。

「……おめえのおかげで新発見だ。これで探索人事課の女め狐ぎつね次長も、おめえを一人前と認めねえわけにはいかねえ。そうすりゃわたしらも、大手を振ってあちこちの遺跡にもぐれるってもんだ」

「えあ!?」

　ニコルははっとした表情でクローたちを見やった。

「──だっ、ダメですよ、そんなの！　そんなの不正だ！　ぼくにはこの事実を」

「おめえ、今度告発って単語を口にしたら、そのたびに尻尾の毛をむしるぜ？」

「えひゃい!?」

　シェーラの小さな拳がニコルの尻尾を摑み、その体毛をぶちりぶちりとむしり出す。シェーラがその気になれば、二＋四本の腕を駆使してこの獣人を丸裸にするのに五分もかからないだろう。

「安心しろ、ニコルくん」

　尻尾を押さえて情けない顔で泣く少年を見下ろし、クローは鼻を鳴らした。

「──きみという五人目がせっかく加わったというのに、あっさり事故で殉じゆん職しよくされたりしたら面倒なことになるからな。当面は、ちゃんときみの練度が上がるような遺跡を選んでやる」

「そ、そうですか……それなら」

　それなら安心だとでもいいたげに、ニコルは半泣きで安あん堵どの吐と息いきをもらしている。それを知って、クローは少年に背を向けて低く笑った。

「くっくっくっ……」

「ぇあ!?　い、今っ、何だか不穏な笑い方しませんでした!?」

「失敬なことをいうな。これは純粋に、あらたな仲間の加入を喜んでの心からの笑いだ……くっくっくっ」

　含み笑いをもらしていたクローは、地上の光を見て目を細めた。





　　　　　






　夕刻、支局の正面玄関から出てきた警備部のブロードソンは、新人サーベイヤーたちとともに支局へと戻ってきたボグート・オルフセンと行き会った。

「よう、オルフセン次長」

「こ、これは……お疲れさまです、ブロードソン課長」

　ぺこりと頭を下げるオルフセンを見て、半日彼といっしょに探索をしていた女性サーベイヤーたちが、くすくす笑って去っていく。

「それじゃ次長さん、お世話さまでした～」

「次回もまたよろしくお願いしま～す」

「あ、ああ、うむ……きみたちもがんばって」

　細い声で新人たちを見送ったオルフセンは、すぐさまブロードソンに向き直り、額の汗をハンカチに吸わせた。

「いやはや……さ、最近の若い女性というのは、どうにも──その」

「俺おれは何もいっていないぞ、次長？」

　左目にアイパッチを当てているギド・ブロードソンは、恐縮しきりのオルフセンを見下ろして首をかしげた。

「それにしても……おまえさん、その顔でその性格だと、これまで相当苦労してきたんじゃないか？　どこへ行っても女どもにからかわれただろう？」

「は、はあ……」

　かくいうブロードソンは、オルフセンとは逆に武骨な大男だった。筋肉がみっしりとついた身体からだは日に焼けていて、黒髪を極端に短く刈り込んでいる上に隻せき眼がんとくれば、まず若い女性が黄色い悲鳴をあげるようなタイプではない。

「──しかしまあ、若い娘っ子ってえのは根性の据わってないのが多いからな。俺のような強こわ面もてが指導したんじゃ、遺跡にもぐる前に辞めちまうかもしれんが、その点おまえさんはうまくやってるよ」

「あ、ありがとうございます」

「どうだい、もう慣れたか、キーンホルツには？」

「いやぁ、その……前にいた本局では、実際に遺跡にもぐる機会はほとんどありませんでしたから、まだまだ手探りと申しますか、私自身、学ぶことの多い毎日で……」

　オルフセンは肩をすぼめるようにして汗を拭ふいている。こうして見ていると、手袋もグローブも身の丈に合っていないような気がするし、腰から下げたロングソードなどは何かの冗談かとも思えるが、これでオルフセンのサーベイヤーとしてのスキルは、驚くほど高いと聞いている。

「その……課長はもうお帰りですか？」

「デスクワークは終わったんだが、夜勤の部下どもに差し入れをな。上司の機嫌なんぞいくら取っても何の役にも立たんが、部下はねぎらってやらんとな」

　ブロードソンは両手に下げた大きなバスケットをしめして豪快に笑った。右のバスケットにはあぶって食べるのによさげなベーコンとチーズの塊かたまり、左のバスケットには焼きたてのバゲットとワインの瓶びんが入っている。警備部警備課で課長職にあるブロードソンは、仕事が早く終わる日には、遺跡の審査業務に就ついている夜勤の部下に差し入れを手ずから運ぶことにしていた。

「そ、そうだったんですか……いやはや、さすがです」

「ただ運ぶだけだ、たいしたこたぁない。……おまえさんもゆっくり休んであしたに備えるんだな」

「あ、す、すいません、課長！　ちょっとお聞きしたいことがあるんですが……」

「ん？　何だい？」

「その……ですね。このキーンホルツには、ほかの土地とは比較にならないほど多くの遺跡がありますよね？　しかもその大半が地表ではなく地下に存在している……これはなぜなんでしょう？」

「そんなこと聞かれてもなあ……」

　ブロードソンは厚みのある唇をひん曲げ、低く唸うなった。

　支局の警備部に入る前は、ブロードソンもサーベイヤーをやっていた。このキーンホルツに落ち着くまで、あちこちの土地で遺跡の探索にたずさわってきたが、確かにここはよその土地とくらべて地下に広がる遺跡が圧倒的に多い。ただ、それがなぜなのかはブロードソンにも判らない。

「そういうことは技研の博士に聞いたほうがいいんじゃないか？」

「いや、ジャランジーラ博士には、こちらへ異動してきたばかりの頃にもうお聞きしたのですが、その……まだ調査中だと、つっけんどんに──」

「まあ、学者連中ってのは、判らないことを判らないとはっきり認めたがらんからな。……しかしおまえさん、警備部とか指導部とか、どっちかというと研究畑とは無縁の部署を渡り歩いてきた口だろ？　そんなことが気になるのか？」

「ええ、まあ……ここまでよそとの差があると、気になりませんか？」

「きっとな、大昔はこのへんは暑かったんだろ」

「は、ぁ……？」

「日中の暑さを避けるために、みんな地下に街を作った。──ずっと南のほうに、今もそうやって暮らしてる民族がいるそうだぜ？」

「暑さを避けるため……ですか」

　オルフセンは長い溜息をもらし、西日を見やって目を細めた。

「──ま、どうしても気になるなら、技研のほうに転属願いを出すのも悪くないんじゃないか？　個人的には、今の仕事をそのまま続けてもらいたいもんだが」

「は、はい、がんばります」

「じゃあな」

　気弱そうな色男に軽く手を振り、ブロードソンは歩き出した。

　同じ男として、ブロードソンはオルフセンの端整な顔立ちをうらやましいとは思わない。ただ、現役のサーベイヤーと変わらない感覚で遺跡にもぐれることは、素直にうらやましいと思う。

　若い頃は、三○になっても四○になってもサーベイヤーを続けようと思っていた。続けられると思っていた。だが、探索中の事故で左目の光を失い、夢を断たれた。

　それでもこうして遺跡の街に住み続け、後進たちのサポートという形で遺跡にかかわり続けているのは、遺跡に魅み入いられたブロードソンという男の未練だった。





















　考えてみれば、ニコルはこのキーンホルツへ来て、まともに街を散策したことがなかった。到着初日から遺跡に引きずり込まれ、翌日も遺跡、さらにその翌日も遺跡と、毎日のように薄暗い地下通路をうろつくことを余よ儀ぎなくされ、死にかけたことも一度や二度じゃない。せっかくベルーガ有数の大都市に来たというのに、ニコルがキーンホルツで訪れたことがある場所といえば、遺跡、自宅、支局の三か所を除けば、仕事のあとにみんなにつき合わされる〝東の明星亭〟くらいなのである。

　だから──というわけじゃなかったけど、丸一日休みになったきょう、ニコルは支局から一番近い繁華街を見て回ることにした。キーンホルツ第三区のこの繁華街には、〝東の明星亭〟があるので、実をいうと毎晩のように来ているには来ているんだけど、日中に来たことは一度もなく、つまりは酒場以外の店を覗のぞいたことがないのである。

「……さすがにキーンホルツだなあ」

　人混みの中をもまれるように歩きながら、ニコルは感かん嘆たんの呟つぶやきをもらした。

　周囲を樹海に囲まれたキーンホルツは、たとえるなら広い海の中にぽつんと浮かぶ島のようなものだった。ほかの大都市からは距離があって、でも、だからこそ樹海を越えなければならない人々にとっては欠かすことのできない中継地として、遺跡の多さとはまた別の意味で目覚ましい発展を遂げてきた。

　そういう交易都市としての側面がそこかしこに見られて、ニコルはただただ目を丸くするばかりだった。ワジールにいた時にはついぞ目にすることのなかった美しい織物や工芸品、何に使うのかも判わからない道具の数々や、ニコルには消化不能の異国の食べ物なんかをあつかう無数の店が、軒のきを競うようにしてみっしりと並んでいる。

　それに、そこを行き交う人々も多種多様で、ワジールでは完全に稀少種あつかいだったウルフリングのニコルも、ここではさほど目立たない。市民、交易商、それに調査鑑定士サーベイヤーたち──人種も職種も立場もさまざまな人間たちが何万と集まり、その息いき遣づかいはまるで、このキーンホルツという街そのものの鼓動のようにも思えた。

「そうだ、ついでに新しい装備品も揃そろえないと」

　ものものしい鉄の臭いのする小路を見つけたニコルは、一週間とたたずにぼろぼろになってしまった腰のショートソードを一いち瞥べつした。

　何しろクローがニコルを連れてもぐる遺跡といえば、ふつうなら決してニコルが立ち入れるようなレベルではなく、立ちふさがる障害もニコルにとっては常識はずれなものばかりだった。ニコルの場合、ほとんど自分の身を守るためにしか剣を抜くことなんてないのに、それでももう刃はあちこちこぼれ、かなりすり減っている。

　ただ、いろいろな発見をすることで支払われる報奨金は、ワジールにいた頃とはくらべものにならないほど多かった。そこでニコルは、思い切って武器や防具を新調することにしたのである。

「……わたしらが最優先で金をかけなきゃならねえのは、てめえ自身の命を預ける武器と防具だぜ」

　というのは、ちびっ子拳法家シェーラ・バーコフのありがたいお言葉だけど、確かにニコルもそれは実感していた。これまでの探索の中でも、もし今よりお粗末な防具だったら命がなかったという場面が何度もあったし、逆に、もっといい防具があればかすり傷ですんだだろうという局面にも出くわした。

　だからニコルは、鍛か冶じ職人が多く集まっている〝鉄かな床とこ通り〟へやってくると、自分に合いそうな武器と防具を捜してみた。

　ウルフリングのニコルの手には硬い爪がある。本来なら武器に頼る必要もなく、その爪で敵を引き裂くことも可能なはずだったが、あいにくとニコルは、ウルフリングという種の中でもかなり残念なほうで、自前の爪や牙きばにはまったく自信がない。結局、両手の爪以上にうまくあつかえる武器がショートソードしかなかったため、単純な消去法でニコルもそれを腰に下げているのである。

　でも、もしここでもっといい武器に出会えるのなら、乗り換えるのも悪くはない。

「──あれ？」

　自分の手に馴な染じみそうな武器を捜していると、見覚えのある少女が武器屋のオヤジと何ごとかいい争っているのが目に飛び込んできた。

「どうかしたんですか、シェーラさん？」

「……小僧か」

　ニコルが声をかけると、シェーラは毒気を抜かれたみたいに大きく深呼吸し、手を振ってきびすを返した。

「じゃあもう何も買わねえよ。それでいいんだろ？　……行くぜ、小僧」

「えっ？　ぼ、ぼく、まさにこれから買い物をしようとしていたんですけど……」

「武器ならよその店でも買える。こんな了見のせめぇ店で買うこたぁねえぜ」

「何だと、このガキ！」

「ふん」

　ドワーフの血が混じっているのか、ずんぐりとした髭ひげ面づらのオヤジは、店先に飾ってあったハンマーを手に取って振り上げた。

「えあ!?」

「騒ぐな、小僧。……どうせハッタリだ」

　恐れる様子もなく、シェーラはニコルを引きずってその店を離れた。

「い、いったいどうしたんですか？　まさか所持金もないのに武器を強奪していこうとしたんですか？　それともさっきのご主人に莫大な借金があったとか──」

「……おめえはふだんから、わたしらのことをどういう人間だと思ってるんだ？　いっとくが、わたしはクローとくらべりゃはるかに善人だぜ？」

　探索用の装備をはずしたシェーラは、もはや布を巻いただけにしか見えない白いチューブトップに白いショートパンツといういでたちに、これはいつもと同じゴツいブーツを履き、広いおでこで昼下がりの陽射しをまばゆく跳ね返している。

　トゲトゲしい髪をぐしゃぐしゃかき混ぜ、シェーラはぼそっともらした。

「支払いをツケにするのはいつもの酒場だけで、武器屋や道具屋じゃいつも気前よく現金払いしてるし、支局の厚生課がやってる保険や年金だって、わたしはちゃんと掛け金払ってんだからな？」

「……それ、人として当たり前のことばかりじゃないですか？　ぼくは酒場でもツケなんかにしないし、保険も年金も払ってますけど」

「……おめえの場合、実力が足りねえんだからそれ以外でカバーすんのは当たり前じゃねえか。むしろ保険は別にもう一個くらい入っとけ」

「え～？」

「いや、そんな話はどうでもいいんだよ」

〝鉄床通り〟はここでいったん途切れ、小さな川に架かかった橋を渡ってさらにその先へ続いている。シェーラは橋の欄らん干かんに寄りかかると、さっきの武器屋を振り返って眉み間けんのしわを深くした。

「……あのオヤジ、わたしにはナイフの一本も売れねえとかほざきやがった」

「え？　ど、どうしてですか？」

「原因は判らねえが、まあ、何となく察しはつく。……ほかのチームの連中があることないこと吹聴して、わたしらを悪者に仕立ててやがんのさ」

「悪者……？」

「おめえ、掲示板見てねえのか？」

　たまたま通りかかった飴あめ売りの少女から棒つきの飴を二本買い、一本をニコルに差し出し、シェーラは尋ねた。

「いや、探索に関する情報ならラムさんが教えてくれるし、ぼくはもうとにかく疲れてて……このところはぜんぜんチェックしてないです。何かあったんですか？」

「数日前、技研の資料課が管理してる特別書庫から、重要な資料が盗まれたんだとよ。サーベイヤーはおろか、支局の職員たちでさえ許可がなきゃ閲えつ覧らん禁止とかいう、とにかく貴重なシロモノらしいんだがな」

「どっ、泥棒ですか？　いったい誰だれが？」

「犯人は警備部が調査中だが、まだ捕まっちゃいねえ。……ただ、こっからがムカつく話でな」

　石作りの欄干をごすっと素手で殴なぐりつけ、シェーラは飴をくわえた。

「……クローが犯人じゃねえかって噂うわさが出てる」

「く、クローさんが!?　どうしてです？」

「その書庫ってのが、なまじの人間にゃさっぱり開け方の判らねえ特別製の魔ま導どう錠じようで封印されてたんだと。そいつを開けられる人間てのが、支局に出入りする連中の中に一○人いるかいねえかってレベルで」

「く、クローさんもそのひとりなんですか？」

「少なくとも警備部はそう考えてる。……確かにあいつは小器用だからな」

　シェーラによると、書庫が破られたのは夜半すぎだったようで、その数時間後、クローがまだ夜も開けきらない早朝に、なぜかほとんど人がいないはずの支局から出てきて中庭のツリーハウスに戻っていったらしい。酒場で騒いで朝帰りしてきた独身男性サーベイヤーたち数名が、それを目撃したのだという。

「……で、たぶんわたしらをこころよく思ってねえ同業者だとは思うけどよ、金に困ったクローが稀き覯こう本ぼんを盗んでどっかに売り払ったんだろうって、証拠もねえのにそんな噂を立てやがってよ」

「そ、それはヒドい！　その人たちは、クローさんのことが判ってないんですよ！」

「おっ！　おめえはクローが犯人じゃねえって信じてくれるわけか、小僧？」

「だって、ふつうに考えればそうじゃないですか！　あのクローさんですよ？　わざわざ珍しい本を盗んで古書店に売るなんて、そんな面倒なことしませんよ！　クローさんならもっと直接的に、総務部の金庫を破って現金を盗むとかしますって！」

　とがった奥歯でがりんと飴をかみ砕くだき、ニコルはそう力説した。

「…………」

　シェーラはしばらくニコルのことをまじまじと見つめていたけど、やがて口の中で飴をかろんと転がし、暗い笑みを浮かべて何度もうなずいた。

「……一瞬、とんでもねえことをいいやがると思ったんだが、まあ、いわれてみりゃあ確かにそうだな。あいつが犯人じゃねえと主張する根拠としては、確かにおめえの言葉のほうが説得力があるぜ」

「ですよね、ですよね!?　ふっふ～ん♪」

「いばることかよ。……とにかく、そういう疑いがクローにかかってて、そのせいで、街の武器屋や道具屋の中に、わたしらに武器を売るのを渋る店が出始めてるんだよ」

「ええ!?　それは困りますよ！　あんなに死ぬ思いして、それでも報奨金がたくさんもらえて嬉うれしかったから、どうにかそれだけを心のささえにしてこの一週間を乗り切ったのに、肝心の装備を新調できないなんて！」

　どう考えても、クローが今よりぬるい遺跡にもぐるとは思えない。となれば、ニコルが生き延びるためには装備の刷新が急務だった。

「もしこれでホントはやっぱりクローさんのせいだなんてことになったら、ぼくはクローさんを正式にうったえますよ!?　社会的弱者だと思ってぼくをナメてると──」

「めんどくせえ」

「んがふっ!?」

　軽くジャンプしてニコルの脳天にチョップを叩たたき込こんだシェーラは、先に立ってふたたび歩き始めた。

「──買い物するならついてきな。昔からわたしらが懇意にしてる職人の店が近くにあるんだ。ラム公の遠縁のオッサンだから、根拠のねえ噂で売り渋るなんてケチな真ま似ねはしねえでくれるぜ」

「はっ、はい……」

　ほとんど後ろ襟えりを摑つかんで引きずられるようにして、ニコルはシェーラとともにくだんの武器屋へと向かった。





　　　　　






　ニコルがチームの一員としてうまくやれているか、その後の様子を聞きたいといわれて、支局の会議室に呼び出されたクローを待っていたのは、支局の現場ではたらく課長や次長クラスの面々だった。

「ニコルのことなら本人に聞けばいいだろうに、なぜオレを呼ぶのかと思ったが……これで合点がいった」

　探索人事課のブラティカがいるのは当然だろう。新人育成課のオルフセン次長がいるのもうなずけないことではない。だが、警備課のブロードソン課長まで同席しているのは、ニコルうんぬんとは無関係の、別の意図があってのこととしか思えない。

「──元気そうだな」

　クローの正面に座ったブロードソンは、がっしりした顎あごを撫なでつつ、前置きも何もなしに斬り込んできた。

「で、おまえがやったのか？」

「いや、その、ブロードソン課長──」

　オルフセン次長が焦あせった表情でブロードソンに何かいおうとしたが、当人はまるで意に介した様子がない。












「腹の探り合いなんてのはどうにも面倒でな。おまえもそうだろ、クロー？」

「相手による」

　サーベイヤー上がりのブロードソンは、新人指導課や警備部救助課の課長を歴任し、今は警備部警備課の課長職にあるが、いまだに部下を率いて遺跡の警備や支局内の見回りに出るなど、血気冷めやらぬといった風情のある大男だった。

　眉まゆから頰ほおにかけて走る傷痕をかき、ブロードソンは笑った。

「まあ、ここにいるのが色っぽい女なら、確かに俺だって腹の探り合いも面おも白しろいと思うかもしれんがな。あいにくとそういう状況じゃあない。……何となく判るだろう？」

「ああ」

「……で、おまえがやったのか？」

「まずそこが理解できない。質問の意味が」

「掲示板、見たでしょう？　噂にもなってるわ」

　会議室の壁に寄りかかったブラティカが、キセルをふかしながら割り込んできた。

「──三日前、技研の特別書庫に何者かが侵入し、稀覯本が何冊も盗み出された……犯人はいまだに不明よ」

「その話なら知っている。……オレには無関係だが」

「おまえじゃないってことか？」

「そこも理解できないところだ。特別書庫で盗難事件が発生したのはいいとして」

「よ、よくはないだろう、クローくん……」

　金髪の二枚目オルフセン次長がすかさずいった。

「いや、その……これは由ゆ々ゆしき問題なんだよ、クローくん？」

「……まあ、由々しき問題だとしてだ。なぜそこでオレが容疑者に挙げられる？　現場にオレのパンツでも落ちていたか？」

「そ、それは……」

　助けを求めるようにオルフセンがブラティカを一瞥すると、代わりにブラティカが、ミントの香りのする煙を吐き出し、クローに説明した。

「あなたならあの書庫の魔導錠をはずせる──と、複数の人間がいってるのよ。それであなたにそのへんの事情を聞いてるの」

「その複数の人間というのが具体的に誰なのかは、アレだ、聞いても無む駄だだろうから聞かないでおこう。……だが、オレをここに呼び出した根拠が何者かの讒ざん言げんというのは、いささか呆れる話だな」

「ざ、讒言といってしまうと、それは語ご弊へいが……ね？　別に彼らは、き、きみが犯人だといっているわけではないんだよ？」

「もっとはっきりした証言だの証拠だのがあれば、俺たちだっておまえを呼び出すなんて生やさしいことはせずに、いきなり逮捕してるぜ」

「……ところで、実際のところ、あなたならはずせるの？」

「特別書庫の魔導錠をか？」

　魔力が生み出す波導には個人差があり、ヒューマンの指紋や彩光と同様、魔力の波導がまったく同じ人間はふたりといないとされている。その性質を利用して開発されたのが魔導錠で、あらかじめ魔力の波導を登録された人間が手をかざすことでしか開錠できない。クローが知るかぎり、特別書庫の魔導錠を開錠できるのは、ここの支局長と技術研究部の部長、それに技研の各課の課長だけのはずだった。

「……慧けい眼がんというほどのことでもないが、あんたたちがオレに目をつけたのは確かに正しい。もっとも疑わしいのはオレだろうからな」

　クローは腕組みをし、にまっと唇を吊つり上げた。

「特別書庫の扉は、魔導錠と機械式の複雑な錠前によって鍵がかけられていると聞く。警備員の巡回の隙すきをついてこれを開錠し、中へ侵入して、そして何の証拠も残さず盗みをはたらいて逃げおおせるのは、誰にでもできる芸当じゃあない」

「おまえにはそれを可能とする魔導の才能があるだろう？　それに、通常の鍵を開ける技術にも長たけている。……何しろおまえは、このキーンホルツでもトップのサーベイヤーなんだからな」

「それを根拠にオレを容疑者に仕立てるのはあんたらの勝手だが、オレにはアリバイがあるぞ？　それを証明できる人間がいる」

「アリバイ？」

「おい、クロー。いっとくが、あのドワーフのお嬢じようちゃんやらちびっ子たちといっしょにいたってのはナシだからな？」

「三日前の夜だろう？　なら、オレは支局長といっしょにいた。明け方自分のツリーハウスに戻ったが、そこは誰かに目撃されているんだろう？」

「支局長──」

　そのフレーズに、ブラティカは溜ため息いき混じりに絶句し、ブロードソンとオルフセンは明らかな困惑の表情で顔を見合わせた。この告白を聞いて、その上で支局長にクローのアリバイを尋ねられるかどうかは、支局長と彼らの信頼関係次第だろう。

　いずれにしろ、これ以上クローが彼らの尋問につき合う義理はなかった。

「──オレのほうにはもう何もいうことはない」

　クローは椅い子すから立ち上がり、軽く肩をほぐした。

「もし支局長がオレのアリバイを証明するのを拒否したり、いっしょにいたことを否定した時は、あらためてあんたたちの尋問にも応じよう」

　そもそも法的な拘束力のないこの聞き取りに協力したのは、クロー自身がくだんの事件に興味があったからだが、あいにく、ここまでつき合ったにもかかわらず、事件に関する情報はほとんど手に入らなかった。

「……せめてアレだ、ワインかエールの一杯も出してもらいたかったがな」

　そういい置いて、クローは会議室をあとにした。

　すでに陽射しはかなり西に傾き、クローの横顔をあざやかなオレンジ色に染め上げている。尋問まがいの聞き取りにつき合っている間に、せっかくの休日もほとんど終わってしまった。どのみち何も予定などなかったが、どこかの盗ぬすっ人とのせいでこうなったのだと思うと腹立たしい。

　ツリーハウスに戻るには、階段を降りてロビーから中庭に出るのがもっとも近いが、クローはツリーハウスには戻らず、技術研究部がある西棟に足を向けた。

「──そこのメガネくん」

　ナジャ・ジャランジーラの研究室の前までやってきたクローは、足早に出てきた眼鏡めがねの女性に声をかけ、ここの女主人の呼び出しを頼んだ。

「課長ならお留守です」

　ナジャの助手のような役回りにいるズッキ女史が、眼鏡をくいっと押し上げて淡々と答えた。

「クソ忙しいこの時期に、王都の学会に出席するとかほざいてきのうから本局へお出かけです。……面倒な仕事から逃げ出したとしか思えませんが、一応は前々から決まっていた出張ですので仕方ありません」

「ほう」

　ひょいと覗き込むと、研究室の中にはおびただしい数の書物がそこかしこに山をなしていた。おそらく特別書庫に保管されていた稀覯本や資料に違いない。ああして整理し直し、破損した資料を修復しながら、何が盗まれたのかを確認しているのだろう。確かに地味で面倒な作業のようだった。

　詳しい話をナジャに聞こうと思っていたクローだったが、当の博士がいないのでは意味がない。

「あー……アレだな、手伝ってやりたいのはやまやまなんだが」

「その気もないのにいわないでください」

　もともと閲覧禁止の資料の整理を技研の職員でもない人間に手伝わせるはずもない。冷ややかなズッキ女史に睨にらまれ、クローは大おお袈げ裟さに肩をすくめてきびすを返した。

「……食事をするタイミングを失ったな」

　昼前に軽くブランチを食べて以降、食事はおろか飲み物も口にしていなかったが、食堂に寄っていく気にもなれない。クローはおとなしくツリーハウスに戻り、この前シェーラに買ってきてもらったエールの残りをすすってベッドに寝転んだ。

　その直後、外の階段を荒々しく駆け上がる足音が聞こえてきた。

「クローさん！　たいへんですよ！」

　いきなり人の住居へ踏み込んできたニコル・コルマクマは、ベッドに寝転ぶクローの腹へとまたぐように飛び乗った。

「非常事態なんです！　本格的に告発状の準備をしたほうがいいかもしれません！　実はさっき、武器を見つくろいに街へ行ってきたんですけど──」

「…………」

「聞いてますか、クローさん？」

「…………」

　クローは目を細め、すぐそこで「はっはっはっはっ」とイヌのようにせわしない呼吸を繰り返すチームメンバーを見つめた。

「……過酷な探索の日々の連続で、ついに頭がおかしくなったのか、ニコルくん？　それともアレか、おかしくなったのはオレの耳か？」

「ぼくの頭はおかしくなってないんで、可能性としてはクローさんの耳だと思います！　それじゃもう一度いいますね？　ついさっき、武器屋でのことなんですけど──」

「……さっさとどけ、四脚歩行」

「ふゃん！」

　毛布を剝はぐのといっしょにニコルを蹴落とし、クローは身を起こした。

　シェーラといっしょに武器屋に行ってきたというニコルは、これ見よがしに真新しいガントレットを両腕につけている。おそらくシェーラが見立てたのだろう、指先が開いていて、そこから自前の爪が覗く金属製のガントレットだった。ちょっとした攻撃ならこれで受け止められるだろうし、反撃も自分の爪を使えば腰の剣を抜く必要もない。こんな単純で合理的なことに今まで気づかずにやってこられたのだから、ワジールという辺境にある遺跡のぬるさもおのずと判る。

　クローはソファに座り直し、赤毛を撫でつけてあくびをした。

「……オレが寝言をいうならまだしも、どうしてきみが寝言をいう？　親戚の真似をして、道端に落ちている腐った肉でも食ったか？　脳にある種の菌が回ると、人は唐突に頓とん珍ちん漢かんなことをやらかすというからな」

「さっ、差別だ！　また人種差別発言だ！　た、確かにオオカミは肉を食べるし、ぼくも落として三秒以内の肉なら残さず食べますけど、でも、ぼくはオオカミじゃなくてウルフリングですよ！　ヒューマンとサルくらいの差があるんです！」

「そんなことは知っている。オレは博識だからな。……ただ単に、いきなり他人の家に乗り込んできて人の腹の上に乗るような奇行の理由を、ほかにうまく説明できなかっただけだ」

「だ、だって！　悔くやしくないんですか、クローさんは!?　濡ぬれ衣ぎぬ着せられたままで！」

「……例の特別書庫がどうのというアレか」

「わたしは止めたんだぜ、一応？」

　あとから上がってきたシェーラが他ひ人とごとのように呟く。クローは溜息をもらし、テーブルの上のジョッキに手を伸ばした。

「ついさっき、支局の捜査に協力してきたばかりだ。オレの無実はちゃんと主張してきたから、疑いはじきに晴れるだろう」

「え？　そ、そうなんですか？　でも、それまでじっとしてるなんて、クローさんらしくないっていうか──」

「オレが騒いだところで事態が好転するわけでもないからな」

「けど、実際に風評被害が出てるんですよ？　武器や道具を売らないなんて陰湿な嫌がらせを受けてるのに、何もしないんですか!?」

「する必要があるのか？」

「だ、だって……お、怒ってないんですか、クローさん？」

「すまないがニコルくん、オレには誰かに疑われて悔しいとか、腹立たしいとか、そういう感覚が理解できないんでね。冤えん罪ざいで投獄されたのならまだしも、そこまでの実害が出ていないのなら好きにいわせておけばいい」

　あとで真相が判明した時に恥をかくのはそいつらのほうだろう。街での風評被害にしても、すべての店がそういう態度なら問題だが、今はまだそういう段階ではない。

「で、でも！　哀かなしいとかはないんですか!?」

「哀しい？」

　完全に気の抜けたエールでのどを潤したクローは、あらためてニコルを見やった。悔しい、腹立たしいというのならまだ想像しやすいが、なぜここで哀しくないのかと尋ねられるのか理解できない。

「何いってるんですか！　自分の無実を信じてもらえないって、とっても哀しいことじゃないですか！　哀しいから悔しくなるし、腹も立つんでしょ!?」

「…………」

　客観的に考えれば、皮肉屋で冷笑家の自分が他人から信用されにくいのは当然だと思う。しかし、そのことであれこれいうのは自業自得だということをいったん棚上げにすれば、確かにクローにも、信じてもらえなければ哀しいと感じるかもしれない相手が、まったくいないわけではない。

　クローが黙り込んだのを、考えが揺れ始めていると判断したからか、ニコルがにじり寄ってきてさらにいいつのった。

「さあさあ！　クローさん、だんだんその気になってきたんじゃありませんか!?」

「……いや」

「ええ!?」

「オレがしゃしゃり出ていって警備部の捜査を邪魔するようなことになれば、かえってオレが犯人だという疑いを裏打ちすることにもなりかねないからな」

「そっ、そんなの、バレないようにこっそりやればいいでしょ？　ふだんからあんなデカい口叩いてるんだから、こっそり調べるくらい簡単なんじゃないんですか？」

「……アレだ、ニコルくん。いつも思うんだが、きみのそれは天然なのか、それとも天然をよそおって意図的に毒を吐いているのか？　意図的にやっているのだとすれば非常に興味深いな」

「ええっ？　あ!?　ち、違いますよ！　つ、つい……ぼ、ぼくって隠しごとがヘタなもんで──」

「……ああ。わたしもおめえのそれは、実は計算でいってるんじゃねえかって思う時があるぜ」

「──クロさ～ん！」

　クローとシェーラにじとりとした視線で見つめられ、言葉に窮きゆうしたニコルがうろたえているところに、ラムとネフェティが上がってきた。

「ちょっと早いけど夕ごはんいっしょに──あれ？　コルくんにシェラちゃん」

「ちょうどいいところに来たな」

　クローはニコルを指差し、ラムにいった。

「きょうはいろいろあって疲れたからオレはもう寝る。食事に行くというならオレの代わりにこいつを連れていって、何でもいいから腹いっぱい肉を食わせてやれ。……腹が満たされればくだらんこともいわなくなるだろう」

「お肉を腹いっぱいっていうのは大歓迎ですけど、ぼくは別にくだらないことなんていってるつもりは──」

「……おいニコ坊、クロー本人がいいといってるんだ、他人がこれ以上首を突っ込むことじゃねえぜ？」

「だけど──」

　シェーラがたしなめても、ニコルはまだ納得がいっていない様子だった。

「なら、おめえがいつまでも軟弱なのは可か哀わい相そうだから、わたしが鍛えてやるっていうのもアリなんだな？　おめえがもう勘弁といったって、厳しい稽けい古こを延々つけてやるけどそれでもかまわねえわけだな？」

「そっ、それは……！」

「じゃあおめえも無理を通そうとするんじゃねえ。行きすぎた好意は時に相手の負担になるんだってことを理解しな」

　その外見とは裏腹に、シェーラのものの考え方はほとんど大人おとなのそれだった。夢見る少女のラムや自己中心的で享楽的なネフェティより、シェーラはずっと現実的で克こつ己き心しんがあり、実はクローもそのあたりを買っている。

　クローが食事に行かないと聞き、ラムはあからさまに気落ちしている。

「え～、クロさんいっしょに行かないの～？　クロさんならともかく、コルくんにはあんまりごちそうするモチベーションが湧わかないっていうか」

「ら、ラムさんヒドいですよ！　ぼくが食事代を全部ラムさんに払わせる前提でしゃべってませんか!?　それともまたあなたがたお得意の人種差別ですか、それは!?」

「アナタ、ここへ来る前からそんなに告発？　が趣味だったわけ？」

「告発は趣味じゃありませんから！　善良な市民の正当な権利ですよ！」

「どうでもいいが、人のうちで騒ぐな」

　かつんとジョッキをテーブルに置き、クローは嘆たん息そくした。

「──オレが食事に出ないのは、この前の特別書庫の一件で疑惑の目を向けられているからだ。じきに疑いは晴れるだろうが、出先でたちの悪い連中に絡まれてもつまらんだろう？」

「えっ？　そうだったの、クロさん？」

「あ～、やっぱり疑われたんだ？　ま、自業自得じゃない？」

「それじゃあ……」

　ラムはしばし考え込んだあと、ぽんと手を打った。

「せっかくみんな揃ってることだし、ここでごはんにしない？」

「そいつは悪くねぇな。支局の食堂だと、混んでくると追い出されちまってのんびりできねえし」

「いっておきますけど、ぼくはお肉しか消化できないですからね？」

「食堂のおばちゃんに今すぐ頼めばさ、まだ混み合う時間じゃないし、持ち帰り？　とか対応してくれるんじゃない？」

「……家主をそっちのけで何を相談しているんだ？　おい、そこのどぶドワーフ、勝手に仕切るな」

「まあまあ、クロさんはゆっくりしてて。場所を提供してくれるわけだから、何もしなくていいのよ？」

　クローが眉をひそめているのもおかまいなしに、ラムたちは勝手に話を進めていく。シェーラはニコルに数枚のコインを握らせ、

「ニコ坊、おめえはそこそこ脚がはえぇんだから、ちょいといつもの酒場まで行って、小さい樽たるでワインか何か買ってこい」

「ふっふっふ……任せてください！　ぼくにもそういう重要な任務がこなせるってところをお見せしますよ！」

「任務ってレベルかよ。……おい、ラム公。ここにゃろくに食器がねえぞ？」

「じゃ、シェラちゃんとネフちゃんで先に食堂のおばちゃんのところ行っててくれる？　わたしはいったん部屋に戻って食器とか用意してくるから」

「はいは～い」

　最後までクローに口をはさませることなく、ラムたちは勝手に解散していった。

「…………」

　ふたたび静けさを取り戻した部屋の中で、クローは小さく鼻を鳴らした。

　まるで小さな嵐が通りすぎていったかのように、一気に騒々しくなって、すぐに静かになった。あと三○分もすれば、またみんな戻ってきてにぎやかになるのだろう。クローには今ひとつ理解しがたかったが、どうやら人間というのは仲間同士で集まって──抽ちゆう象しよう的てきないい方をすれば──たがいの体温を確認し合い、孤独ではないということを自覚する行為が好きらしい。

　そんなことを考えていると、どすどすと大おお股またの足音が早くも戻ってきた。あの歩幅はラムだろう。樽の底に残っていたエールをジョッキにそっくり移し、クローはベッドの上に膝をかかえて座った。

「お待たせ、クロさん！」

　大きなバスケットを下げて戻ってきたラムは、テーブルにさっさとクロスを敷き、そこに食器を並べ始めた。

　鼻歌を歌いながら準備をしているラムの背中に、クローは声をかけた。

「なあ、ガンツくん」

「クロさん！　いくらラムとクロさんの仲でもそれはやめて！」

　キッと振り返ったラムは、木のフォークとスプーンを放り出し、ベッドの上のクローに詰め寄った。

「──ラムがその名前が嫌いなの知ってるでしょ!?」

「いい機会だから聞こうと思ったんだが、オレにはその感覚が理解できない」

「え？」

「おまえは自分の名前が嫌いだというが、それはなぜだ？」

「それは……」

　ラムはクローの前で正座し、頰を染めてもじもじしている。

「だって、響きが可か愛わいくないっていうか──」

「だが、ドワーフらしくはある。ドワーフの名前というのはだいたいみんなゴツゴツした感じだろう？　たとえばアレだ、おまえの親戚の武器屋の店主は何という名前だ？」

「ガングロッド・ドン・ガンツ……」

「いかにも力強いドワーフの男という響きだ。なら酒場の女将おかみの名前は？」

「ブルンガ・ゴード・ブラン……」

「いかにも力強いドワーフの女という響きだ。ならおまえの名前は？」

「ゴーダムーラ・ドン・ガンツ……」

「いかにも力強いドワーフの女という響き──」

「でも可愛くないもん！」

　クローの言葉をさえぎり、ドワーフ少女ゴーダムーラ・ドン・ガンツはばふんばふんと枕をはたいた。

「そんな古臭い名前はダメなの！　ラムはもっとキラキラした名前がいいの！」

「おまえはドワーフらしくありたいのか、それともそうじゃないのか、いったいどっちなんだ？」

「そっ、それは……」

　ゴーダムーラという名を捨ててラムと自称する少女は、眉根を寄せて唇をとがらせ、上目遣いにクローを見つめた。おそらくヒューマンやエルフの男は、美少女のこういう表情を好ましいと感じるのだろう。ただ、惜おしむらくはラムはドワーフであり、この外見に生まれてきたことで深く悩んでいるのだった。

「おまえはドワーフに生まれながら、そのドワーフらしからぬ外見のせいで疎外感を感じて生きてきた……そうだな？」

「……うん」

「その細腕で斧おのを振り回したり、さして強くもない酒を無理に飲んだりするのは、それこそがドワーフらしいとおまえが考えているからか？」

「……うん」

「できれば酒場の女将のような女ドワーフになりたいのか？」

「……それで結婚できるなら」

「結婚？」

「だって……ラムみたいなのは里に戻ってもふつうに結婚できないもん！」

　ラムは目に涙を浮かべ、ふたたびクローの枕に連続パンチを叩き込んだ。

「ラムが生まれた里では、一二になっても酒樽をかかえられないような細い女は嫁のもらい手がないって……幼馴染みはみんなもう一二くらいで許嫁いいなずけがいて、早い子は一四で結婚して、どんどん片づいてって──わたしだけ、ずっとあまってて……」

　ぐすんぐすんと鼻をすすり、それでも少女のパンチは途切れない。非力なくせになかなかの持久力である。

「だからラム、里を出て、遠縁のおじさんがいるこの街に来て──」

「……ひょっとしておまえはアレか、婚活のためにここへ来たのか？」

「最初はそうだったんだけど……でもやっぱりラムをお嫁さんに欲しいってドワーフの王子さまは見つからなくて……そのうち、自分でもどうしたいのかよく判らなくなって──でも、今はクロさんたちとサーベイヤーやってるのがすごく楽しいから」

　目もとをぐしぐしとぬぐい、ラムは小さく笑った。

「クロさんやさしいし、ネフちゃん面白いし、シェラちゃん可愛いし、コルくんは──里で飼ってた番犬みたいだし、今はみんなといるのが楽しいから、婿むこ捜さがしとか、なるべくそういうこと考えないようにしてるの」

「そうか。おまえのようなマイノリティが生きていくには、保守的な地方より都会のほうが楽だというからな。それもいいだろう。──いっそのこと、ドワーフじゃなくヒューマンかエルフとして生きてみればいいんじゃないのか？」

「えっ？」

「ドワーフならおまえは嫁のもらい手がないが、ヒューマンかエルフなら、おまえは引く手あまただ。いつでもしあわせな結婚ができる」

「ほっ、ホントに？」

　ラムはクローにさらににじり寄り、その手を握り締めた。

「──そうしたらラムもホントに結婚できる？」

「ああ」

「白馬の王子さまが迎えにきてくれる？」

「迎えにきてくれるかどうかは判らないが、アレだ、ドワーフの白馬の王子を待つよりは確率は高いな」

「ホントに!?」

「ああ。……もしおまえがはたちをすぎても嫁にいけないようなら、おれが責任をもって──」

「クロさんありがと！」

　クローの言葉を最後まで聞くことなく、ラムはクローに抱きついた。

「……責任をもって婿を捜してやるといいたかったんだが」

　淡々としたその呟きが聞こえているのかいないのか、ラムはクローの胸にごりごりと顔をこすりつけている。まるで獣けものが自分の縄張りを主張するために匂いをつけるかのようだった。

「──ああっ!?　なっ、何してるんですか、クローさんとラムさん!?」

　素すっ頓とん狂きような声にそちらを見やると、小樽を背負ったニコルが扉を開けたところで硬直していた。

「なっ、な……そそっ、そういうことですか!?　ぼっ、ぼくたちに手間のかかるお使いを押しつけておいて、じっ、自分たちはそういう、はっ、はは、はれっ、破は廉れん恥ちきわまりないな！　こっ、ここ、告発しますよ、ぼくは！」

「罪状が何なのか気になるところだが、それ以前にきみの勘違いだ、ニコルくん。……おまえもいい加減に離れろ、どぶドワーフ」

「いや～ん！」

　ラムを押しのけ、クローはニコルが背負っていた樽を取り上げた。

「──メシの準備をするなら早くしたほうがいいぞ？　ぐずぐずしていると、オレがひとりで先に飲み尽くしてしまうかもしれないからな」

　樽の栓を抜き、ジョッキにワインをなみなみとそそいだクローは、デッキに出てハンモックに横たわった。

　おだやかな夕風が吹き寄せてきて、カエデの枝葉をざわざわと揺らす。静かにワインをすすっているうちに、いったんは遠ざかっていた眠気がふたたび襲ってきた。

　ネフェティとシェーラが戻ってくる前にひと眠りしようと、クローはジョッキを空にして目を閉じた。

「────」

　クローには、自分は孤独ではないと確認したがる人間の思考は理解できない。クローは孤独を嫌ってはいないし、むしろひとりでいるほうが気が楽だと思うこともある。

　ただ、それでも、こうして仲間の気配がするそばでまどろむのは、決して不快なことではなかった。





　　　　　






　埋まい蔵ぞう文ぶん化か財ざい保ほ護ご局きよくの本局は、ベルーガ王国の王都ゴルトハウゼンにある。

　しかし実際のところ、ゴルトハウゼン周辺にはこれといった遺跡もなく、本局とはいえ規模はそう大きくない。ここに登録して活動しているサーベイヤーもごく少数で、むしろ王国の各地から集まってくるさまざまな情報の集積地としての性格が強い。

　ずっとキーンホルツ支局ではたらいているナジャからすれば、その規模も、管轄している遺跡の重要度からいっても、キーンホルツこそが埋蔵文化財保護局の中心だという思いがある。

　ただ、ナジャがそれをあからさまな態度に出すことはない。本局ではたらいている職員たちの中に、キーンホルツが遺跡探索の実質的な中心地だということを認めたがらない、度量のせまい人間もいるということも承知している。だからこそリンデンブロッホ支局長も、半期に一度の本局詣もうでを、万事にそつのないナジャ・ジャランジーラに任せているのだろう。

「とはいえ──慣れない愛想笑いを続けていると、さすがに顔の筋肉が疲れるな」

　本局の玄関を出たナジャは、溜息混じりに頰の筋肉をマッサージしながら、白衣の裾すそをひるがえしてゴルトハウゼン中央大学へ向かった。

　キーンホルツの支局や大学には、キーンホルツの遺跡群から出土した大量の遺物が保管されているが、よその土地の遺跡で発見されたものはほとんどない。しかしこのゴルトハウゼンには、キーンホルツ以外の各地で発見された遺物が大量に集められている。それらは規模の小さな本局ではなく中央大学考古学部の資料倉庫で保管されており、ナジャは都に来るたびに大学へも顔を出しているのだった。

「──そういえば博士！」

　顔馴染みの大学職員が、学部長室にあいさつに立ち寄ったナジャを捕まえて興奮したように切り出した。

「今度そちらの大学にコルマクマ教授が赴任なさったでしょう？」

「ああ……あいにくとまだお目にかかってはいないが、いらっしゃったね、確か。到着なさってそうそう、食しよく中あたりで寝込んだと聞いたが」

「そうなんですよ！　あの先生、研究はスゴいのに本人は残念ていうか……消化できないものをうっかり食べて腹を壊すってことを何度も繰り返すらしくて、たびたび講義を休んだりしてましたよ」

「……講義？」

　さっさと話を切り上げて立ち去ろうとしていたナジャは、ふと眉をひそめ、古い人骨を大おお雑ざつ把ぱに刷は毛けで掃除している職員ピット氏に聞き返した。

「教授はもともとここの出身だったのかな？」

「はい。ただ、調査のためにあちこち渡り歩いてるかたなので、講堂で学生相手に講義をするってこと自体、珍しいんです。ぼくが学生だった頃は一応ここの教授だったはずなんですけど、たぶん半年くらいしかいなかったんじゃないかなあ？」

「なら、きみが講義を聞けたのは運がよかったということだね」

「自分でもそう思います。体育科に通ってた友人なんか、ぼくといっしょに教授の講義を聞いてすごく感激して、やっぱりこっちの道に進む！　って転部しちゃったくらいなんですよ」

　厚底眼鏡のピット氏は、ときおりくしゃみをしながら、ほとんどこすりつけるようにして骨に刷毛をすべらせている。サイズと形状から見て、おそらく壮年のドワーフの頭ず蓋がい骨こつだろうが、この調子でごしごしやり続けていたら、こすれてひと回り小さくなりかねない。

「──かくいうぼくも、教授がキーンホルツ大学に移るって聞いて、真剣に転職を考えましたからね。今は空あきがないからダメだって断られたんですけど。……ねえ博士、キーンホルツ支局の技研で職員募集とかしてないですかね？」

「申し訳ないが、今は人手は足りているよ」

　もし足りなかったとしても、ナジャがピットを採用することはないだろう。彼には遺跡からの出土品をあつかうのに必須の繊細さが決定的に欠けている。

　このままでは本格的に転職のサポートを頼まれそうな気がして、ナジャは今度こそきびすを返して立ち去ろうとした。

「……あー、教授があっちに行くって判ってたら、ぼくもオルフセンといっしょに応募しとけばよかったかなあ」

「────」

　思いがけない名前を耳にして、ナジャの足がふたたび止まった。

「……きみ、今、オルフセンといったかな？」

「え？　ああ、はい。さっきいったぼくの友人、コルマクマ教授の講義を聞いて一念発起して、ここの考古学部を卒業したあと、埋まい文ぶん局きよくに勤め始めて、去年、キーンホルツ支局に転勤になったんです」

「では、今はウチの支局の職員をしている……と？」

「だと思いますよ？　具体的な部署は知りませんけど。あいつ、元気でやってるのかなあ。あっちにいったらぜんぜん手紙寄越さなくなって──」

　ついにピットは頭蓋骨を頭の上に載せ、椅子をぎこぎこやりながら、天井を見上げてぼやき始めた。しかしナジャはその行為にはあえて触れず、平静をよそおってピットに尋ねた。

「そのご友人がウチの支局にいるのなら、きみに連絡するようにいっておこうか？　確かオルフセンといっていたが──まさかボグート・オルフセン？」

「え？　ご存じなんですか？　もじゃもじゃオルフセン」

「もじゃもじゃ……？」

「はい。会えば一発で判ると思いますよ。すっごいチリチリの黒髪で、ガキの頃からもじゃもじゃってアダ名で呼ばれてて、居眠りしてる間にスズメが巣と間違って舞い降りてきたこともあったっけ」

「チリチリ頭で黒髪……？」

　ナジャは目を細め、ピットの言葉を反はん芻すうした。

「え？　そちらの支局にいるんですよね、もじゃもじゃ小男のオルフセン？」

「あ、ああ……いたような気がするが」

「まあ、あいつには今の仕事のほうが肌に合ってると思いますよ。何しろあいつ、図書館で借りた辞典をわざわざ背負って帰らなきゃならないほど体力のないヤツで──そもそもどうして体育科に入れたんだ、あいつ？」

　仕事を忘れて続けられるピットの思い出話を、すでにナジャは聞いていなかった。

「オルフセン──？　あのオルフセンが、もじゃもじゃの小男……？」

　かつかつとヒールを鳴らして外へ飛び出したナジャは、大学の門前で客を待っていた辻馬車のドアを開けて荷物を放り込むと、金貨が詰まった袋を御者に投げ渡した。

「おっ、こ、これは……お、お客さま、いくら何でも多すぎます！」

「いいから取っておきたまえ。……代わりに飛ばしてもらいたい。急いでいるのでね」

「そ、そうおっしゃるなら──で、いったいどちらまで？」

「キーンホルツだ」

「は……？」

「キーンホルツだよ。知っているだろう？　ここから北に行ったところにある街だ」

　さっさとシートに尻を落ちつけ、ナジャはいった。

「ここから北って……え、駅馬車で行くような距離ですよ!?　駅馬車なら大学の裏手のほうに──」

「駄目だ。わたしは急いでいるんだよ」

　駅馬車は決められた時刻表にしたがって運行している。それを乗り継いでキーンホルツに向かおうとすれば、到着するのは早くても三日後になってしまう。

「──この馬車を貸し切ろう。キーンホルツまで往復したとしても、さっき渡した運賃で充分お釣りが来ると思うが？」

「そりゃまあ──ですが、私も泊まりがけでよその街まで客を運んだことなんて……」

「人間、何ごとも経験だよ」

　ちろちろと舌を覗かせ、ナジャは御者のシートを軽く蹴飛ばした。

「──場合によっては途中で馬を換えてもいい。その代金もわたしが支払おう。とにかく、あすの夜半、遅くともあさっての夜明けまでにはキーンホルツにたどり着いてもらいたい」

「……保証はしかねますよ」

　御者は首をすくめ、馬の背に鞭むちを入れた。

「…………」

　ナジャは静かに嘆息して目を閉じた。

　さっきピットの話に出てきたボグート・オルフセンとは、おそらくキーンホルツ支局の新人指導課にいるあのオルフセン次長のことだろう。ゴルトハウゼン出身という点、そして昨年ゴルトハウゼン本局から異動してきた点も一致する。ピットの幼馴染みだというなら、年齢的にも当てはまる。

　ただ、その容姿だけが一致しない。

　ナジャが知るボグート・オルフセンは容姿端麗な金髪の男だが、ピットの友人であるボグート・オルフセンは、チリチリの黒髪の小男だという。ピットが噓うそをいっていないのだとすれば──そもそも彼がナジャに噓をつく理由などないのだが──今キーンホルツにいる色男は、ボグート・オルフセンを名乗るまったくの別人という可能性が出てくる。もしあの色男がオルフセンの身分を騙かたってキーンホルツ支局に入り込んだ別人なのだとしたら、その正体と目的を明らかにしなければならない。

　おりしも技研では特別書庫が破られたばかりだった。その件がこのことと無関係だと考えるほど、ナジャは能天気ではない。

　今は一刻も早くキーンホルツに戻り、ことの次第を支局長に報告して、オルフセンの素性を確認しなければならなかった。





















「──あれ？」

　いつもより少し遅く起きて支局へやってきたニコルは、ロビーにできた人だかりを見て首をかしげた。ここの支局の調査鑑定士サーベイヤーたちは、どちらかといえば昼頃から活動を始めることが多く、ランチ前のこの時間にロビーにたくさんの人がいるというのは、ニコルにとっては初めてのことだったのである。

「どうしたんです？　何かあったんですか？」

「見ろよ」

　背の高いエルフの青年が、身体からだを脇にずらして人垣の奥を覗のぞかせてくれた。

「え？　あ、あれ？」

　床一面に散らばった石のかけらに気づき、ニコルははっと顔を上げた。見ると、きのうまで天井近くの壁に飾ってあったはずのレリーフがない。

「もしかして……お、落ちて壊れちゃったんですか？」

「単に何かの拍子に落ちたのなら、ま、不運な事故ってことですむ話なんだろうがな」

　エルフの隣にいた顔色の悪いヒューマンの男が、ぽりぽりとアーモンドをかじりながらしわがれ声で呟いた。

「──あのレリーフを固定してた留め金はそのまま壁に残ってる。要するにありゃあ、誰だれかがあそこからはずして、わざと落として壊したんだよ」

「ええ!?　わ、わざとって──ど、どうしてそんなことを？」

「知らん。興味もない」

　野次馬根性もあらわに現場を遠巻きにしていたくせに、男はエルフの若者と連れ立ってどこかへ行ってしまった。

「…………」

　大きな破片はすでに片づけたあとなのか、人垣の奥では職員たちが箒ほうきを使ってレリーフの細かい破片を回収している。見たところ、かなり細かく砕くだけてしまっているようだけど、あれも技研へ持ち込まれて修復がこころみられるのかもしれない。

　ここの技術研究部は、西棟をまるまるひとつ占有していて、そこではたらく職員も一○○人以上いるという。支局の中で一番所帯が大きいんだけど、出土品の鑑定、分類からこの手の修復作業、さらには遺跡に住む生物の研究や探索に役立つ道具の開発、改良といった分野まで担当していることを思えば、それも当然なのかもしれない。

「どうした、ニコルくん？」

　その声に振り返ると、クローが立っていた。

「あ、クローさん。ゆうべはどうも」

　きのうはクローのところでみんなで食事をして陽気に騒いだ。ニコルはひと足先に家に帰ったけど、すぐ隣の独身寮住まいのラムたちは、さらに遅くまで居座っていたに違いない。

「──あれ、見ました？」

「ああ。おかげでもっと寝坊するつもりがダメになった」

「はい？」

「レリーフが破壊されたと聞いて、野次馬どもがロビーと寮の間を行ったり来たりしてくれたんでな。早朝から騒がしくて目が醒さめた」

「今、破壊されたっていってましたけど、やっぱりそうなんですか？」

「誰かが壊したと考えたほうが面おも白しろくはある。いったい犯人は誰なのか、目的は何なのか──しかしまあ、それもアレだ、技研の連中が調べれば何か判わかるだろう」

「判りますかねえ？」

「素人しろうとが見て判らないものでも技研の連中が調べれば何か判るかもしれない。そうでなければ技研が存在する意味もないだろう？　あそこの連中は専門職だから、ほかの部署の職員より高給取りのはずだ。そのぶんはたらいてもらわんとな」

　ふたりが立ち話をしている間に、研究員たちはあらかたレリーフの破片を片づけ、西棟のほうへ引き上げていった。

「──おっ、ニコルじゃないか」

　このあといっしょにお昼でも食べようかとクローと話していたニコルは、ふたたび後ろから声をかけられ、反射的に耳と尻尾しつぽを立ててしまった。

「と……とうさん？　どうして支局に？」

「いやー、実は研究のためにここの資料室を使わせてほしいと思って、そのお願いのためにお邪魔したんだけどな。……しかし、毎日家で顔を合わせているのに、こういう出先で会うと何だか新鮮だなあ」

　散っていく野次馬たちと入れ替わりにやってきたパウルは、熱気のせいで曇った眼鏡めがねのレンズをきゅきゅっとぬぐった。

　ニコルの父パウルは、見た目だけなら精せい悍かんなウルフリングそのものなのだが、レンズの厚い野暮ったい眼鏡をかけているのと、いつもよれよれの白衣を着ているせいで、ニコルとはまた違った意味でウルフリングっぽくない。きょうは特に着古したような白衣を着ていて、いかにも冴さえない貧乏学者という感じだった。ファッションセンスについてはニコルもあまり人のことをいえる立場じゃないけど、もう少し気を遣つかえば再婚だってできるだろうに、とは思う。

　パウルはあらためて眼鏡をかけ直すと、そこで初めて気づいたかのように目を丸くしてニコルに尋ねた。

「──おい、ニコル、こちらの無愛想な美少年はおまえの知り合いか？　それとも因縁でもつけられているのか？　カツアゲか？　もし困ってるんだったらとうさんが何とかしてやるぞ？　とうさんこれでも足の速さには自信があるから、すぐにでも警備の人を連れてきてやる！」

「ち、ちがうよ、もう！　すぐそうやって素で無礼なことをいうんだから！　おまけに助けてくれるっていうのも他力本願だし……」

「なるほど……アレだな、きみの空気を読まない発言の数々は、どうやら父親ゆずりのものだったらしいな、ニコルくん」

　ニコルとパウルのやり取りを見て、クローが薄く笑っている。何がおかしいのかニコルにはよく判らないけど、少なくとも父の発言に立腹してはいないようだった。

「この人はぼくのチームのリーダーのクローさんだよ。確かに、いかにも弱者をカツアゲしそうな暗い笑みを見せることが多いけど」

「ああ……！　そうかそうか、きみが──いや、息子むすこの話によく出てくるんで初めて会った気がしないなあ」

「……だったらどうしてぼくがカツアゲされてるなんて誤解するのさ？」

「オレは気にしていないぞ、ニコルくん。何しろ学者というものはたいてい変わり者だからな。他人とうまくコミュニケーションが取れなくても不思議はない。優秀な学者ならなおさらだ」

　くっくっくっ……と低く笑いながら、クローはニコルの肩を叩たたいた。

「──どうもはじめまして、コルマクマ教授。とても優秀な学者だとか」

「はっはっは、そんなにほめられると照れるなあ」

　一方こちらは能天気に笑って、パウルはクローが差し出した手を握り返した。今の会話の流れでどうして自分がほめられていると思えるのか、ニコルには父の思考が理解できない。ただ、頭がよすぎる人間は変わり者だというクローの主張には、確かにうなずかざるをえない点があるのも事実だった。

「──それでとうさん、資料室がどうのっていってたけど？」

「ああ、そうそう。キーンホルツ大学の図書館も悪くはないんだがね、やっぱりこの街で一番資料が充実しているのはここの技研なんだよ。それで、そこをどうにか使わせてもらえないかと思ってあいさつがてら来てみたんだが、その……何といったかな？　技術研究課の責任者の──」

「ナジャ博士？」

「そう、そのナジャ博士！」

　首の後ろのもさもさと男らしい毛をかきむしり、パウルはかぶりを振った。

「──どうやらナジャ博士は、とうさんが食中毒で地獄の淵ふちをさまよっている間に、入れ違いにゴルトハウゼンに行ってしまったらしいんだ」

　特別書庫の整理がイヤでナジャ博士は出張にかこつけて逃げ出した──などという不穏な噂うわさを、ニコルもついさっき耳にしたばかりだった。食堂から出てきた技研の職員たちが恨めしげにいっていたので、案外本当なのかもしれない。

「仕方がないから、ついでといってはアレだが、支局長にごあいさつして、ここの食堂で肉でも食べて帰ろうかと思ってたところなんだ。どうだ、ニコルも？　とうさん奢おごっちゃうぞ？」

「いや、ぼく、クローさんと食べようかって──」

「なっ、何だって!?」

「そんな驚かなくても……だって、探索のための話し合いとかもあるし」

「そっ、そんないっぱしのサーベイヤー気取りのセリフなんか吐いて……ニコル、ここへ来てから何だかつき合い悪いぞ？」

　パウルは眼鏡の奥の瞳を潤ませ、恐ろしげな爪の生はえ揃そろった手でニコルの肩をがしっと摑つかんだ。本人はまるっきり意気地のない文系だけど、各パーツはまぎれもないウルフリングなのでけっこう怖い。

「これまでずっと父ひとり子ひとりで仲よくやってきたじゃないか！　なのに最近じゃ、いっしょに夕食のテーブルを囲む機会も減って……やっぱりあれか、とうさんが歓迎会でカモ肉を爆食したのが──」

「それはもう根に持ってないから！　単に忙しいんだって説明したでしょ！　──だいたい、周りを見なよ！　みんな真ま面じ目めにはたらいてるでしょ？　息子とランチがしたいなんて駄々をこねてる残念な大人おとなはとうさんぐらいのものだよ！」

「あ、そういえばはたらくで思い出した」

「何をさ？」

「いや、さっきここへ来る途中、見覚えのある人を見かけたんだよ。ここではたらいているのかな、彼？　名前を思い出せないんだが──」

　パウルは下した顎あごに手を添え、眉まゆをひそめて首をかしげている。

「顔見知りがいるということは、教授はもともとこちらの出身なのか？」

　クローが尋ねると、パウルはふるふると首を振った。

「私は王都の生まれなんだよ。……やっぱり私の見間違いかなあ。以前、ゴルトハウゼンの陸軍大学に講師で招かれた時に、熱心に私の講義を聞きにきていた若者に似ていたんだが──」

「えっ？　それってとうさんの教え子ってことじゃない？　ここで教え子の人がはたらいてるの？」

「教え子というほど指導していたわけじゃないよ。確かひと月もなかったかな？　とにかくそんな短期間だったからね。……でも、考えてみれば彼はあの時すでにエリート軍人だったはずだし、サーベイヤーにしろここの職員にしろ、彼が軍を辞職してまで転職するとは思えないから、やっぱり別人かなあ」

　前の大戦での敗北をかんがみ、現在のベルーガ王国は軍備の拡大に慎重だった。それは単なる装備の問題だけではなく、周辺諸国よりも明らかに兵士の数が少ない。ただ、そのぶん、優秀な人間を選び出して徹底した訓練と教育をほどこし、質だけでいえば大陸有数といってもいいレベルを維持していた。

　要するに、この国で軍人といえば、誰もがなれるわけではない超エリートであり、高給取りだった。だから、せっかく軍人になった人間が、あっさりその職を捨てるというのは確かにおかしい。

「教授、それはいったいどんな男だった？　見た目は？」

「そうだなあ……端的にいうと、いかにもな色男かな。──あ、ぼくらの感覚ではなくて、きみたちの感覚での色男だけど。たぶんヒューマンかエルフで、金髪だった」

「金髪の色男……当てはまりそうな人がここにいますかね、クローさん？」

「そんな条件なら該当者はいくらでもいるぞ。ここに登録されているヒューマンとエルフの男性サーベイヤーがどれだけいるか、きみは知っているか？」

「いえ、知りませんけど。……何人なんです？」

「オレも知らない」

「は？」

「要はそれだけ多いということだ。……だいたい、エルフの男性はほぼ全員が金髪の二枚目だぞ？　まったく没個性な連中だ、あいつらは」

「あっ、また差別的な発言！　エルフたちから告発されても知りませんよ、ぼくは！」

　ぷんすか怒るニコルを冷ややかに一いち瞥べつし、クローはパウルにいった。

「……コルマクマ教授、余計なお世話とは思うが、あんたいったいどんな教育を息子にしてきたんだ？　ふた言目には告発告発と、よほどつらい目に遭ってきたとしか思えないんだが？」

「うーん……きみには理解できないかもしれないが、公的権力に頼るのは弱者の特権というか、それしかすがるものがないというか──」

「ウルフリングにあるまじき態度だな」

「私も困っているんだよ。息子にはもう少し力強く生きてもらいたいんだが」

「人のこといえるの、とうさん!?」

「あら、ニコルくんじゃない。それにクローも」

　ニコルがくわっと父に吠ほえかかろうとしていると、全面禁煙だというのに堂々とキセルを口にくわえたブラティカがやってきた。

「あらあら、もしかしていっしょにいらっしゃるのはニコルくんのおとうさま？」

「そ、そうですが……あ、あなたは？」

「探索人事課次長、ブラティカ・ブラボーと申します。……あらあら、あらあらあら」

　いったい何があらあらなのか、ブラティカは赤く縁取られた瞳を丸くして、コルマクマ親子の周りを回り出した。












「あらあら」

「な、何なんですか、いったい？」

　すでにパウルは腰が引けていた。早くに亡くなったニコルの母は、大おお雑ざつ把ぱにいうと小柄で丸っこい、いかにも「女！」というより、いかにも「かあさん……」というタイプの女性だったから、好みという点で考えれば、ブラティカはパウルが苦手とする種類の女性なんだろう。

「ニコルくんのおとうさまというと、パウル・コルマクマ教授……？」

「は、はあ……それが何か……？」

「いえ、もし博士がこちらにいらしたら、ぜひとも教授の研究についてお話を伺うかがいたいと思っておりましたので」

「は？　ですが、今こちらの技研はたいへんな騒ぎで──」

「いえ、わたしが個人的に博士に──博士の研究に興味がありますの」

　口もとを隠して上品に笑ったブラティカは、すでに右手をパウルの白衣の袖そでにかけていた。

「──さあさ教授、どうぞこちらへ」

「えあ!?　いやしかし、わ、私は息子と食事に──」

「そんなものはご自宅に戻ってからでいいじゃありませんか」

「そんなもの!?」

「うっふっふ、とにかく逃がしませんわ」

「に、ニコル！　クローくん！　ちょっ、ど、おい、ちょっと!?」

「教授、その女はそんな感じだがかなりの権力者だ。息子のためにも、くれぐれも粗相のないように頼む」

　ずるずると引きずられていくパウルを助けることもせず、クローはただにやにやと笑っている。その隣でニコルもただ父を見送るだけだったのは、やっぱりまだ心のどこかでカモ肉の一件がくすぶっていたからなのかもしれない。

「……あのぶんだと、きみの父親のほうが逆に食われそうだな」

「えあ!?　ぶっ、ブラティカさんて人を食べるんですか!?　確かにフォックスリングも肉食ですけど──」

「……天然でそういう反応が返ってくるところがアレだ、女どもに敵てき愾がい心しんをいだかせないポイントなんだろうな、ニコルくんの場合」

「はい？　いや、そんなワケの判らない話より、とうさんのことですよ！　ホントにブラティカさんがとうさんを食べようとしてるのなら助けにいかないと！　呑のん気きに見送るんじゃなかった！」

「問題ない。かなり疲ひ弊へいはするだろうが、五体満足で戻ってくるだろう。仮にもウルフリングだからな」

「は……？　クローさんのいってること、ぜんぜん判らないんですけど」

「判らないならそれでもかまわんが、ラムやネフェティに相談するのだけはやめておけよ？　きみは他人の触れられたくない部分を意図せず鋭くえぐる悪あく癖へきがあるからな」

「いやー、さすがにもう大丈夫ですよ。シェーラさんからも釘くぎを刺されてますしね」

　特にクローの愛人問題については絶対に触れるな！　と念を押されていることはおくびにも出さず、ニコルはクローとともに食堂に向かった。

「シェーラに釘を刺されたということは、アレか、きみはシェーラにも何かまずいことをいったのか？」

「え？　別に何もいってないですよ？」

「そうか。……ならもう判っているとは思うが、ラムにエルフみたいだというのが厳禁なのとは正反対に、シェーラに背が低くてエルフっぽくないというのは厳禁だからな。むしろシェーラのほうが、動きが素早くオレたちが止める間もなく殴なぐりかかってくるぶん、ラムよりも厄やつ介かいだ」

「いやいや、背が低いのはぼくだって同じですからね。そんなブーメラン投げるような真ま似ね──」

　はははと笑って流そうとしたニコルは、でも、今のクローのセリフの中にどうしても聞き流せないフレーズが混じっていたことに気づき、眉み間けんにしわをよせてクローを見上げた。

「エルフ!?　背が低いエルフ!?　肌の色はともかく、もう一六なのにあんな幼児体型の、しかも拳こぶしでブン殴るのが得意なエルフ!?　シェーラさんが!?」

「……もしここに本人がいたら、きみは確実に死んでいたぞ。禁句の連発だ」

「だっ、だだ、だって──ま、まっ、まさかそんな、あのシェーラさんを見て、ふつうはエルフだなんて──」

「ラムとシェーラが仲がいい理由もそこにあるんだろう。あいにく、オレには同病相あい憐あわれむという感覚が理解できないが」

　食堂のトレイを手に取り、クローは冷ややかに笑った。

　どうやらこのチーム〝人間嫌いミザントロープ〟は、本格的に、周囲からはじき出された異端児たちが集まってできているらしい。いまやその一員となったニコルは、自分の将来に一いち抹まつの不安を感じたけど、でも、スイギュウのリブステーキの焼ける匂いを嗅かいだ瞬間、

「お！　きょうの肉料理もおいしそうじゃないですか！　キーンホルツって食堂の質もワジールよりずっと高いんですね！　ぼく、ここへ来て本当によかった！」

　と、全力で尻尾を振ってしまった。





　　　　　






　新人指導課の職務のひとつに、まだ不慣れな新人サーベイヤーたちをサポートするために、彼らの探索に同行するというものがある。

　当然、ここの課の職員たちは、その仕事の性格上、現役のサーベイヤーとしてやっていけるだけの力がなければならない。間もなく第一線から身を退こうとするベテランサーベイヤーが、警備部と並んで次の就職先として考えるのが、この新人指導課である。

　中でも、半年ほど前にゴルトハウゼンの本局から異動してきたボグート・オルフセン次長は、トップクラスのサーベイヤーに匹敵する腕前の持ち主として知られている。物腰おだやかで、下へ手たをすると柔弱といわれかねない慎重居こ士じだが、その慎重さこそが重要とされる遺跡の探索においては、オルフセンの性格は決して責められるようなものではない。その上、その性格とは裏腹の端麗なルックスのせいもあり、特に女性の新米サーベイヤーたちから指導を望む声が引きも切らないという。

　そのオルフセン次長が、最近大きな発見のあった八二号遺跡に現れたのは、日も暮れてかなりたってからのことだった。

「はあ、ふぅ……実際に歩いてくると、けっこうありましたね……」

「──オルフセン次長？」

「いやはや、どうも」

　松明たいまつをかかげた審査官たちは、予想外の客人を迎えて明らかに困惑していた。

「どうしたんですか、次長？」

「いやあ、仕事ですよ、仕事。こんな日暮れにねえ、本当なら家でゆっくりしていたいんですけど、そうもいかなくてねえ。近々、新人たちを連れてここへもぐろうかと思っているんですが、きょうはその下見にね」

「こんな時間に……ですか？」

「いや、ですが、そもそもここの遺跡は──」

　審査官たちはたがいに顔を見合わせた。

「その──レベルの問題がありますから、ここはちょっと……たとえ次長がごいっしょでも、新人がもぐれるのはリスクレベル三の遺跡までですので」

　オルフセンは首をかしげ、審査官たちに尋ねた。

「……確かここのリスクレベルも三だったのでは？」

「はい。ですが先日、例の〝人間嫌いミザントロープ〟がもぐった時に隠し階段があらたに発見されたんですよ。その先に続いている通路がかなり危険だということで、正式な査定が終了するまで、暫ざん定てい的てきにレベル八としてあつかうようにと──」

「ご存じなかったんですか、次長？」

「ああ、いえいえ、もちろん存じてますよ、ええ。それを決定する会議にも出ていましたし」

「ですから、下見などしても新人を連れてはもぐれませんよ？」

「それ以前に、いかに次長でも、リスクレベル八の遺跡にたったひとりで立ち入ることは禁止されています。ここはお通しできません」

「いやはや、生真面目なかたがただ」

　オルフセンはハンカチを綺き麗れいに四つ折りにしてポケットに押し込むと、ごくごく自然な動きで腰から下げたロングソードの柄に手をかけた。

「!?」

　三人いた審査官たちに音もなく一瞬で接近したオルフセンは、引き抜きざまの一撃を彼らののどもとに走らせた。

「ばっ──」

　ぱっくりとのどを斬り裂かれた審査官たちは、ほとんど声をあげることなく絶命し、その場に崩れ落ちた。

「きょうはさすがにもう誰ももぐりにはこないと思いますが、夜が明ければ交替要員が来るでしょうから……はぁ、忙しい忙しい」

　ロングソードにこびりついた血ち糊のりをぬぐって鞘さやに納めたオルフセンは、ランタンをかかげて八二号遺跡に下っていった。





　　　　　






　予定より数日早くゴルトハウゼンから戻ってきたナジャ・ジャランジーラは、支局長への報告もそこそこに、探索人事課のブラティカのもとへ顔を出した。

「──ブラティカ！」

「あら、お早いお帰り」

　キセルをふかしながら爪の手入れをしていたブラティカは、悪友の帰還に目を細めて立ち上がった。

「──で？　見たところ手ぶらみたいだけど、わたしへのお土産みやげは何なの？」

「あいにくと、今はそういうやり取りをしている場合ではないのでね。……少々つき合ってもらえるかな？」

「……いいけど」

　ナジャの態度から何を察したのか、ブラティカは表情をあらため、毛皮のコートからはみ出たふさふさの尻尾を揺らして廊下に出た。

「何なの？　本局で何かあった？」

「あったというか……聞き捨てならないことを耳にしたものでね。それでもう一泊してからのんびり戻ってくるところを、一日前倒しにして馬車を飛ばして戻ってきたというわけなんだよ」

「聞き捨てならないことって？　そもそもあなた、どこに行こうとしてるの？」

「独身寮だよ」

「独身寮？　どっちの？」

「男性独身寮」

「あら、楽しそう」

　ブラティカはおどけたような声をあげたが、彼女がふざけていないことはナジャにも判っている。このフォックスリングの美女は、つねにこうした態度を取って自分の本心を人に読ませまいとする、韜とう晦かいのすべに長たけているのである。

　ロビーを抜けて中庭に出てきたナジャは、ツリーハウスのウッドデッキにいるクローを見つけると、軽く手を振って声高に呼ばわった。

「クロー！」

「……何だ、博士？　帰ってくるのはもう少し先だと聞いたが？」

　ハンモックで昼寝をしていたクローは、身を起こして色つきのゴーグルを降ろした。

「ちょうどいい、暇ならきみも来たまえ」

「別に暇じゃない。単に昼寝をしているように見えるかもしれないが、これはオレが深い思索にふける際の、ある種の精神的な儀式にも似た──」

「きみにいうことを聞かせるには、支局長に間に入ってもらったほうがいいのかな？」

「…………」

　クローの口もとから笑みが消えたのが判った。あまりこういう手段は取りたくなかったが、今は些さ細さいなことを気にしている場合ではない。

　ウッドデッキの手て摺すりを飛び越えて降りてきたクローは、ブラティカとともにナジャの後ろについた。ナジャとブラティカにはしばしば下げ卑びた声をかけてくるサーベイヤーもいるが、クローがいるせいか、彼女たちが中庭を突っ切っていく間、不愉快な声をかけてくる者はひとりとしていなかった。

「……いったいどこへつき合わせる気だ？」

「男性寮ですって」

「何？　……どういうことだ、博士？」

「ゴルトハウゼン中央大学の研究室に、うだつの上がらない研究員がいる。ピットくんというんだがね」

「何の話？」

「そのピットくんには埋まい文ぶん局きよく勤めの友人がいて、昨年、この支局に異動してきたというんだ。名前はボグート・オルフセン」

「オルフセン次長のこと？」

「人事部で聞いたところ、彼はここの独身寮に部屋を借りて寝起きしているらしいな」

　ナジャは男性寮の玄関前まで来ると、背後のふたりをかえりみた。

「──そのピットくんがいうには、くだんの友人ボグート・オルフセンは、もじゃもじゃした黒髪の引っ込み思案な小男だそうだ」

「……誰だ、それは？　引っ込み思案というところはかろうじて当たっているかもしれないが、ここにいるハンカチ次長とは別人じゃないのか？」

　クローは目を細め、独身寮の窓を見上げた。

　民間の賃貸より格安で借りられるここの独身寮は、男女ともにつねに入居率が一○○パーセント近い。ただ、すでに昼も間近いこの時間ともなると、ほとんどのサーベイヤーは探索なり食事なりに出ているはずだから、部屋に残っている者はそう多くはないだろう。

「わたしもそう思った。ピットくんのいうオルフセンと、わたしたちの知るオルフセンがあまりにもかけ離れているもので、さすがに気になったんだよ。それでけさこちらに戻ってきて、そのあたりのことを本人に問いただそうと思ったんだが、きょうはまだ出勤してきていないというんだ」

「それで部屋に乗り込むわけ？」

「これは由ゆ々ゆしき問題だよ、ブラティカ。もしかしたら、ボグート・オルフセンの名を騙かたって、まったくの別人がこの支局の中枢部に入り込んでいたのかもしれないんだ。すみやかに解決すべきだと思う」

「あんたの考えは判ったが……支局長は何といってる？」

　さりげなく腰から下げたショートソードの柄に手をかけ、クローはいった。

「──場合によっては支局長の進退にもかかわる話なんじゃないのか？」

「あら、気になるの、クロー？」

「現実問題、支局長の後ろ盾がないと、オレは非常に困った立場に置かれるからな」

「正直だな、きみは」

「それよりどうなんだ？　支局長は了承しているのか、あんたの行動を？」

「無論だ。ブラティカのところに行く前にすでに報告している」

「ならいい」

　クローはショートソードを引き抜き、無造作に男子寮に入った。

「──ハンカチ次長の部屋は？」

「三二四号室」

「そうか」

　あまり日が射さない独身寮の中を、抜き身の剣を持った赤毛の美少年を先頭に、ナジャたちは足早に進んだ。ときおり部屋を出てきたサーベイヤーに出くわすこともあったが、クローがひと睨にらみしたとたん、何もいわずにそのまま中へ引っ込んだ。この少年を巻き込んだのは正解だったかもしれない。

　ここの寮は、どの階にも向かい合わせに一二ずつ、二四の部屋が並んでいる。オルフセンが借りている部屋は、三階の一番南の一室だった。

「──オルフセン次長！」

　形式上、ナジャがまずノックをして扉越しに声をかけたが何の反応もない。そのままノブに手をかけてみたが、鍵がかかっていて扉は開かない。

「クロー」

「……これはあとで何かしら手当が出るんだろうな？　オレたちが修得している技術はただじゃないんだが」

　そうぼやきながら、クローは手にしていたショートソードをブラティカに渡すと、腰の後ろのアイテムパックから数本の針金のような道具を取り出すと、それを鍵穴に差し込んだ。

「オレなら……自分が寝起きする部屋の鍵は自分でつけ替えるがな──」

「そうなの？」

「ここにいる連中なら、最初からついてる鍵くらい、ものの一○秒ではずすはずだ」

「あなたなら何秒かかるの？」

「もうはずれてる」

　道具をしまい、ブラティカから武器を取り戻すと、クローは無造作に扉を押し開けた。

「オルフセン次長！」

　ナジャたちが踏み込んだオルフセンの部屋は無人だった。窓際に置かれた机に椅い子す、ベッドに本棚──ひと通りの調度は揃っている。あの神経質そうなオルフセンの部屋らしく、すべてが綺麗に整頓されていた。

　だが、どうにも違和感がぬぐえない。何かが妙だった。

「……ここはただ借りてるだけだな。実際に寝起きしているのは別の場所だろう」

　部屋の中をざっと見回し、クローが呟いた。

「どうしてそう思うの？」

「アレだ、生活感が希薄すぎる」

「ああ……違和感の正体はそれか」

　クローの言葉にナジャも得心がいった。この部屋はあまりにも小綺麗にすぎる。人が暮らしていればどうやっても染みつくはずの生活臭が、ここにはまったくなかった。

「出勤もしていない、借りてるはずの部屋にもいない……ということは」

「失踪？」

「失踪だな」

「失踪ね」

　三人が顔を見合わせていると、ナジャとブラティカを呼ぶ声が聞こえてきた。

「……見覚えのある女たちが下に来ているぞ」

　窓から外を確認していたクローが、ナジャたちを振り返って伝えた。

「あんたらの部下じゃないのか？　双子の」

　見れば、確かに男子寮の下に、眼鏡をかけた女たちが立っている。一方は白衣を着ているが、もう一方は白衣を着ていない。目立つ違いといえばそのくらいの、とてもよく似た双子──技術研究課ではたらいているズッキと、探索人事課ではたらいているザッキだった。

「博士！」

「次長！」

　ふだんあまり取り乱すことのない双子が、上司たちの姿を見つけて同時に叫んだ。

「──緊急事態です！」

「──今すぐ会議室にお越しください！」

「…………」

　三人はふたたび顔を見合わせた。

「……アレだ、行方不明のこの男が何かやらかしたんじゃないのか？」

　そういうクローの顔は笑っている。この少年は、たとえ自分が罵ば倒とうされている時だろうと大おお怪け我がをした時だろうと、暗い冷笑を浮かべている。まるでそれ以外の感情表現を知らないかのようだった。

「わたしたちが揃って呼び出される予定外の会議よ。確かに緊急事態だわ」

「そうだな。──クロー、すまないが、ここをもと通りに施錠しておいてくれ。礼といっては何だが、あとできみのところにワインでも届けさせよう」

「ワインはなるべく上等のにしてくれ。ふだんオレたちが飲まないような、高いものだと女どもも喜ぶ」

　いつの間にかベッドの下に手を突っ込んでいたクローは、そこから引きずり出した古ぼけた本をナジャにしめし、唇を吊つり上げた。

「……盗品に懸賞金が懸けられてから発見するべきだったか？」

「余計な出費でこれ以上技研の予算が圧迫されるのはさすがに困る」

　ナジャがクローから受け取ったその本は、技研の特別書庫から盗み出された稀き覯こう本ぼんのひとつだった。





　　　　　






　深夜、クローは武器と装備の点検をすませてツリーハウスを出た。といっても探索のためではない。チームの連中とは、日中いっしょに手頃な遺跡にもぐって早めに切り上げた。深夜の外出は、完全にクローの個人的な用事である。

　埋蔵文化保護局キーンホルツ支局は、深夜でありながら、いつにない緊張感に包まれていた。この中庭にもあちこちに篝かがり火びが焚たかれ、屈強な警備員たちがいつもの三倍の頻度で敷地内を巡回している。

　すべてはボグート・オルフセン──を騙る謎なぞの賊のせいだった。

　賊は、小男のボグート・オルフセンとどこかで入れ替わり、その身分を騙って支局にもぐり込むと、半年にわたって新人指導課の次長として何食わぬ顔ですごし、支局内の事情に充分通じたのち、特別書庫を破って稀覯本を盗み出して逃走した。

　さらにきょうの昼前、八二号遺跡の入り口の前で審査官の死体が発見されたが、支局ではその犯人も金髪の賊ではないかと考えていた。

「賊が審査官を殺して遺跡内に逃げ込んだのなら、支局の警備を増やすことに意味などないと思うんだが……ま、それで安心できる連中がいるならまんざら無む駄だともいいきれないか」

　金髪のオルフセンが書庫を破っても、クローが彼の部屋で盗品を発見するまで彼の仕業とは判らなかった。にもかかわらず姿をくらましたということは、もはや彼がここですべきことはなくなったと考えるべきだろう。

　だから、オルフセンはもう支局には戻ってこない。審査官を殺害してまで八二号遺跡に侵入しなければならない、何か別の目的があるのだろう。

　門番に軽くあいさつして支局を出たクローは、手首をほぐしながら歩き出した。

「──クロさん！」

「…………」

　まっすぐ街はずれに向かっていたクローがその声に振り返ると、夕刻別れた時のままの、探索用の装備に身を固めたラムが立っていた。

「……誰かがついてきているような気がしたが、おまえだったのか。どうした？」

「クロさんこそどうしたの？　そんな恰かつ好こうでどこに行くの？」

　にこにこ顔で近づいてきたラムは、すばやくクローのベルトを摑んで聞き返した。魔導によってつねに腕力を増幅しているラムにこうして摑まれると、振りほどくのは難しい。それこそ急所をひと突きして眠らせるくらいのことをするしかないだろう。

「放せ」

「どこに行くの？」

「探索だ」

　クローは平然と噓うそをついた。ひとりでは遺跡の探索は許されない。もしひとりで足を踏み入れることができる遺跡があるとすれば、内部の探索がすべて完了し、危険が排除されて観光名所と化した場所だけである。

　クローがそんな遺跡に出向くはずがないと承知しているラムには、だから、クローの噓は通じない。

「だったらラムもいっしょに行っていい？」

「ひとりがいいんだが」

「ふたりだと不都合があるの？」

「……どうしたら放してくれる？」

「そうねえ……ラムだったら、き、キスとかしてくれたら放しちゃうかも……♪」

「そんなことでいいのか」

　その程度で先に進めるなら安いものである。クローは少女の肩に手を添え、時を置かずキスをした。

「────」

「じゃあな」

　瞬間的に硬直したラムの手をたやすく振りほどき、クローはふたたび歩き出した。ラムにどうして気づかれたのかは判らないが、こんな調子でシェーラやネフェティまで出てきて同行を申し出てられたら面倒なことになる。

「ちょ……っ、く、クロさん!?」

　しばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたラムは、はっと我に返り、がしゃがしゃとやかましい足音を引きずって追いすがってきた。

「どっ、どど、どっ──」

「ニコルくんの真似か？　だとしたら今ひとつだな。彼の滑かつ舌ぜつの悪さはアレだ、ウルフリング特有の舌の長さのせいだろう。似せるのならそこに意識を置くといい」

「ちっ、違うもん！　コルくんの真似じゃなくて！」

「……騒々しい。少し静かにしろ、どぶドワーフ」

　時もわきまえずに大声をあげるラムに軽い蹴りを入れ、クローは足を速めた。今は可能なかぎり人目を惹ひきたくはない。

「だ、だって、クロさん──」

「しつこいぞ」

　クローは大きな溜ため息いきをつくと、ぴったりくっついてくるラムの後頭部と腰に手を回して引き寄せた。

「！　ちょ──」

　一気に近づいてきたクローの顔を手で押さえ、ラムは真まっ赤かな顔でわめいた。

「なっ、何!?　な、何する気なの、クロさん!?」

「あまりにしつこいから、もう少しキスをサービスしてやればおとなしく戻るのかと思ったんだが……オレに難なん癖くせをつけてキスを恐喝しようという魂こん胆たんじゃないのか？」

「ち、違うもん！　そんな愛のないキスとか欲しくないし！」

「……本当に女は判らんな」

　クローは眉をひそめてラムを突き放した。

「とにかく、オレのプライベートに首を突っ込むな。──だいたいおまえはどうしてオレが家を出てきたことに気づいた？」

「そ、それは……昼間、何だか様子がおかしかったから」

「オレの様子がおかしかった？　どこがだ？　具体的には？」

「そ、そう聞かれても……そこはもう、勘ていうしかないんだけど──」

「そういうものか」

　クローとしては努めていつもと同じようにふるまっていたつもりだったが、まさかそれをラムに看かん破ぱされるとは予想外だった。

「それで気になって、部屋に戻ってからもちょくちょく窓からクロさんのウチを見張ってたら、クロさんが出てくのが見えて──」

「それでついてきたのか」

「ねえ、どこに行くのか知らないけど、恰好からするともぐるんでしょ？　ひとりじゃ危ないからラムもいっしょに行く！」

「探索にいくわけじゃない」

「だとしても遺跡に入るんでしょ？　じゃなきゃこんな武器とかいらないもん！　違うんだっていうならここへ置いてって！」

　そういいながら、ラムの手がふたたびクローのベルトを摑む。のみならず、今度はかちゃかちゃとベルトをはずそうとし始めた。

「おい、待て、どぶドワーフ！」

　クローが顔をしかめてラムの手を押さえようとしていると、遠くから近づいてくる足音に気づいた。きょうは殺人犯の捜索のために、市警の人間が街のあちこちをパトロールしている。暗い路上でドワーフの美少女と密着し、ベルトをはずせだのはずすなだのとやっているところを彼らに見とがめられたら、警察に連行されていろいろとまた面倒な問題をかかえかねない。

　仕方なく、クローはラムのドレスの裾すそをたくし上げ、彼女の両膝の裏に無造作に手を回してひょいとかかえ上げた。

「きゃあ!?」

「黙れ」

　不自然な姿勢のまま、クローはラムをかかえて走り出した。












「く、クロさん！　やめて！　おっ、お尻が丸見え！」

「安心しろ。オレには見えていない」

「そっ、そんなこといったって──」

　悲鳴を呑のみ込こんだラムは、クローのベルトにかけていた手をほどいて少年の首に回し、ぎゅっとしがみついた。

「そもそもおまえが騒ぐのが悪い」

　両手両足でしがみついてくるラムをかかえて、クローは街の外に広がる真っ暗な森へと駆け込んだ。

「まったく──」

　周りに人の気配がないことを確認し、クローはようやく足を止めてラムを降ろした。

「肝心の仕事の前に疲れさせるな」

「そ、その仕事って何なの？」

　ドレスの裾をいまさらのように直し、まだ顔の赤いラムが尋ねる。

「……あいにくだがおまえには関係ないし、話す義務もない。オレの個人的な問題だ」

「そんな他人行儀なこといわないで、教えてくれてもいいじゃない！　そのお仕事、ラムも手伝うから！」

「他人行儀なのは当たり前だ。オレとおまえは他人同士なんだからな」

「ヒドい……っ！　ラムにあんなことしといて！」

「オレが何をした？」

「ラムの唇を無理矢理奪った上に、あんな……は、恥ずかしい体位のまま街中を──」

　ラムが顔をおおって嗚咽おえつすると、それに合わせて長い金髪もはかなげに揺れる。明らかに噓泣きだった。

　そのさまをぼんやり眺めながら、クローは女のしたたかさを実感していた。ラムのいっていることは一の事実に九九の虚構を加えたようなほとんどでたらめだったが、そんなことを吹聴されたらクローの社会的な立場がなくなる。真偽は別として、若く美しい女という弱者は、たやすく世の男たちをおとしいれることができるのだ。

　クローは腕を組み、溜息混じりにいった。

「おまえはそれでオレを脅しているつもりなのかもしれないが、正直、オレはおまえがあることないこと吹聴しようとどうでもいい。もともとオレは誰にどう思われようが気にしないたちだからな」

　特別書庫破りの窃盗犯と疑われても平然としていたクローにとって、多少の醜しゆう聞ぶんなどどうということはない。くだらない噂には慣れている。

「だからおまえも気にせず好きな噂を流すといい。オレは止めないし、あとで文句もいわない。もちろんチームからはずれろともいわない。──ただ、おまえはそういう人間だったんだなと理解するだけだ」

「うっ……」

　いつしかクローをじっと見つめていたラムは、その言葉を聞いて本当に泣き出した。

「そっ、そんなこと、いわれたら……ラム、クロさんのことがホントに心配だから、ついて、いき、いっ、いこうって──ううっ、ぐ、うぐぅ──」

「……オレのチームのメンツはどうしてどいつもこいつも面倒なんだ？」

　一瞬、ラムをこの場に残してさっさとひとりで行ってしまおうかとも思ったが、そうなれば彼女は本格的に号泣して、この静かな夜の森を震しん撼かんさせるだろう。そうなればクローのやろうとしていることにも支障がでるかもしれない。

　クローは短い逡しゆん巡じゆんのあと、軽く顎をしゃくって歩き出した。

「歩きながら話すぞ。ついてこい、パイパン」

「……う、うんっ！」

　泣き顔をあっという間に笑顔に変え、ラムはスキップしかねない軽やかな足取りでクローの隣に並んだ。

「──まず、おれがひとりでこの〝仕事〟をしようと考えたのは」

「ラム、判ってるから！　ホントはラムたちを巻き込みたくないとか、そういうことなんでしょ？　細かい事情とか判らないけど！」

「……オレがそんな人道的なことをいうとこれっぽっちでも思ったか？」

「え!?　違うの!?」

「そういう意味ではおまえよりもニコルくんのほうがオレのことを理解しているぞ。あの四脚歩行なら絶対にそんな深読みはしない」

「じゃ、じゃあ何なの？」

「この件におまえたちをかかわらせると、芋づる式にニコルくんも引きずり込むことになるだろう」

「ええ!?　じゃあラムたちは巻き込んでもよくて、コルくんはダメなの!?　まさかとは思うけど、クロさん、もしかしてコルくんのこと──」

「オレは寛大だ。しばらく黙ってオレの話を聞くか、それとも今すぐ街に戻るか好きなほうを選ばせてやろう。一秒で決めろ」

「────」

　クローが睨むと、ラムは両手で口を押えて首をすくめた。

「……ニコルを連れていくと、おそらく仕事の成功率が下がる。あいつを守るという選択肢を完全に捨てていいのなら別だが、さすがにそこまでやると、オレの立場が冗談抜きになくなるからな。だから、ニコルを巻き込まないためにおまえたちにも秘密にしようと思っただけだ」

「……クロさん」

　さっき黙っていろといわれたからか、ラムはそっと手を挙げ、小さな声でいった。

「そんなに危険なお仕事なの、それ？」

「何か聞いているか、審査官が殺害された事件のことを？」

「掲示板で概要だけは見たけど……確かそのせいで、八二号遺跡は完全に立ち入り禁止になってるって」

「ああ。ブロードソンを含めた警備部の手て練だれが完全武装で周りを囲んでいるはずだ」

「まさかそこに行くの？」

「いや。おれが実際にもぐるのは七九号のほうだ」

　七九号は八二号の近くにある遺跡で、規模はさらに小さい。これまでの調査の結果、八二号とほぼ同年代に建てられた小宮殿ではないかと考えられている。ただ、七九号は八二号と違って地階の存在も確認されておらず、地表に廃はい墟きよが存在するだけだった。

「七九号遺跡って、もぐろうにももぐりようがないんじゃ……」

「ああ。リスクレベル○、観光客も手ぶらで見学できる面白みのない遺跡だな。……だが、オレはあそこの地下に何かがあると見ている」

「地下？」

「オレたちが八二号の地下で発見した隠し通路は、いったん西に向かって途中で南に折れている。正確に測量できていないが、ゴーレムが仕掛けられたあの通路をさらにまっすぐ南下すると、おそらく七九号の真下に到達するはずだ」

「もしかして……秘密の抜け道の到着地点て」

「八二号のほうが王なり貴族なりの本宅で、少し規模の小さな七九号が別邸──だとすれば、その双方が秘密の通路で結ばれていてもおかしくはない。むしろ位置的にはその可能性が高いだろう」

「その通路を捜すのがクロさんのお仕事なの？」

「いや、秘密の通路は実在するということを前提にした上で、仕事はまた別にある」

　クローはラムを見やり、目を細めた。

「……オルフセンはおそらく八二号遺跡の地下深くにいる。それを捕らえるのがオレの仕事だ」





　　　　　






　食事をすませて帰宅したニコルは、血相を変えてやってきたシェーラに引きずられるようにして、ふたたびツリーハウスへ戻ってきた。

「──おい、ネフ公！　ニコ坊も知らねえってよ！」

「クローさんがいなくなったって本当ですか？」

「ええ」

　ソファに腰を降ろしたネフェティが、苛いら立だちもあらわに言葉少なにうなずいた。

　ニコルははっと目を見開き、窓の向こうの中央棟を見やった。

「あ、あの……クローさんが夜中にいなくなることって、そんなに珍しいことなんですか？　もしかしたら──ほ、ほら、ねえ？」

「おめえのいいてえことは何となく判るがな。……支局長のとこに行ってんじゃねえかってんだろ？」

　腰に手を当て、シェーラは渋い顔で嘆たん息そくした。

「……だがよ、支局全体がピリピリしてるこの時に、いくら何でもそりゃあねぇな。ほら、見ろよ、あそこの窓、会議室にずっと明かりがついてるだろ？　たぶん、お偉いさんたちはきょうはみんな徹夜だぜ？」

「あ……そ、そうか」

　確かに今夜は支局全体が静かな緊張感に包まれているような気がする。不測の事態に備えて多くの職員たちが泊まりがけで詰めている時に、こっそりクローと支局長が密会するなんていうのは、さすがにありえないだろう。

「……それによ、問題なのはラムの姿も見えねえってことだよ」

「え!?　ラムさんも!?」

「っていうか？　まずはラムちゃんが部屋にいないことに気づいたのよね、アタシが。ひょっとしたらクローのところに夜よ這ばいでもかけにいったのかと思って、わくわくしながらここまで来たんだけど、そしたらクローもいないし」

「じゃあ、ふたり揃ってどこかに出かけたってことですか？」

「クローはともかく、ラム公は夜中にひとりで出歩くようなタイプじゃねぇからな。ラムがどこかに行ってるってんなら、クローといっしょの可能性が高いと思うぜ」

「た、たとえばその、ふたりでデートに出かけたって可能性は──？」

　シェーラとネフェティの顔色を窺うかがいながら、ニコルがふっと思いついた考えを口にする。でも、それはすぐにシェーラによって粉ふん砕さいされた。

「クロ公もラム公も装備持ち出してんだぞ？　それともおめえは、わざわざそんな色気のねえカッコでデートすんのか、ニコ坊？　おまけに今夜は市警のパトロールがそこらへんを回ってんだ、ムードも何もねえだろうが」

「いわれてみれば……そっか」

「ねえ、シェーラ？」

　何ごとか考えていたネフェティが、ふと思いついたようにいった。

「もしかしてさ？　クロー、犯人をしばきに行ったんじゃない？」

「そうか……ありえるな」

「ええ!?　あ、ありえるんですか!?」

　稀覯本を盗んだと噂された時、クローはそんなことまったく意に介せず、あえて噂を否定することもしなかった。そんなクローがいまさら、それも相手に殺人の嫌疑までかかってから動くなんて、ニコルにはちょっと信じられない。

「噂を受け流してたのは、真犯人が判らなかったからだろ」

「え……？」

「偽のオルフセン次長が殺人犯かどうかはともかく？　窃盗犯だったってことだけは確実になったわけだし？　だったら動くんじゃない、クローなら？」

「そ、そうなんですか？」

「クロ公はいろいろとムチャをしやがるけど、ときどき〝いいこと〟をするんだよ」

「いいこと……ですか？」

「この支局にとってって意味だ。たとえばこの前、遺跡で発見した遺物をちょろまかしてるヤツを酒場で半殺しにして、匿とく名めいで通報したしな」

「探索帰りのサーベイヤーを襲って上前跳ねようとしてた窃せつ盗とう団だんを見つけて、全員半殺しにしたこともあったわねぇ」

「……そういや探索中にほかのチームの足引っ張ろうとした、根性のねじれたサーベイヤーを半殺しにしたこともあったっけか」

　聞いていると、みんな半殺しにされているような気もするが、とにかくクローは、支局のためにならないと判断した悪人には容赦しない、ということだけは判った。

「つまり……意外に正義感がある人だってことですかね？」

「それがそうじゃねえんだよ。だから例の……支局長とクロ公のよ、な？」

「は？」

「だからよ……クローが思い出したみてえにそういうことするのは、支局長の立場を守るためなんじゃねえかってな」

「え？　そ、そうなんですか……？」

「まあねえ、どれもこれも解決できずにいたら、支局長の責任問題？　になるわけじゃない？」

　以前、今の支局長は先代支局長のひとり娘だと聞いたことがある。要するに世襲で支局長になったわけで、何かしらの功績や才覚によってその地位にいるわけじゃない。そういう不安定な立場のトップなら、確かに何か大きなトラブルでもあれば、あっさり失脚しかねないのかもしれない。

「それじゃ、支局長の立場を守るために、その手のトラブルをクローさんが片づけてるっていうことですか？」

「たぶんな。……どうしてそんなことするのか、クロ公に聞いてもはぐらかされるだけだけどよ」

「本当にクローさん、犯人を捕まえにいったんでしょうか？　それじゃラムさんも？」

「考えられるとすれば？　クローが何をしようとしているか感づいて、強引についてった──とかじゃない？」

「じゃあ、どっ、どうします？　ねえ、ぼくたちも──」

「はあ？　ニコルちゃん、正気？」

　ネフェティは髪を揺すって気だるげにいった。

「アタシたちの予想通りだとしたらさ？　オルフセン？　じゃなくて、オルフセンの偽物？　が相手よねえ、たぶん？」

「そ、それはまあ──」

「あと、審査官の殺害？　そっちもそいつの仕業だとしたらさ？　相手が悪すぎるでしょ、さすがに？」

「で、でも──そんなのが相手なら、なおさら手助けに行かないと！」

「おい、ニコ坊。そいつはわたしらの〝仕事〟か？」

「えっ？」

「そういうのはわたしらサーベイヤーの領分じゃねえよ。警備部か、でなきゃいっそ市警の領分だ。わたしらがそれにつき合って命懸けるってのは少し違うだろ」

　ネフェティはともかく、シェーラなら一も二もなくクローの手助けにいこうといい出すと思っていたのに、彼女らしくもない冷ややかでまっとうな答えが返ってきて、ニコルは当惑に言葉を失った。

「……そもそもよ、わたしらの手助けが必要なら、図々しいあいつなら、ちゃんとそういったはずだぜ。それがひと言の相談もなかったってこたぁ、クロ公にはわたしらの手助けなんざいらねぇってことなんじゃねえのか？」

「ちっ、違う！　違いますよ！　それはきっと、ぼっ、ぼくらを巻き込みたくないから黙ってただけで──」

「ならさぁ？　その意志を尊重？　してあげたらいいんじゃない？　アタシたちだって巻き込まれたくないわけだし？」

「ネフェティさん──」

「ニコルちゃんさぁ？　何か勘違いしてるのかもしれないけど、別にアタシたち、仲がよくてつるんでるわけじゃないからね？」

「ほかにチームを組む仲間がいねえからいっしょにもぐってるだけだ」

「そっ、そんなの判ってますよ！　だって、ここのみんなは揃いも揃って性格がおかしいっていうか、協調性が壊滅的に欠けてるというか──とっ、とにかく、ふつうの集団の中だと絶対に浮く人たちじゃないですか！」

「……はっきりいいやがる」

「だけど、たとえそうだとしても、危険な遺跡をいっしょに探索してきた仲間っていうか、戦友っていうか──なっ、何かあるでしょ、そういう何かが!?」

「おめえのいいたいこともちょっとは判るが、だからって命は張れねえな」

「まあねえ？　アタシが遺跡にもぐってるのだって、この呪いを解く方法を見つけるためだし？　それ以外で危ない橋は渡れないじゃない？」

「うっ、ううう……っ！　もっ、もういいですよ！　告発はしないけど、ふたりとも見そこないました！」

　ニコルは自分の荷物を引っ摑み、クローの家を飛び出した。

　確かに〝人間嫌いミザントロープ〟の面々は、人づき合いの下へ手たな、いわゆるはみ出し者には違いない。それぞれがいろんな理由でほかのチームにいられなくなって、そういう人間が何となく集まって組んだチームである以上、まず損得勘定ありきなのも理解できる。

　でも、それでもともに危険を乗り越えてきた集団の一員として、仲間を思いやる感情があってほしかった。そしてそれ以上にニコルにとってショックだったのは、シェーラやネフェティが驚くほどドライだったことではなく、今の自分がそんなチームのひとりなのだという現実だった。

「ちっ、違うぞ！　ホントはそんなじゃない！　違う！　絶対に違う！」

　ぶつぶついいながら、ニコルは夜をひた走った。支局を飛び出し、街を飛び出し、一度だけ行ったことのある森の奥へとひた走る。

「ぼくがいるのは、そんな──薄情な人間の集まりなんかじゃない！　みんなちょっとシャイなだけで──そんな、せっかくどうにかやっていけそうだと思ったのに、そんなはず、は、はず、ない……っ！　ぼくは認めないぞ！　いざっていう時にかばい合える、助け合える仲じゃなかったら、そんな──誰を信じられるっていうんだ！」





















　──と、いきおいに任せて飛び出してきたのはいいけど、ニコルはすぐに自分の見通しの甘さを思い知るはめになった。

　シェーラたちの推測が正しいなら──というか、正しいと仮定してニコルは飛び出してきたんだけど──クローは八二号遺跡に潜伏したオルフセンの偽物を追っているはずだった。ということは、クローもどうにかして八二号遺跡に侵入しようとする、もしくはすでに侵入しているに違いない。

　ただ、例の審査官殺しのせいで、現場である八二号遺跡の周辺は、キーンホルツ市警と支局警備部によって完全に封鎖されている。市警と支局の合同捜査隊が、オルフセンを追って遺跡内にもぐったという話さえあった。

　そんなところに自分ひとりでどうやって侵入したらいいのか、ニコルはまったく考えていなかった。

「うわぁ……！」

　かなり離れたところから見ても、遺跡周辺にたくさんの人間がいるのが判わかった。木々の向こうに無数の松明たいまつと篝かがり火びがちらつき、かすかに話し声が聞こえる。はっきりとは聞き取れないけど、遺跡周辺を固めている警察か警備部の人間に違いない。

「ど、どうやって中に入ろう？　事情を話したら入れてくれるかな……？」

「……バカか、おめえ？」

「ひあ!?」

　大木の陰からこっそり様子を窺うかがっていたニコルは、いきなり肩を叩たたかれてびくっと全身を硬直させた。

「さすがに殺人事件？　なんだから、そんな融通利きかせてくれるわけないでしょ？　警備部の人間だけならまだしも、市警まで出張ってきてるんだし……」

「しぇ、シェーラさんに、ネフェティさんも──」

　ニコルが振り返ると、いつもの装備を身につけたシェーラとネフェティが呆あきれ顔がおで立っていた。

「ふっ、ふたりとも、来てくれたんですか!?　やっぱりぼくの魂たましいの叫びが、冷酷なふたりの心を溶かしたとかっていう、友情のアレですね!?　やったぁ！」

「誰だれが冷酷だ」

「あうっ！」

　シェーラのトーキックがニコルの尻尾しつぽのつけ根にめり込む。ニコルは目に涙を浮かべてお尻を押さえたけど、涙の意味は痛み半分、嬉うれしさ半分だった。

「まあねえ？　クローやラムちゃんに続いてアナタまでいなくなったら、アタシたちのチーム、解散？　になるじゃない？」

「……警察の領分に首を突っ込むべきじゃねえって考えは変わらねえが、ま、修行の一環としては悪くねえだろ。それにネフ公がいうように、クロ公たちに何かあったら、わたしらももう遺跡にもぐれなくなるしな」

「いやいや、判ってますよ！　ホントはストレートに友情を表現するのが恥ずかしいだけなんでしょ？　判ってますって！」

　急に饒じよう舌ぜつに説明し始めたふたりを見て、ニコルは大おお仰ぎように首を振った。

「──ふたりの秘められた熱い友情、ぼくには最初から判ってましたよ！　冷たいことをいってたって、最終的にはきっと助けてくれるってね！　さっそく三人で作戦を立てましょう！　さあさあさあ！」

「……おめえが仕切るなよ」

「そうよねえ」

　ひとりで盛り上がっているニコルを、シェーラたちが冷ややかに見つめる。

「言葉は悪いけど、戦力外？　っていうの？　アナタ、わりと役立たずでしょ？」

「ええ!?　クローさんを助けにいこうというこの大事な時にダメ出しですか!?」

「おめえの特技って告発状を書けるってことくらいだろ？　こういう重要な場面で仕切りたかったら、せめて野菜食えるようになってからにしろよ」

「ああっ!?　そっ、それはぼくらウルフリング全体に対する侮ぶ辱じよくですか!?　野菜が消化できるからって別に偉くないんですよ!?　それをあなたがた、むっ、む、無毛の──非獣人系の人間たちは、何かというと野菜とか消化酵素の話題を持ち出してきて！　こっ、この雑食のパイパンどもが！」

「うるせえ、黙れ」

「げあ！」

　ふたたび尻を蹴り上げられ、ニコルは患部を押さえてうずくまった。

「……とりあえず、地下に降りる階段の周りの人数が四人以下に減れば、あとは姿を見られずに全員同時にＫＯできる。そこまでの段取りは任せるぜ、ネフ公」

「はいは～い」

　ネフェティが木陰に身をひそめてぶつぶつ呪文を唱えると、彼女の頭の上に小さな燐りん光こうがともり、そこからわらわらと無数のスカラベが現れた。

「……以前から思ってたんですけど、ネフェティさんはどうしてもっとハデなものを召喚しないんですか？　ナントカの精霊だとか」

「これだって一応は精霊だけど？　スカラベの精霊」

「だからですね、どうしてもっと強そうなのを召喚しないのかと──」

「これしか召喚できないのよ！　呪いのせいで！　いいから黙ってて！」

　押し殺した声でニコルを怒鳴りつけたネフェティは、召喚したおびただしい数のスカラベを、夜の闇やみにまぎれて飛び立たせた。考えてみれば、こういう地味で小さな虫のほうが、今回みたいに正体を隠してこそこそ何かするにはいいのかもしれない。

　かすかな羽音を鳴らして飛んでいったスカラベの群れが、やがて朱色の光を放ち始める。おそらくそれは、遺跡の周辺を警戒していた者たちには、いきなり誰かが明かりを持って接近してきたように見えただろう。

「おい！　明かりだぞ！」

「そこに来たのは何者だ!?」

「ここはキーンホルツ市警が封鎖している！」

「おい、そっちに回り込め！」

「逃がすな、怪しいぞ！」

　たちまち警備の人間たちが、スカラベの動きにつられて騒ぎ始めた。一部がスカラベを追っていったのか、遺跡への入り口を固めていた人数が明らかに減っていった。

「……そろそろいいか？」

「ええ」

　そっとうなずき合ったシェーラとネフェティが、足音を忍ばせて遺跡のほうへ走っていく。慌あわててそれを追いかけたニコルは、ふたりとともに遺跡の柱の陰にそっと身をひそめた。

　八二号は古い宮殿跡で、現在は壁も屋根もなく、土台と太い柱がわずかに残っているだけだった。その一角の、地下に続く階段があるあたりに篝火がひとつ焚たかれていて、松明を持った人影を浮かび上がらせている。

「……よし、三人しかいねえ」

　人影を数えたシェーラが唇を吊つり上げた。

「ほかの連中が戻ってくる前にさっさと行くぜ」

　シェーラが独特の構えを取ると、背中のガントレットがふわりと離脱し、すさまじい速さで三人の見張りのほうへと飛んでいった。

「あがっ！」

「いぎっ！」

「うぐっ！」

　時を置かず、三人が同時にくぐもった呻うめきをもらして倒れ伏した。この闇夜に、シェーラの空を飛ぶガントレットで背後から奇襲されれば、よっぽどの達人でもないかぎり防ぎようはないだろう。

「ま、まさか死んじゃったとかいうことは……？」

「おめえな、殺人犯を捕まえにいったクロ公を手助けしようってのに、こっちまで殺人犯になってどうすんだよ。気を失ってるだけだ」

「ほら、急いで」

　明かりをともしたシェーラを先頭に、ニコルたちは遺跡の地下へと駆け降りた。この前も通った通路を、あの時よりはるかに速いスピードで駆け抜けていく。

「スカラベを追いかけてった人たち、そろそろ戻ってくるわよ？　わたしのスカラベ、五分もしたら消滅するし」

「連中が戻ってきたら、すぐに誰かが遺跡に入り込んだって気づくだろうな」

「そっ、それじゃ、すぐに追手がかかるんじゃないんですか!?」

「追手も問題だがよ……もうひとつ心配なのはブロードソンのオッサンのことだよ」

「え？　ブロードソン課長？」

「犯人を捜すために、市警の連中といっしょにすでにここにもぐってるはずだ」

「それじゃ鉢合わせするじゃないですか！」

　クローたちが発見した隠し通路は基本的に一本道だった。あのゴーレムが居並んでいた危険地帯の先がどうなっているのかは判らないけど、分岐点がなければいつかどこかで出くわしてしまう。

「いや……まだ地上に戻ってきてなかったってことは、オッサンたちはたぶん、あのゴーレムどもをどうにか片づけて、さらにその先まで行ってるんだろう」

「そもそもさぁ、ここがそんなに底が浅い？　懐ふところが浅い？　遺跡だったらさ、ハンカチ次長が潜伏先に選ぶはずないでしょ？」

「あっ？　そういえばうっかり忘れてたけど、肝心のクローさんは？」

「おそらくクロ公は、ここじゃねえ別のところから侵入してるはずだぜ」

「べ、別って？　ほかにも入り口があるんですか？」

「あいつはな、ここがもっとデカい地下遺跡群の、ほんの一部じゃねえかって考えてたみてえだからな」

「地下遺跡群……？」

「このへんには、年代的に？　ほぼ同じ頃に造られた宮殿跡とかが集中して残ってるのよね。どれも規模の大きくない、面おも白しろみのない遺跡なんだけど、クローはそれが全部地下でつながってるんじゃないかって。ここの隠し階段を発見して、いよいよその確信を深めてたみたいね」

　隠し階段から秘密の地下通路へと降りたところで、ネフェティは足を止めて軽く深呼吸した。数日前、クローの手で天井が崩されたところは、一部の瓦が礫れきが撤去されて、人が通れるくらいの幅が確保されている。先行しているブロードソン課長たちか、でなければオルフセン次長がやってくれたらしい。

「この調子でゴーレムも片づけといてくれると助かるんだがよ……」

「うわ──」

　曲がり角からそっと顔を覗のぞかせたニコルは、咄とつ嗟さに口を押さえて驚きの声を嚙かみ殺ころした。

　そこにはこなごなに打ち砕くだかれた石像のなれの果てが散乱していた。このくらいまで砕けばゴーレムは動かなくなるという、いいお手本である。

「派手にやったな、こりゃまた……」

　ゴーレムの頭部だったとおぼしき石塊を手に取り、シェーラが苦笑する。

「どっちがやったんだか知らねえが──まあ、どのみち市警の連中が入ったんなら、ゴーレムの一○や二○、一瞬だろうな。探索のスキルはともかく、障害物を排除する戦闘力って意味なら、そのへんの調査鑑定士サーベイヤーなんぞ足元にもおよばねえだろ。武器もいいモン揃そろえてるはずだし、いろいろと魔ま導どう具ぐも持ってる」

「でもさぁ、物音？　とか、何も聞こえなくない？　かなり先行してるのかもね」

「だがよ、上から追いかけてくる追手も気になるが、あんまり急ぎすぎて先行してるオッサンたちに発見されちまうってのもマヌケな話だぜ？」

「そ、それじゃとりあえず、クローさんに倣ならうっていうのはどうです？」

　ニコルは天井を指差し、尻尾をふぁさふぁさ振りたくった。

「このへんを軽く崩しておけば、追手を足止めできるじゃないですか！　ほら、ぼくって頭いい！　けっこう名案だと思わないですか!?」

「……おめえ、それはリスクあるだろ？　この前すぐそばの天井を崩してんだぜ？」

「まあねえ、そういう構造的な？　弱い場所とか強い場所とか、クローはちゃんと見抜く目があったからいいけど、シェーラにはないでしょ？」

「おめえにもな」

　軽く毒づき合ったシェーラとネフェティの視線が、自然とニコルに向けられる。だけど、いい出した本人のニコルにしたって、そんな小難しそうなスキルは持っていない。

「何だよ……おめえやっぱ口だけだな」

「そっ、そんなこといわれたって──」

「仕方ねえ、確かにほかに手はねえし、こっちは顔見られるだけでまずいしな」

　シェーラは手振りでニコルとネフェティを通路の先のほうに行かせると、ゴーグルをかけ、四つのガントレットを浮遊させて身構えた。

「シェーラ・バーコフ流魔導拳法……爆ばく腕わん穿せん山ざんの型かた──」

　宙に浮いたガントレットの拳こぶしの部分が、ぎゅるぎゅると高速で回転し始めた。

「はっ！」

　シェーラが斜め上に向けて左右の拳を交互に繰り出すと、それに連動して四つのガントレットが左右ふたつずつ、天井に向かって高速で激突する。もうもうと粉ふん塵じんが舞い上がり、見る見るうちに天井にひびが広がっていった。

「そっ、そのくらいでもういいんじゃないんですか、シェーラさん！」

「そうか？」

　ニコルの叫びでようやく手を止めたシェーラの目の前で、天井ががらがらと崩れていく。追手が瓦礫の撤去に手間取るくらいでいいのに、かなり広い範囲にわたって鉄の拳を食らった天井から、建材が大きな塊かたまりのまま落ちてくるのを見て、ニコルの尻尾がぶわっとふくらんだ。

「ま、まずくないですか、これ……？」

「……そうだな。いまさらだけどわたしもそう思う」

「ねえ、この横の壁のひび、最初からあったっけ？」

「それをいうなら、今、ぼくの足の下に真新しいひびが走ったんですけどぉーっ!?」

　天井が崩れる音さえかき消すほどの轟ごう音おんとともに、突如としてニコルたちの足元の床が崩れた。

「てめっ……おめえのせいだぞ、ニコ坊！」

「そっ、ひ、ヒドい責任転嫁だ！　告発しますよ!?」

「きゃああああああ！」

　どこかに捕まるとか、咄嗟にジャンプするとか、そんなことを考える暇もなく、ニコルたちはぽっかり口を開けた暗あん渠きよにひと呑のみにされてしまった。

「くそっ……！　ネフ公！　ニコ坊！　かたまれ！」

「そっ、そんなこといわれても──」

　瓦礫といっしょに落下していたニコルの後頭部に、ふにっとやわらかいものが押し当てられた。暗くてよく判らないけど、この特徴的な消毒薬の匂いからすると、背後にいるのはネフェティ──そしてこのふにふにしたふたつのやわらか突起は、彼女のおっぱいに違いない。

「ニコルちゃんは捕まえた！　シェーラは？　どこ？」

「ここ……だっ！」

「うわ!?」

　今度は何かがニコルの腹のあたりにぶつかってきた。たぶんシェーラだろう。

「ニコ坊、わたしの腰に手を回して摑つかんでろ！　離れたら守りきれねえ！」

「は、はいっ！」

　わけも判らないまま、ニコルはシェーラのするっとしたおなかに手を回した。

「シェーラ！　何だかアタシを下にして落下してるけど!?　アタシをクッションにしてふたりだけ助かるつもり!?」

「安心しろ！　わたしの腕で下からささえてやるから、おめえは明かり！」

「はい！」

　ふたたびぽわっと魔導の輝きがともり、ニコルたちの周囲をわずかに照らし出す。と同時に、落下速度が劇的に下がった。

　視線をめぐらすと、シェーラのガントレットがふたつ、ネフェティのお尻を下からささえているのが見えた。残りふたつのガントレットは逆にニコルたちの真上に移動し、降ってくる瓦礫を片っ端から殴なぐりつけている。

「ネフ公！　下が見えるか!?」

「……何とか！　でもこれ、まだ飛び降りられる高さじゃなくない？」

「ちっ……三人ぶんの体重をささえたままこいつを浮かせとくのは、かなり疲れるんだぞ──！」

　シェーラがいつになく荒い息をもらしている。何だかずいぶんと便利だと思っていたけど、これはこれで相当の疲労があるらしい。

　ニコルはネフェティの手をそっと叩き、

「ネフェティさん、ぼく、先に降ります！」

「えっ？　大丈夫なわけ？」

「これでもぼかぁウルフリングですよ？　一○メートルくらいの高さからなら飛び降りられると思います！　……やったことないけど！」

　自分が先に降りれば、それだけシェーラの負担を減らせる。もしシェーラが途中で力尽きたら、ふたりが危険な高さから落ちて怪け我がをするだけじゃなく、同時に降ってくる瓦礫を壊すこともできず、三人揃ってあの世行きになりかねない。

「で──でっ、でやあっ！」

　自分自身に気合を入れるように大きなかけ声をかけ、ニコルは少女たちの間をすり抜けて飛び降りた。ウルフリングのはしくれとして、ほかの人間たちより高いところから飛び降りても安全に着地できる自信はあるけど、ニコルが実際にこの高さから飛び降りるのは初めてなのである。

「うわ……あ、ちょ、っとおおおお！」

　床に激突する寸前、ニコルはうまく身体からだを丸め、着地の衝撃をうまく逃がすように身を転がした。

「うぐぐぐ──」

「よくやった、ニコ坊！」

　数秒後、着地の衝撃で息を詰まらせているニコルのそばに、シェーラとネフェティが降りてきた。

「はーっ！」

　地に足をつけたシェーラが、四本のガントレットを駆使して落下してきた瓦礫をことごとく粉砕していく。おかげでニコルたちは、小石混じりの砂をかぶるくらいの被害でどうにかこの危機を切り抜けることができた。

「死なずにすんだのはいいけどさ……どこ？　ここ？」

　ネフェティはランタンに火を入れてかかげた。

「ど、洞窟……ですか？」

「いやいや、残念ながら洞窟ではないですよ。壁や天井を見れば判ると思いますが」

「！」

　場にそぐわないのんびりとした声に、ニコルたちははっとして上に向いていた視線を水平に降ろした。

「だっ、誰だあ!?」

　ニコルはウルフリングだから、多少の夜目は利く。だけど、この空間はランタンの明かりが隅々まで届かないくらいに広い。いきなり飛んできた今の声は、ニコルの視界も届かない闇の向こうから発せられたみたいだった。

「待てよ、ニコ坊……今の声」

「……ハンカチ次長じゃない？」

「それはひどいな。そんなアダ名で呼ばれていたのかい、私は？」

　かすかな含み笑いとともに、ニコルたちのはるか前方に、ぽわんと淡い光がいくつもともった。明らかに魔導による光だった。

「まあ、確かに判りやすくはあるけどね。……いやはや」

　青白い燐光に照らし出されたのは、巨大な漆しつ黒こくの石板の前に立つ、猫背で金髪の色男だった。

「いやはや……支局の追手がたどりつくには早すぎると思ったんですが、まさかねえ。きみたちがなぜここへ？」

　額の汗をハンカチでぬぐい、ボグート・オルフセンはニコルたちに尋ねた。

「……それと、ここへ来たのはきみたちだけですか？　たしかきみたちは、クローくんとチームを組んでいたはずですが──」

「しぇ、シェーラさん！」

　ニコルはシェーラの陰に隠れ、そっとささやいた。

「なっ、何か、ま、まだクローさん、こっ、ここへ来てないみたいですけど!?」

「……おかしいな。クロ公なら絶対あの野郎を捕まえにきてると読んだんだが」

「いまさら何いってるわけ？　やばいわよ、ねえ？」

「ここまで来て何をうろたえているんです？　いやはや……キーンホルツのトップチームと聞いていましたが、往生際が悪いですね」

「！　おめえら、勝手にかわせ！」

　何を感じたのか、シェーラはニコルを突き飛ばすと、足を開いて腰を落とした。

　その直後、オルフセンがひらりと片手を振るのに合わせて、あたりの闇を押しのけるように赤々と燃える巨大な火球が飛んできた。

「ぎゃあああああ！」

「ひああああ！」

　炎を目の当たりにして、ネフェティが身も世もない悲鳴をあげる。全身を燃えやすい包帯に包まれている彼女からすれば、あんな炎は悪夢に違いない。この前ミミズと焼身自殺しかけたニコルも、炎の赤さを見た瞬間、ネフェティと抱き合って悲鳴をあげてしまった。

「こんにゃろ……！」

　シェーラが両手を前に突き出すと、四つのガントレットがいっせいに火球に殴りかかり、細かな火の粉に変えた。

「ざまあ──っ!?」

　飛び散った火の粉の向こうから、金髪の次長が迫っていた。シェーラは咄嗟にガントレットを引き戻そうとしていたみたいだけど、それも間に合わない。オルフセンが繰り出すロングソードの一撃を、どうにか両腕でガードするだけで精一杯だった。

「ぐっ……」

　浮遊する四本腕で戦うぶんには問題ないけど、シェーラ自身はニコルよりも体重の軽い小柄なエルフにすぎない。本体で攻撃を受け止めようとしても、簡単に吹っ飛ばされてしまう。

　不自然に真っ平らな床の上をごろごろと転がされ、シェーラは大の字に倒れた。

「シェーラさん!?」

「ち、力が出ねえ……」

　さっき三人の身体を長時間ささえていたのがこたえたんだろう。ふわふわ浮いていたガントレットが次々に墜落し、シェーラ自身、なかなか立ち上がれずにいる。

「たっ、たいへんですよ、ネフェティさん！」

「たいへんていわれても……む、無理だから！　火気厳禁？　なのよ、アタシ！　それにアタシ、サポート役？　だって判るでしょ、ニコルちゃんにも！」

　もともとクローたちのチームは、クロー、ラム、シェーラが荒っぽいこと担当で、ネフェティはスカラベ召喚を駆使してサポート全般を引き受けていたという。シェーラがもはや満足に戦えない今、そのネフェティと、ネフェティ以上に戦いに向いていないニコルのふたりにできることといえば、抱き合って震えていることくらいだった。

　じっとシェーラの様子を観察していたオルフセンは、ニコルたちのほうを見やり、いつものハンカチでロングソードの刃をぬぐった。

「やれやれ……ぐずぐずしていると、ブロードソン課長あたりが市警の人間を引き連れて乗り込んできかねない。さっさと終わりにしましょうか。どのみちこれを見られてしまった以上、生かして帰すわけにもいきませんし」

「こ、これっ？　これ──これって何!?」

　ニコルは慌ててあたりを見回した。でも、この広大な空間にはほとんど何もない。あるものといえば、オルフセンがさっきまで立っていたところに鎮座している、高さ二メートルほどの真っ黒い石碑くらいだった。

「……え!?　もしかしてそれ!?　見られちゃまずいって──ひっ、ヒドい！　そんなデカい石碑を不用心にそこに建てておいたら、ここへ来た瞬間にイヤでも目に入るじゃないですか！　べっ、別にぼくたち、見たくて見たんじゃないんだからねっ！」

「……そうか、そういえばきみだったな」

　ニコルを凝視するオルフセンの目がぐっと細められた。気づけば言葉遣づかいがさっきとは変わってきている。

「パウル・コルマクマの息子むすこ──だったな、確か？　あの男、ここへ来たのは何か目的があるのかと思っていたが、どちらにしろ、きみを押さえておけば、あの男の動きも掣せい肘ちゆうできるというものだ」

「えあ!?　とっ、とうさんのこと、し、知ってるの──？」

「無論だ。何しろ私はパウル・コルマクマ教授の教え子──ということになっているのだからね」

　オルフセンはいったん剣を鞘さやに納めると、無造作にニコルへ近づいてくる。立てなくなったシェーラや火気厳禁のネフェティにはもはや目もくれない。いまやオルフセンの意識は完全にニコルだけに向けられていた。

「……！」

　ネフェティの胸の谷間に半分顔をうずめていたニコルは、知らずしらずのうちにはみ出ていた舌を引っ込め、目もとをきりりと引き締めて立ち上がった。

「……ほう？」

　オルフセンの眉まゆがぴくっと震え、歩みが止まった。

　ニコルは両手の爪をじゃきっと伸ばして腕を垂らし、やや前かがみの姿勢を取った。ウルフリングにとって、これがもっとも自然な戦いの構えなのである。

　それを見たオルフセンが首をかしげた。

「……ひょっとして私と戦うつもりか？　きみが？　きみの父親ならまだしも、きみが私と戦うだと？」

「だっ、だったら何なんだ!?　ぼかぁこれでもウルフリングだぞ！」

「や、やめときなさいよぉ、ニコルちゃん！　無理だって！」

「よせ……に、逃げろ、ニコ坊──」

「なっ、何をいってるんですか、ふたりとも！　ここでやらなきゃ死んだおじいちゃんに怒られますよ！　おまえのその牙きばは何のためにあるんだって！　いったん獲物に食らいついたら絶対に放すな、食った肉は死んでも吐くな！　ぼくのおじいちゃんはいいことをいったと思います！　それがオスの生きざま！」

「……何をいっているのか判らないが、万が一ということもある」

　オルフセンはふたたび剣を抜き、ニコルを見み据すえた。

「まずは全力で当たらせてもらおう」

「えあ!?　そっ、そこはぼくをあなどるところじゃないの!?」

「私の肩には〝組織〟の未来がかかっている。誰かをあなどるなどということはありえないな」

「ひゃあああ！」

「!?」

　一気にニコルとの距離を詰めようとしていたオルフセンの意識が、その時、一瞬だけ上に向いた。

「コルくん、伏せて！」

「はっ、はいい！」

　続いて聞こえてきた声が誰のものかも確認することなく、ニコルは頭をかかえて尻尾まで股こ間かんに巻き込んで、その場にべたっと伏せた。

　そのすぐ上を、唸うなりをあげて巨大な斧おのが飛んでいく。

「ぬ──！」

　オルフセンははっと視線を戻し、目の前に迫る斧をはじき飛ばした。

　その、わずかに体勢が崩れたところに、真っ黒な影が降ってきた。












「やはり来たか──支局長の秘蔵っ子！」

「何だ、それは？　そんな呼ばれ方をするのは初めてだ」

　クローがショートソード二刀流で斬りかかると、オルフセンはすばやく後方に飛びのき、軽く手をぷらぷらさせて苦笑した。

「最初の三人は私を油断させるための囮おとりか？　あの距離に近づかれるまで気配に気づけなかったとは迂う闊かつだったよ」

「別にアレだ、作戦でも何でもないぞ？」

　赤い前髪をかき上げ、クローはにまにまと笑った。

「ただ、ときおり素人しろうとというのは、玄人くろうとが考えもしないようなことをやってのけることがある──ということだろう。認めたくないがな」

「わ、わたしらは、素人じゃねえぞ──」

「黙れ」

　ラムの手を借りて立ち上がったシェーラが、クローを睨にらんで毒づいた。

「こっちはわざわざ七九号遺跡から隠し通路を使って慎重に進んできたんだぞ？　大おお雑ざつ把ぱなやり方で落盤を起こして勝手に落ちてきたおまえたちのほうが、まっとうなやり方をしているオレたちより先にここにたどり着くとは何ごとだ？　納得がいかん」

「いやあ、クローさん！　それはですねえ、ぼくのひと言がきっかけで──」

「おまえも黙ってろ、四脚歩行」

　クローが現れたことでなめらかさを増したニコルの舌を、クローの指がひょいとつまんで引っ張った。

「……オレの配慮を根底から台なしにしてくれたな、ニコルくん？」

「いひゃいいひゃいいひゃい！」

「ミミズに勝てないような新人は、分をわきまえて後方でおとなしくしていることだ」

　そのままぽいっとニコルを後ろに放り投げ、クローはショートソードを構えた。

「……さて、本題に入ろうか、ハンカチ次長。あんたが特別書庫から資料を盗んだり、審査官を殺してまでここに降りてきたのは、その……アレだ、後ろにある石碑が目的だったのか？」

「こんなに早く邪魔が入るとは完全に予想外だな。もうしばらく調べてからと思ったんだが……仕方ない。ぶっつけ本番といこうか」

　クローの問いを無視したオルフセンは、その場に剣を突き立て、アイテムパックから何かを取り出した。

「……え？」

　それは、飾り気のないシンプルな金属の輪だった。

「我が〝組織〟にとって最大の障害となりかねないキーンホルツ支局を、手て土産みやげ代わりに潰つぶしていくことにする」

　オルフセンはその輪をかぶると、手袋をはずしながら一足飛びに石碑の前まで飛びすさり、黒くつやつやした表面に触れた。

「ひあ!?」

　急に大地が震え始めた。さっきみたいに、床が抜けるとかそういう揺れ方じゃない。ニコルたちの足の下、大地そのものが激しく震動している。

「地震？　じゃないの、これ？」

「ラム！」

　クローはオルフセンを見据えたまま、じりじりと下がった。降ってきた石塊をろくに見もせずにショートソードではじいて逸そらし、ラムにいう。

「オレたちが通ってきたルートから地上に戻る。おまえはシェーラをかつげ」

「う、うんっ！」

　魔導さえ使えば、ラムにとってシェーラなんて手荷物も同然だろう。ラムがシェーラを背負い、代わりにニコルがラムのポールアックスをかかえて、一同はクローを先頭にそこから逃げ出した。

「──生き延びたいなら今すぐ街を離れることだ」

　オルフセンの予言めいたひと言が、床が割れる異音にかき消された。激しい揺れがこの不気味な広間全体を襲い、床から壁、そして天井のほうへと太い亀裂が木の枝のように伸びていく。おまけに、床のあちこちから水が噴き出し始めた。

「ちっ、地下水!?　──まずいですよ、これ！　大規模な落盤の兆候じゃないですか!?」

「いいから急げ、ニコルくん！　本格的に水が出たら地上へは戻れなくなるぞ！」

「は、はいっ！」





　　　　　






　大地の隆起に真っ先に気づいたのは、街の西門を守る市警の職員だった。夜陰を引き裂いて轟音がとどろき、森の一角から泥混じりの地下水が噴き上げたのを、門の両脇に建つ物見の塔とうに詰めていた夜警が確認したという。

　その第一報が届いた時、鉢植えに水をあたえていたマルタ・リンデンブロッホは、小さく嘆たん息そくして背後の美女たちにいった。

「あのレリーフにそういうものが隠されていたのだとすれば、大地を割って現れるものも、博士の推測通りということでしょう」

「いかがいたしましょう……？」

「彼が行っているはずです。手伝ってあげてください。……遺跡の秘密は守らなければなりません。誰に対してであれ──」

「はい」

　マルタの背中へと深く頭を下げ、ナジャとブラティカは支局長室をあとにした。

「ナジャ」

　足早に歩きながら、ブラティカが尋ねる。

「あなたの推測が正しかったとして──そんなもの、どうやって止めたらいいの？」

「レリーフに描かれていたのは〝破滅の獣ブラムワール〟──古代人が生み出した魔導兵器だよ。正規軍を連れてくるならともかく、わたしたちでそれを破壊するのは非常に困難だ。ここの警察軍の手にもあまる」

「……聞かないほうがよかったかしら？」

「だが、人の意向にしたがわない兵器に意味はない。おそらくそれをコントロールする人間を倒せば停止するだろう」

「要するに、ハンカチ次長を倒せってことね。判りやすいわ」

　コートのベルトをほどき、ブラティカは不敵に笑った。だが、ナジャは彼女ほどには楽天的に構えてはいられない。むしろそのあとにやってくる政府の調査団をどうやりすごすか──そのほうが憂ゆう鬱うつだった。

「面倒よね」

　毛皮を脱ぎ捨てたブラティカは、階段に向かうことなく廊下の窓を開けて窓枠に足をかけた。

「──あなたはどうする？」

「急ぐに決まっている」

　黒いシルエットを残して窓から飛び出したブラティカを、ナジャもまた、白衣を脱ぎ捨てて追いかけた。





　　　　　






　どうにか地上へと駆け戻ったクローたちを出迎えたのは、時ならぬ泥の雨だった。

「ぶあぁ……な、何ですか、これ？　このへんじゃ泥の雨が降るんですかぁ？」

　頭から泥水を浴びて顔をしかめているニコルに、クローは冷ややかにいった。

「きみにはちょうどいいだろう、ニコルくん？　一部の動物は身体の乾燥を防いだり寄生虫を落としたりするために、あえて泥水を浴びるというぞ」

「じゅっ、獣人と動物は違いますよ！　次にまた、さっ、差別的な発言をしたら、本気で告発しますからね、ぼかぁ！」

「その様子ならもう少し走れそうだな」

「は、はい？」

「これだけ地下水が噴き出しているんだ、きみがいった通り、大規模な落盤が起こる予兆と見ていいだろう。どうやらこの近くには地下水脈があるらしいからな。……うかうかしていると、このあたりの地面がいきなり陥没して、即席の湖に沈むことになる」

　ここは、クローとラムが八二号遺跡を経由せずに地下通路へ入るべく掘った縦穴のそばだった。直線距離でいえば、八二号からは三○○メートルほどは離れている。

　ただ、ここでもまだ揺れを感じる。揺れが大きいことよりも、これだけ長い時間、揺れが続いていることのほうが問題だった。

　木々に寄りかかってぜぇぜぇいっている女たちを見やり、クローはいった。

「おい、さっさと移動するぞ？　それとも泥水で沐もく浴よくしていく気か？」

「そんなこといわれても……」

「さ、さすがに──」

「まったく……少しはニコルくんを見習ったらどうだ？　彼がこうして自分の足で立っているのに、どうしておまえたちがへたり込む？」

「あ、あのですねえ！　みなさんを叱しつ咤たするのにぼくをサゲるのやめてもらっていいですか!?　何度もいいますけど、ぼくはこれでもウルフリングなんで、走るのはけっこう得意──」

　ひときわ大きな揺れがクローたちを突き上げた。

「！」

「きゃあああ！」

「らっ、落盤？　──じゃなくない!?」

　八二号遺跡があるあたりの大地が大きく隆起していく。まるで小さな山の誕生を見ているかのようだった。

　その頂上付近から、明け方の空に向かって激しい雷が走るのが見えた。

「なっ、何なんです!?」

「……何か出てくる」

　長い年月が育てた緑におおわれた大地を割って、巨大な獣が這はい出してくる。この鳴動はその猛たけ々だけしい産うぶ声ごえだった。

「な、何？　あれ？」

「石でできてるみてえだけど……ゴーレムか？」

　確かにそれは、石を組み上げて作られているように見えた。ただ、よく目にする遺跡内の通路の石組というより、巨大な城の城壁を思わせる。

「ゴーレムっていうか……そもそも人の形をしてないような……」

「あっ！　判りましたよ！」

　大地の中から這い出てきた巨大なそれを見て、ニコルが耳と尻尾をぴんと立てた。

「あれはオオカミです！　オオカミの巨大な石像で間違いない！」

「え～？　ヒョウじゃない？」

「ヒョウだろ？」

「オオカミよりはヒョウ……っぽいかなあ？」

「どっ、どうしてそんな、みんな揃ってオオカミを否定するんですか!?」

「まあ、四脚歩行だってことに違いはないが……レリーフに描かれていた獣というのはあれのことか」

「え？」

「何でもない。……ちょっと行って様子を見てくる」

「ま、待って、クロさん！　さすがにダメよ、そんなの！」

「おい、やめとけよ、クロ公」

「そ、そうよ。ここは街に戻って、あとは警察軍に任せて──」

「ハンカチ次長は、支局を破壊していくとかほざいていた。もしあのデカいのを呼び出したのがヤツなら、あの硬そうなネコちゃんはいずれ街に向かうぞ？」

　ここから目視したかぎり、地下遺跡から現れた巨大な獣は、肩までの高さだけで三○メートルはありそうだった。キーンホルツの周りは高い城壁によって囲まれているが、あの高さなら簡単にまたぎ越せるだろうし、それこそネコがネズミをもてあそぶかのような一撃で、あっさり破壊されてしまうだろう。

「でっ、でも、だからって──無理ですよ、無茶だ！」

「心配ない。……オレはいろいろと特別だからな。おれひとりなら、あそこまで行くのもあそこから逃げるのも問題ない」

「クロさん……」

「ラム、おまえはみんなを連れて支局に帰っていろ。それと、オレが戻るまでに食事の用意をすませておけ」

「それ、ちゃんと帰ってくるっていう意味よね？」

　ラムは瞳を潤ませ、クローを見つめた。

「──ラムにあんなことしておいて、責任取らずにこのまま帰ってこないなんてことないよね？」

「はあ!?　何それ、クロー？」

「クロ公……おめえ、ラム公に何した？」

「ふっ、不純だ！　これだから体毛のない人間は──」

「黙って今すぐ街に戻れ。……動き出したぞ」

　巨石の猛獣が地上に脚を踏ん張り、天に向かってすさまじい咆ほう哮こうを放った。

「うわ──！」

　巨獣の咆哮は文字通りの雷鳴だった。大気を震わせる轟音とともに、その口からほとばしった幾いく条じようもの雷がアーチを描いてその周辺に落ちる。

「やっ、やべえな、おい……！　踏まれるとか潰されるとか以前に、早く離れねえとあれが落ちてくるぜ」

「あ、あんなの、警察軍でも止められないと思うけど──」

「とにかく先に帰ってろ。……まったく、女が集まると何よりもおしゃべりが優先になるからたちが悪い。これはもはや種としての致命的な欠点だな」

　不安そうな表情の女どもにこれ以上つき合っていられなくて、クローは走り出した。

「あっ!?」

「クロさーん！」

　まだわずかに地響きは続いていたが、クローの走りをさまたげるほどではない。クローを呼ぶ少女の声はあっという間に遠ざかり、夜明けの風にまぎれて消えた。

「早く止めないと森林火災になるぞ、これは──」

　悠然と一歩進むたびに、巨獣はあたりに雷らい霆ていをまき散らしている。緑のみずみずしい時期とはいえ、こう頻ひん々ぴんと落雷があると、いずれどこかから出火しかねない。もし火事になれば、警察軍が展開するのも不可能になるだろう。

「……こうして見るとまるで動く砦とりでだな」

　それは、全体としてはネコ科の猛獣を思わせるフォルムをしているが、細かい部分には城塞を連想させる意い匠しようが取り入れられている。胸のあたりには矢や狭はざ間まがあり、肩や背中には胸壁の縁取りがあった。あるいはもしかすると、これは古代人たちが戦争にもちいた、超大型のゴーレム──それ自体が砦として、多くの兵士たちを運ぶような攻城兵器なのかもしれない。

　いよいよ足音が耳障りになるほどの距離まで接近すると、クローはアイテムパックから細いワイヤーを取り出した。

「……まあ、ひっかけるところが多いのは助かるが」

　ワイヤーの先端を輪にして胸壁のでっぱりに引っかけたクローは、巨獣の脛すねを蹴るようにしてほぼ垂直に駆け上がり、一○秒とかからずに右肩の上に登り詰めた。

「────」

　実際にここまで上がってくると、この巨獣が派手に走らない理由が何となく判った。これが本物のヒョウのように躍動したら、上に乗っている人間は簡単に振り落とされてしまうだろう。肩の上よりずっと揺れが少ない背中に移動しようとしたクローは、その時、視線を感じて振り返った。

「……みじめに潰されていなかったか。さすがというべきかな、クローくん」

「それはオレのセリフだぞ、次長。……いや、本当は次長じゃないんだったな？」

「オルフセンでかまわないよ……無論、私の本名はボグート・オルフセンではないが」

　巨獣の頭の上にあの黒い石碑があり、そのかたわらに、さっき別れた時のままのオルフセンが立っていた。その額を横切る銀のサークレットが、昇りかけた朝日を跳ね返して輝いていた。

「今ここできみに本名を告げる意味も特にないだろう。ここで死ぬきみには」

「そのサークレット……レリーフに隠されていたのはそれか？」

「ほう……それに気づいたか？」

　厳密にいえば、それに気づいたのはクローではなく、レリーフの復元作業に従事していたナジャだった。細かく砕けたパーツを苦心して組み合わせていくうちに、レリーフの内部に円環状の空洞が存在していた可能性を見み出いだしたのだという。そこに何かが隠されていて、そしてそれを取り出すことが目的だったと考えれば、レリーフを破壊したことも説明がつく。

「これこそが鍵なのだよ。〝破滅の獣ブラムワール〟を起動させ、操作するための」

「ブラムワール──このネコちゃんのことか？」

「攻城戦用無限軌道要塞獣──我が〝組織〟ではそう分類している。古代人が残した素晴らしい叡えい智ちだ」

「〝組織〟だと？　思わせぶりないい方をするくらいなら、洗いざらいしゃべったらどうだ？　そのほうが、オレも報告する時に助かる」

「……あの支局にもぐり込んで、いろいろ調べているうちに、きみの噂うわさを聞いたよ」

　後ろ手に手を組んだまま、オルフセンはブラムワールの背中に移動した。まるでここまで来いと誘っているかのようだった。

「支局長の愛人──というのは下げ衆すの勘繰りだろうが、支局長の秘蔵っ子というのは、当たらずといえども遠からずではないかな？」

「さあな」

「リンデンブロッホ支局長は、いったいどういう政治力の持ち主なのかは判らないが、前任者の娘というだけで今の地位にいる。本局──というより、王国政府からすれば、何か理由をつけてでも首をすげ替えたいところだが、なかなか理由が見つからない。管理下のサーベイヤーたちは定期的に重要な発見をし、さまざまな研究成果も挙がっている。不祥事らしきことが発生しても、つねにその影響を最小限に抑えこんでいる」

「ならば今の支局長は、ぼんやりしているように見えて、実は優秀な人間だということだろう。すげ替える必要はない」

「その裏にいるのがきみなのだろう？」

　背中に飛び移ってきたクローを指差し、オルフセンは笑った。

「支局長が、ここで起こるトラブルを解決させるために暗躍させている腕利きのサーベイヤー──こうしてここまで来たところを見ると、やはりそうなのだな？」

「そういういい方をすると、まるでオレが秘密任務に従事するエージェントか何かのように聞こえるな。……ただばたらきさせられるエージェントがいるとすればだが」

「まあ、どちらでもいいことだよ。きみはブラムワールを止るためにここへ来た。……そのことまで否定はすまい？」

「とりあえず、おまえを始末すればいいんだろう？」

「ブラムワールの件がなかろうとも、きみは非常に厄やつ介かいな存在だ──〝組織〟がこの街を掌しよう握あくするためにな！」

「そうデカい口を叩かないでもらえるか？　こっちが恥ずかしくなってくる」

　オルフセンが剣を抜くと見るや、クローは左手のワイヤーを素早く投じた。

「む！」

　細い鋼線が剣に絡みつき、その動きを制する。と同時に、クローは一気に距離を詰めてオルフセンに斬りかかろうとした。

「……ここは〝我が軍〟の砦なのだよ？」

　オルフセンはあっさりと剣を捨て、代わりにサークレットに軽く触れた。

「──!?」

　オルフセンの目の前の床が大きくせり上がり、そこから無数の槍やりが放たれた。

「なるほど……攻城用というのは、そういうことでもあるのか」

　これを浴びせかけられれば、敵の城壁の上にいる兵士たちを殲せん滅めつするのもたやすいだろう。クローは咄嗟に両手の剣を振るって槍をはじき飛ばし、後方へと下がった。

「こうしている間にも、ブラムワールは街に向かっているぞ？　時間はそう残されていない──さあ、どうする？」

「街に入られるのは別にかまわないが、アレだな、その途中にある遺跡を破壊されるのは困る。何しろオレはサーベイヤーだからな。──遺跡のないところに居場所はない」

「居場所どころか、きみは影さえもなくすのだ、今すぐに！」

　オルフセンが拳を握り締めると、クローの左右の床がせり上がり、至近距離から矢を打ち出した。

「言葉が足りなかったな」

　左右のショートソードをひらめかせ、左右からの斉射をすべてはじき飛ばしたクローに、落ちていた槍を手にしたオルフセンが迫った。

「……オレは特別なサーベイヤーだ」

　槍を好んで使うサーベイヤーはほとんどいないが、オルフセンの槍さばきもたくみだった。迅じん雷らいの速さで繰り出される無数の突きを、クローもまた素早い剣さばきで脇へ逸らし、はじいていく。

「きみはサーベイヤーではなく軍人になるべきだったな！　そうすれば文字通り特別な軍人になれただろうし、私と敵対することもなかった！」

　槍を引いたオルフセンが左手を突き出すと、そのてのひらから巨大な火球がほとばしり、クローを襲った。

「指先で小さく魔導印を描くその動き──確か陸軍大学で教えているやり方だったな？　さてはおまえ、軍人か？　それとも軍人上がりか？　ま、どちらでも大差はないが」

　簡便さを重要視する陸軍式の魔導法は、魔導印を描く動きがコンパクトで早い反面、比較的単純な魔導しか使えない。指の動きさえ確認できれば、相手が何をするか見抜くことも可能だった。

　極端に低い姿勢で横に飛んで火球をかわし、クローは胸壁の上に移動した。

「逃がさんぞ！」

　オルフセンの殺意に反応し、石組みの床が次々にせり出して、槍や矢といった凶器を吐き出した。しかし、クローはつねにその着弾点の一歩先を走っている。器用に胸壁の上を駆け抜け、オルフセンの周囲をぐるっと回り込んでいった。

「……オレを逃がさないというより、おまえが追い込まれているんだがな」

　連射される矢をすべて振り切ったクローは、そのままオルフセンとの間合いを詰めて斬りかかった。

「追い込まれる……？　私が？　馬ば鹿かなことを！」

「そう思うか？　だが──アレだ、おまえはどう見てもオレより弱いからな」

　軽口めいたそのセリフの合間にも、クローのショートソードが容赦なくオルフセンに襲いかかる。槍をかざして受けに回ったオルフセンは、事実、じりじりと徐々に押されていった。

「……調子に乗るなよ、小僧！」

　もとよりショートソードと槍とでは得意とする間合いがまるで違う。オルフセンは隙すきを見て大きく飛びのき、仕切り直そうとしたようだった。

「だからいったろう？　追い込まれると？」

「何──っ!?」












　オルフセンが大きく一歩引いた刹せつ那な、その足元が爆裂した。クローはオルフセンとの戦いの中、目まぐるしくポジションを変えながら、少しずつブラムワールの背に魔導印を刻み込んでいたのである。しかし、オルフセンはついにそのことに気づかなかったに違いない。

「な……に、が──!?」

　仰あお向むけに転がったオルフセンは全身傷だらけだった。そこからすぐに立ち上がったのはさすがというべきだが、おびただしい出血は、これ以上の戦闘が不可能に近いということを意味していた。

　オルフセンはふらつく身体をどうにかささえ、クローを睨ねめ据すえた。

「きみは……何者、だ？」

「何度もいっているんだが、聞いていなかったのか？　特別なサーベイヤーだ。いろいろと特別な、特に優秀なサーベイヤーだ。──ここではクローで通っている」

「ふ……きみについて、もう少し調べてから──動くべきだったな。私としたことが功を焦あせりすぎた、か……」

「…………」

　クローは目を細めてオルフセンへと走った。その表情から、彼がまだ何かをたくらんでいると察したのである。

「──いつかまた会おう」

「！」

　すさまじい音がとどろき、クローの頭上から青白い雷が降ってきた。ブラムワールの咆哮が生み出した稲妻が、ブラムワール自身の上に降りそそいでいるのである。

「自分の手に入らないものは破壊するというわけか？　これだって遺跡から出てきた立派な〝遺物〟だろうに──アレだ、新人指導課の指導官にあるまじきふるまいだな」

　クローは雷から逃れるようにブラムワールの背の上を走った。だが、人工的な落雷は断続的に続き、ブラムワールの背中を容赦なく焼き砕いて、少しずつクローの逃げ場を奪っていく。

「……ちっ」

　ブラムワールの尻のほうまで走ってきたクローは、躊ちゆう躇ちよなくそこから飛び降りた。

　その直後、ひときわ大きな雷がブラムワールの右の前脚のつけ根を直撃した。

「……四七号遺跡の真上じゃないのか、ここは？」

　周囲に生えたブナの梢こずえへといったん避難したクローは、ブラムワールの右脚ががくんと折れ、その巨体が轟音とともに前のめりに倒れていくのを見た。落雷によってあたりの木々がくすぶり始め、舞い上がる土ぼこりと煙とが朝日をさえぎる。

「…………」

　クローはマフラーを鼻のところまで引き上げると、ふだん首から下げているゴーグルをかけ、ふたたびブラムワールの背に登った。

「……八二号だけじゃなく、四七号もこれで探索不可能になったな」

　ブラムワールは右の前脚を大地に深く突き刺し、尻を高くかかげた恰かつ好こうで停止していた。おそらくあの前脚は、四七号遺跡の地下三階あたりまで達しているのだろう。

　大きく傾いたブラムワールの背中には血溜まりがあるだけで、すでにオルフセンの姿はない。ほめられることかどうかはともかく、あざやかな逃げっぷりではある。

　クローはところどころ焼け焦こげて砕けた傾斜を下り、地面に鼻面をめり込ませたブラムワールの頭に移動した。

　魔獣の頭頂部に建てられた黒い石碑は、オルフセンがいなくなった今も、かすかな唸りをあげている。その表面に刻まれている文字らしきものはクローには理解できなかったが、おそらくこれこそが、サークレットを持つ者の意志をブラムワールに伝える何かしらの装置だということは明らかだった。

　クローは石碑の根元に小さく魔導印を刻み込み、炸さく裂れつさせた。

「……ま、ついでだ」

　ぐらりと傾いた石碑に手をかけ、強引に台座から引き抜く。それなりに重さがあったが、わざわざラムを呼んできて手伝わせるほどでもない。

　クローは石碑を肩にかつぎ上げると、ゴーグル越しの朝日に目を細め、ブラムワールから飛び降りて森の中に姿を消した。





　　　　　






　この森には血の臭いに敏感な猛獣が数多く生息している。オオカミ、クマ、あるいは弱者を狙ねらう盗賊たち──。しかし、朝日が昇り始めたこの時刻、しかもブラムワールが傍若無人に雷を落とした直後に、あえてエサを求めて血臭のみなもとを捜すけだものはいまい。

　朝風が緑の香りを運ぶ中、場違いな血なまぐささをまとって、ボグート・オルフセンは走っていた。

「これだけでも──持ち帰ることができれば……！」

　荒い息をつくオルフセンの胸には、血に汚れた銀のサークレットがあった。

　あれがあのブラムワールをコントロールするためのものだということは容易に想像がつく。それを〝組織〟に持ち帰られてはここまで来た意味がない。

「クローくんが最後まで面倒を見てくれればこちらの手間がはぶけたんだが……まあ、仕方がない」

　パウルは眼鏡めがねをはずして胸のポケットに押し込むと、軽く嘆息して木の枝から飛び降りた。

「──どこへ行く、オルフセン次長？」

「！」

　唐突に頭上から現れたパウルを見て、オルフセンの顔色が変わった。

「貴様、パウル・コルマクマ──」

「私がここに現れるのが意外だったかな？」

「……ふつう、あれだけの毒を盛られたら、死なないまでも半月は動けなくなるはずだがね」

「ああ、息子へのいい訳に苦労したよ。……おかげで嫌われたかもしれない」

　パウルは両手の爪を伸ばし、オルフセンに歩み寄った。

「……そのサークレットをおとなしく置いていくなら、命までは取らない。私は殺し屋ではないからね」

「そういわれて……素直に応じられると思うか？」

　苦しげに笑ったオルフセンが、震える右手を前に伸ばす。

「──きみの情けを乞うて生きて帰ったとしても、〝組織〟は私を許すまい」

「では仕方がない。きみにここで死なれると、政府の調査が入ったり何だりでまたややこしいことになるから嫌なんだが──」

　オルフセンの指先が魔導印を描く。だが、パウルはそれよりも一瞬速くオルフセンの懐へと飛び込んでいた。

「……っ、ぐ」

　オルフセンの指から小さな煙が立ち昇り、すぐに消え去る。すれ違いざまに首すじをえぐられたオルフセンは、わずかに頰ほおをひくつかせたあと、奔ほん流りゆうのような血ち飛沫しぶきを上げて前のめりに倒れた。

「いつもながら……気分のいいものではないね、まったく」

　指先を濡らす血ち潮しおを振り払い、パウルはオルフセンを振り返った。そして、下生えの中に転がったサークレットを拾おうと歩み寄る。

　だが、腰をかがめて手を伸ばした矢先、かすかに光を跳ね返す糸のようなものが絡みつき、サークレットをすばやく釣り上げていった。

「あっ、ちょっ……！」

　パウルが顔を上げると、数分前の自分と同じように、高いブナの木の枝の上に、全身黒ずくめの女たちが立っていた。

「お初にお目にかかります、コルマクマ教授」

「そうおっしゃるあなたは──ジャランジーラ博士？」

「は～い、教授」

　ひらひらと手を振りながら愛想を振りまいているフォックスリングの美女は、探索人事課のブラティカ・ブラボーだった。とすれば、やはりその隣にいるショートカットのレプタリアンはナジャ・ジャランジーラだろう。キーンホルツに来る前から、ふたりとも支局長の腹心だと聞いている。

　パウルは眼鏡をかけ、サークレットを手にしたナジャにいった。

「その……できればそれはお返し願いたいんですがね、博士。個人的にも興味がありまして……」

「研究ならこちらで進めます。大学を通して正式に問い合わせていただければ、その時点で判明していることについてなら、お教えすることもできますが」

「それはいささか……いいところで横からかっさらっていくというのはいかがなものでしょう？」

「あらあら、そうおっしゃる教授も、肝心なところはクロー任せだったのでは？」

　ブラティカの言葉に、パウルは頭をかいて苦笑した。

「それをいわれると確かにつらいんですが……ま、あなたがたには息子がお世話になっていることもありますし、きょうのところは、それが彼らの手に渡らなかったことでよしとしておきましょう」

「ご理解いただけて何よりです」

「それじゃ教授も警察軍に見とがめられたりしないよう、うまくお戻りください」

　そういい残して、ナジャとブラティカは大きく跳躍した。枝から枝へ、それこそ身軽な獣のように飛び移り、あっという間にその姿が見えなくなる。

「これは苦労しそうだな、のちのち……」

　大きく嘆息して肩を落とし、パウルもまた街に向かって歩き出した。

　夜中に家を出ていった息子が今どこで何をしているのか、気にならないといえば噓うそになるが、あのクローたちといっしょにいるのなら、そう心配する必要はないだろう。

　むしろ今は、ニコルより先に帰宅し、血の臭いのする身体を綺き麗れいに洗って、何食わぬ顔をして朝食の準備をすませなければならない。

　表と裏のふたつの顔を持つパウルにとって、息子とすごす時間は何よりも貴重なものなのである。





















　ところどころひびが入ったサークレットを机の上に置き、ナジャはいった。

「オルフセン次長を名乗っていた男は、明らかに〝Ｖ機関〟のエージェントでした。身分をいつわって支局にもぐり込んだのも、おそらくブラムワールについて調べるためでしょう。新人指導の担当なら比較的自由に遺跡に入れますし、調査鑑定士サーベイヤーでは閲えつ覧らんできない資料にも接することができますから」

「……それで、ブラムワールについては？」

「政府のほうから手を触れるなと通達がありました。出現してからまだ一二時間もたっていないんですけどね。お役所のくせにいつになく仕事が早くて……すでに警察軍がブラムワールの周りを固めています」

　ブラティカが溜息混じりに呟つぶやく。

「──おかげで、サーベイヤーも支局の職員も、当該区域の遺跡にはしばらく近づけません。立ち入り禁止がいつ解除されるのかは未定です」

「そこはしたがいましょう。政府を敵に回す必要はありませんし。……それで何か問題がありますか、博士？」

「おそらくは……大丈夫だと思います」

　ナジャは眼鏡めがねを押し上げ、自分の母親ほどの年齢の女性の背中を見つめた。

「──政府はあれを我々に調べさせず、解体してゴルトハウゼンに運ぶつもりのようですが、サークレットは我々が回収してまいりましたし、石碑もクローが研究室に運び込んでくれました。それ以外の部分をいくら調べても、せいぜい新しい建材の研究が進む程度でしょう。特に危険はないかと」

「それと、コルマクマ教授のことですけど、どうします？　彼も明らかにエージェントですよ、政府側の。政府の動きがここまで早いのは、おそらく彼が逐ちく一いち情報を送っているからだと思いますけど」

「コルマクマ教授ね……彼はいい人かしら？　悪い人かしら？」

「個人としては善人だと思いますけど、組織の一員としてもそうでいられるかどうかは判わかりませんわ」

　ブラティカはそういって唇をなめた。おそらくブラティカは、パウル・コルマクマを男として気に入っている。横目に彼女の表情を見て、ナジャはそう確信した。

「──ここへ来た目的が〝Ｖ機関〟の動きを潰つぶすためなのかどうか、はっきりするまでしばらくは泳がせておいてもいいのでは？」

「それ、個人的な感情は混じってないわよね、ブラティカさん？」

「もちろん」

「ならいいわ。おふたりともご苦労さま。通常の業務に戻ってちょうだい」

　ふたりを振り返り、マルタはやわらかな微笑ほほえみを浮かべた。












「──ああ、それともうひとつ、あの人は何をしているのかしら？」

「さすがに無傷というわけにはいかなかったらしく、きょうはおとなしくしているでしょう。怪け我がといってもたいしたことはないので、どうぞご心配なく」

「そう……おふたりにもいろいろと面倒をかけさせると思うけど、できるかぎり、あの人の好きなようにやらせてあげてもらえるかしら？」

「……はい」

　小さく目礼し、ナジャは支局長室をあとにした。

「あの人……ねぇ」

　廊下に出るなり、ナジャはキセルをくわえて嘆たん息そくした。

「──支局長っておいくつだったかしら？　五○？」

「五二だよ」

「恋する乙女おとめね、あの目はまだ」

「素敵なことだと思うがね。……恋愛感情が人間の老化を遅らせるという学説もある。支局長がいまだにスマートでお美しいのはそれが原因だとわたしは考えている」

「まあ、確かにわたしも、三○や四○をすぎた時点でもう恋をするなといわれても、たぶん無理だと思うけど」

「それよりもだ。ここが全館禁煙だということを忘れないように」

　ブラティカが火を入れる寸前、ナジャは友人の口もとからキセルを取り上げると、彼女をうながして歩き出した。きょうはこれから、八二号遺跡から奇跡的に生還したブロードソン課長を見舞い、彼が見聞きしたことについて詳細な聞き取りをしなければならない。ブラティカの探索人事課にしたところで、あちこちの遺跡が立ち入り禁止にされた影響で、そうそう暇ではないはずだった。

　ブラティカは肩をすくめ、ナジャから奪い返したキセルを懐ふところにしまった。

「わたしのキセルにはミントとハッカしか詰まってないっていうのに……」

「それでもだ。例外を作るといずれ収拾がつかなくなる」

「そういう生き真ま面じ目めそうなことをいう前に、わたしのお尻を尻尾しつぽで撫なで回すのやめてもらえる？」

「これは失敬。仕事の重圧から逃れるために、ついつい誘惑に負けてしまったよ」

　ブラティカのコートから尻尾を引き抜き、ナジャは小さく笑った。





　　　　　






　両腕に巻かれた包帯を見て、クローは眉まゆをひそめている。

「ずっと気になっていたんだが……この包帯からは妙な匂いがするぞ。まさかネフェティの使い古しじゃないだろうな？」

「え？　いや、判りません。ネフェティさんにもらったのは事実ですけど」

　骨つきのモモ肉を頰ほお張ばっていたニコルは、クローの疑問をそのまま視線でネフェティにパスした。

「これキジ？　カモ？　おいしいじゃない」

「カモですよ！　キジとカモの区別もつかないなんて、ネフェティさんの舌はどうなってるんですか、まったく」

「鼻がおかしいニコルちゃんにいわれちゃおしまいよね～」

「……おい、ネフェティ。意図的にオレの質問を無視するな。おまえの使い古しかどうかと聞いているんだ、オレは」

「だったら何なの？　わたしの包帯はね、三日に一回？　とにかくこまめに洗濯して消毒してるし、アナタのパンツよりはるかに清潔だと思うけど？」

「ぱっ、パンツ!?　ネフちゃん、クロさんのパンツ見たことあるの!?」

　両手が使えずぐったりベッドに横たわっているクローに、まめまめしく食事の介助をしていたラムが、よりによってパンツという単語に反応して頓とん狂きような叫びをあげた。

「ら、ラムだってまだ、みん、み、見て、ないのに──」

「見なくていい。それ以前に、オレは自分のパンツを包帯代わりにするつもりもない。だからその比較はまったくの無意味だ」

　小さく鼻を鳴らし、クローは身を起こした。

　オルフセンとの戦いから、すでに半日近くが経過している。あの石の巨獣を止めたのは、それをあやつっていたオルフセンを倒したクローだけど、それはニコルたちしか知らない事実だったし、誰だれかに打ち明けるつもりもない。そのへんのことをつまびらかにすると、みんなでやらかした違反行為まで明らかになって、支局からの処罰を受けかねないからである。

　けど、英雄になれなかったクローは、別にそのことを何とも思ってないようだった。

「……どうでもいいが、ラムはともかく、どうしておまえらまでここにいる？　そしてなぜここで食事をしている？」

「いやあ、ぼくのとうさんがですね、どうやらぼくの機嫌を取るために、いいカモ肉をどこからか手に入れてくれたんですよ！　しかも大量に！」

　カモの軟骨入りミートボールを頰張り、ニコルはいった。

「──でもまあ、そんなことで許してやるほどぼくの怒りは浅くないですからね。だからとうさんには食べさせずに、みんなで食べちゃおうって思ったんです」

「ニコ坊にしてはなかなかいい考えだぜ。なあ？」

「でしょう？　で、食堂のおばちゃんに頼んで調理してもらったものを、ここに運んできたってわけです！　どうですか、ぼくのこの熱い友情！　クローさんも感涙にむせんでくれていいんですよ、さあさあ！　さあさあさあ！」

「ラム、レバーを多めにくれ。血を増やすにはレバーがいいそうだ」

「ああっ、シカトですか!?　ぼくのミスはかならず指摘するくせに、功績はシカトするわけですか!?　くそっ、こういう時はどこに告発すればいいんだ!?」

　エキサイトするニコルをよそに、チームの仲間たちは平然と食事を続けている。

「はい、クロさん。あ～ん」

「それにしても、難儀な病気？　体質？　とにかく面倒よねえ」

　ひょいと包帯をずらしてカモ肉を口に放り込み、ネフェティはワインをすすった。

「──ねえクロー、どうしてアナタには治療用の魔ま導どうが効きにくいわけ？」

「知るか。生まれつきだ」

　支局の衛生部には、王国でも数少ない治療用の魔導の使い手がいる。怪我の治ち癒ゆ速度を劇的に上昇させてくれるその魔導を使えば──かなりお金がかかるらしいけど──クローの負った傷くらい、本来ならとっくに治っているはずだった。

　でも、ほかの人間にはだいたい効果があるその魔導が、クローにはほとんど効果がないという。おかげでこうしてクローは両腕を使えないまま、自宅療養を余よ儀ぎなくされているのだった。

「……どのみち三日もすれば動かせるようになる。傷が完全に消えるのはもっと先になるだろうが、ほんの二、三日の時間短縮のために大金を払うほど人生に追われていないからな、オレは」

「そうですよね！　そうすればぼくらもその間休めますし！」

「は？　何いってんだ、ニコ坊？　これ食ったらもぐるぞ」

「ええ!?　だ、だって、クローさんが──」

「クロー抜きでもぐれるところはいくらだってあるしな。……っつーかよ、こういう時に少しでも経験を積んでおかねえと駄目だろ？」

「そっ、そんな……！」

「大丈夫よ、コルくん。最近判ってきたけど、コルくんて、まるっきり才能ないわけじゃないみたいだから」

　またもやラムが悪意のない笑顔で猛毒を吐き散らし始めた。

「──ただ、ここに来たことをちょっと後悔するレベルなだけで、死ぬような思いをすればすぐに慣れると思うし」

「…………」

　ニコルは憮ぶ然ぜんとしてミートボールを呑のみ込こんだ。

　ふと見ると、クローは窓の向こうをじっと見つめていた。いつもにやにやして何を考えているか判らないクローだけど、今はぼんやりとしていて、これはこれで胸のうちが読めない。

　ただ、クローがこういう表情をしている時は、支局長のことを考えているんじゃないかって、ニコルは根拠もなくそう感じていた。

「──とりあえず、おめえはあのミミズくらいは倒せるようにならねえとな」

「へあ!?　え？　ミミズ？」

　クローの横顔を見つめていたニコルは、シェーラのその言葉に現実に立ち返った。遅めのランチタイムには思い出したくもない忌いまわしい記憶が、まざまざとよみがえってくる。

「忘れたふりすんなよ。またあそこもぐるからな。倒せるようになるまで何匹でもおめえと絡ませるから」

「か、絡ませるって──」

　一気に食欲が減退していくのを感じながら、でもニコルは、どうにか自分がこのチームのひとりとして定着できたのだと実感してもいた。こうして五人目としての経験を積ませようとしてくれるところもそうだけど、それ以上に、人にはいえない秘密をみんなで共有しているということが──その中に自分を混ぜてもらえたことが──嬉うれしかったのである。









　あとがき






　みなさんは、『どうぶつの森もり』というゲームをご存じでしょうか？

　いや、実際にプレイしたことがあるかどうかはともかく、たいていのかたはご存じだと思います。何しろぼくがいつもお世話になっている美容師さんも、ほとんどゲームをしない人なのに、このゲームだけはやってますからね。出せば国内だけで四、五○○万本くらいはいく国民的ソフトですし。

　で、みなさんがこのゲームを知っているという前提でハナシを進めるとですね。

　自分の分身を除けば、あのむらに住んでるのはみんなケダモノじゃないですか。そのケダモノたちには、大おお雑ざつ把ぱにいって♂♀それぞれに四種類ずつ、全部で八パターンの性格が用意されているわけです。

　その中に、オレ系と称される住人たちがいるのですが（一人称が「オレ」）、ぼくは彼らが好きです。なぜかというと、マイキャラに対して兄貴風を吹かせる豪快な連中でありつつ、唐突に「ゆうわくのあまいリンゴ」などというポエムを披露してくれたりするからです。ギャップ萌えね、いわば。

　そのオレ系の中でもぼくが一番好きなのは、眉み間けんに爪で引き裂いたような三本傷のあるクマ──クローです。

　以上、今作と関係あるのかどうか微妙なゲームの話終了。




　どうもみなさんこんにちは、特にこれといったヒットもないまま二○年以上もこの業界をただよい続けている嬉うれし野の秋あき彦ひこです。

　ファミ通文庫での前作『黒く鋼ろの魔紋修復士ヒエラ・グラフイコス』の最終一三巻が二○一五年八月末の刊行でしたから、ちょうど半年のご無ぶ沙さ汰たということになりますが、ひさしぶりの新シリーズ『ダンジョン・サーベイヤー』、いよいよスタートです。

　まあ、このタイトルからお判わかりのように、今回はダンジョンものです。特に流行がどうのということを意識したわけではなく（流行ってるよね、最近？）、単に昔書いたプロット、それこそ『戦争妖精ウオーライク』をやる頃に作ったものを再利用しただけですが──そうですね、これはいってみれば、時代がようやくぼくに追いついてきたということなんでしょう（真顔）。

　実際のところ、一○年以上前にも、一度ぼくは某レーベルで、遺跡内を探索するトレジャーハンターが主役の作品を光の速さで立ち上げ、風の速さで終わらせたという実績があります。なので、半年もかけて立ち上げた今度のシリーズは、最低でも三年くらいは続くシリーズになってもらいたいですね。また一○巻くらい続いてもらわないといろいろと困ります（真顔）。

　特に今回は、ちょうど同じ時期にＭＦ文庫Ｊさんのほうでも新シリーズがスタートするとあって（ほら、帯に書いてあるでしょ？）、合同特設サイトまで用意してもらったわけです。なのにこっちだけあっさり失速なんてことになったら……何ていうか、その、モヤモヤするでしょ？　ビミョーな空気が流れるというか……いや、だからといって両方失速されてもこまるんですが。理想はもちろんどっちも加速ですよ、ええ！　ＫＡＤＯＫＡＷＡ万歳！




　で、生臭い話はこのへんにして。

　今作の中身についてネタバレしない程度に、人間関係なんかに焦点を絞って少し触れてみるとですね。

　たとえば『戦争妖精』では、あの当時ぼくが感じていた、謎なぞのモテパワーを発揮して全方位からモテるラノベ的な主人公と、そういう主人公に深い理由もなく惚れてしまうヒロインたちを、まずは否定するところから入っていったわけですよ。それが、高校生らしからぬストイックさを持った宮みや本もと伊い織おりという主人公と、彼とは恋愛関係になることのない幼女ヒロインのクリスタベルという組み合わせを生み出した、と。

　そして、それがそこそこ受け入れられたということを実感した上で、『黒鋼』では、主人公とヒロインの恋愛関係をもう一歩進めてみたんです。『戦争妖精』の伊織くんにとっては、戦いの中ではそんな恋愛恋愛いっていられなくて、ようやくそれを自覚した時には大きな悲劇を迎えるという展開だったのに対して、『黒鋼』のディミタールくんは、恋愛そのものに興味なかったのに、いったん自覚し始めたとたん、戦いの中でもそれを抑えずにぐいぐい押してていくタイプの主人公でした。そして『黒鋼』は、ぼくが最初から指向していたように、完全にディーとヴァレリアの恋愛小説──どちらかといえば少女漫画的な、数々のトラブルを乗り越えてふたりがハッピーエンドを迎えるラブロマンスとして、見事に結実したのです（自分でいうのもアレですが）。

　主人公としてどっちがいいとか、物語の展開としてどっちがすぐれているということじゃなく、それぞれがそれぞれにふさわしい形だったはずです。少なくともぼくはそう確信しています。

　ならば今回の『ダンジョン・サーベイヤー』の場合はどうなのか──。

　とりあえず一巻の時点では、恋愛の匂いはあまりしませんね。前二作がコンビ、もしくはカップル単位で活躍する作品だったのに対し、今作はパーティー単位で活躍する作品なんですが、男ふたりに女三人というチームメンバーの中で、明確に恋愛感情が描かれているのは、ラムがクローに一方的に大好き宣言をしている点だけです。ニコルはそもそも体毛のないパイパン人間は守備範囲外ですし、シェーラとネフェティも、人間関係にはかなりドライですからね。

　正直いうと、ここで誰だれかと誰かの恋愛関係を書くよりも、みんなでニコルをいじっているほうがよっぽど面白いんじゃないかと……それがいい傾向なのかどうなのか判りませんが、ニコルを書いていると、ついつい暴走しがちなんですよね。こういうノリの作品を書くのは本当に久しぶりですから。それこそ『チキチキ』以来なんじゃないでしょうか？　方向性は違いますが、筆が暴走しやすいという意味では、ニコルは『チキチキ』の星秀くんというキャラに似ています。もともとあんなに「告発、告発ゥ！」って連呼するキャラじゃなかったんですけど、書いているうちにそういう属性がついてしまったという──。

　この五人組が物語を通じてどう変化していくのか、あるいは変化しないのか、おおよそのところはもう決まっているのですが、細かい部分は書きながら詰めていこうと思っています。とにかく今は、五人セットで書いているのが楽しい。彼らの溜まり場としてクローの家をツリーハウスとして設定したのも、子供の秘密基地的な共同スペースでガヤガヤやりたいという、ぼくのストレートな願望の表れでしょう。

　そして、メインの五人組だけじゃなく、妙なウワサのある支局長やその下ではたらく獣人美女コンビ、それにニコルのパパさんと、第一巻の時点でわりと登場人物が多めなので、それを動かしていくのもけっこう面白いんです。これをそのまま読者のみなさんに伝えていくことができれば嬉しいし、そうできるよう努力するのがぼくの役目なんですけどね（真顔）。




　それではこのへんで、新シリーズ立ち上げにご助力いただいたみなさまへのごあいさつとまいりましょう。

　まずはイラスト担当、ｉｒｕａイルア先生。嬉野作品では初めてともいえる美麗ソシャゲクオリティのパッケージが非常に目を惹ひきます。お忙しい中、ありがとうございました。そして今後ともよろしくお願いします。

　そしてファミ通文庫の担当編集ミスターＮ。いっしょに組むようになってもう九年ですよ、九年。今年は、サッカー観戦に遠征しようとはいいませんから、どこかのスポーツバーでＣＬリーグでも観ましょうよ、ぜひ！

　そしてそして、老若男女いらっしゃるであろう、ぼくの作品の読者のみなさまがた。毎度お買い上げありがとうございます。新規のお客さまも、それに昔からのファンのかたがたも、みなさまあってのぼくでございます。いや、ホントにね、そういうことを忘れた作家は長生きできないんですよ（真顔）。

　そんなこんなで、次回作は当然、『ダンジョン・サーベイヤー』の第二巻だと思われます。まあ、この本が記録的な爆死を遂げて大きな赤字にでもなるようなことがあれば、二巻どころかぼくの新刊予定なんか消えてしまうんでしょうが、そういうネガティブな可能性は考えない、たとえ頭をよぎっても無視してやりすごすことでこの世界を二○年生きてきたぼくです。

　なので、あえていいましょう。次回作のあとがきでまた会おうと！

　あ、それと最後にもうひとつ、ＭＦ文庫Ｊでの拙作『剣けん魔ま剣けん奏そう剣けん聖せい剣けん舞ぶ』、すでに発売中となっております。『ダンジョン・サーベイヤー』とはまったく方向性が違う、殺さつ伐ばつとした世界での剣けん客かくものというか、剣士？　剣舞？　何かそれってＭＦっぽーい！　みたいな見た目でありつつ、「やっぱ嬉野じゃん」的な作品。詳しくはファミ通＋ＭＦの特設合同サイトをご覧いただければと思いますが、こちらのほうもお手に取っていただければさいわいです。

　それではまたいずれ！
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